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3303 57 世界経済特報 178号
木内｢政治の動き｣｢経
済の動き｣｢国際社会
の動き｣

世界経済調
査会

1967 8 14 1綴 活字

3303 58 世界経済特報 179号
木内｢国際収支対策の
進行とその周辺｣｢短
信｣

世界経済調
査会

1967 8 25 1綴 活字

3303 59 世界経済特報 180号
木内｢モンペルランの
ヴィシィ集会｣｢英独
二国の訪問｣

世界経済調
査会

1967 9 4 1綴 活字

3303 60 世界経済特報 181号
木内｢新自由主義なら
ばなぜ物価は上らな
いか｣

世界経済調
査会

1967 9 9 1綴 活字

3303 61 世界経済特報 182号 木内｢訪欧所見｣
世界経済調
査会

1967 9 24 1綴 活字

3303 62 世界経済特報 183号
木内｢物価の上昇と私
の自己批判｣

世界経済調
査会

1967 10 5 1綴 活字

3303 63 世界経済特報 184号
木内｢物価対策上の要
望｣

世界経済調
査会

1967 10 14 1綴 活字

3303 64 世界経済特報 185号

木内｢日華協力委員
会｣｢香港の形勢｣｢ベ
トナムの形勢｣｢日本
の形勢｣｢短信｣

世界経済調
査会

1967 10 24 1綴 活字

3303 65 世界経済特報 186号 木内｢訪米の目的｣
世界経済調
査会

1967 11 1 1綴 活字

3303 66 世界経済特報 187号 木内｢訪米所見｣
世界経済調
査会

1967 11 12 1綴 活字

3303 67 世界経済特報 188号
木内｢訪米と内閣改
造｣｢ポンド切下げと
ドル不安｣

世界経済調
査会

1967 11 26 1綴 活字

3303 68 世界経済特報 189号
木内｢佐藤総理の本
番｣

世界経済調
査会

1967 12 5 1綴 活字
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3303 69 世界経済特報 190号
木内｢佐藤総理の本番
(その二) ｣｢金とドル
その他｣

世界経済調
査会

1967 12 16 1綴 活字

3303 70 世界経済特報 191号
木内｢佐藤総理の本番
(その三) ｣

世界経済調
査会

1967 12 23 1綴 活字

3303 71 世界経済特報 192号

木内｢一月一日のジョ
ンソン声明｣｢新予算
とこれからの政治経
済｣

世界経済調
査会

1968 1 13 1綴 活字

3303 72 世界経済特報 193号

木内｢ジョンソンの年
頭教書｣｢ある米人の
アメリカ観｣｢｢アジア
国会議員連合｣の会議
に出られた某氏の言
葉｣｢プエブロ拿捕事
件｣｢国債の売れ行き
と金利の自由化｣

世界経済調
査会

1968 1 24 1綴 活字

3303 73 世界経済特報 194号
木内｢アメリカの威信
大低下｣

世界経済調
査会

1968 2 5 1綴 活字

3303 74 世界経済特報 195号

木内｢倉石問題をどう
考えるか｣｢予算委員
会というもの｣｢LT貿
易と政治三原則｣

世界経済調
査会

1968 2 15 1綴 活字

3303 75 世界経済特報 196号
木内｢倉石問題の終
局｣｢今後の国会と政
局｣｢他の諸問題｣

世界経済調
査会

1968 2 24 1綴 活字

3303 76 世界経済特報 197号
木内｢物価の新動向｣｢
其後のアメリカ｣

世界経済調
査会

1968 3 4 1綴 活字

3303 77 世界経済特報 198号
木内｢ドル不安と最近
のアメリカ｣

世界経済調
査会

1968 3 15 1綴 活字

3303 78 世界経済特報 199号
木内｢金プールの新決
定をどうみるか-私は
一応愁眉を開いた-｣

世界経済調
査会

1968 3 24 1綴 活字
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3303 79 世界経済特報 200号
木内｢ベトナムの新形
勢｣｢金問題は解決へ｣
｢三月の東京CPI｣

世界経済調
査会

1968 4 5 1綴 活字

3303 80 世界経済特報 201号
木内｢ベトナムの停戦
交渉｣｢最近の日本の
政界｣

世界経済調
査会

1968 4 13 1綴 活字

3303 81 世界経済特報 202号
木内｢ベトナムの其
後｣｢四月の東京物価
指数｣｢短信｣

世界経済調
査会

1968 4 26 1綴 活字

3303 82 世界経済特報 203号

木内｢アメリカにとつ
ての朗報二つ｣｢日本
の政治と参議院選挙､
追記｣

世界経済調
査会

1968 5 4 1綴 活字

3303 83 世界経済特報 204号
木内｢アメリカの異常
金利｣

世界経済調
査会

1968 5 13 1綴 活字

3303 84 世界経済特報 205号
木内｢"何が起るかわ
からない"｣

世界経済調
査会

1968 5 25 1綴 活字

3303 85 世界経済特報 206号
木内｢五月の東京消費
者物価｣

世界経済調
査会

1968 6 4 1綴 活字

3303 86 世界経済特報 207号
木内｢金融引締めをど
うするか｣

世界経済調
査会

1968 6 15 1綴 活字

3303 87 世界経済特報 208号
木内｢東大はどうした
らいいか｣｢ドゴール
の圧勝｣

世界経済調
査会

1968 6 25 1綴 活字

3303 88 世界経済特報 209号
木内｢ドゴールの圧勝
と今後のフランス､六
月の東京消費者物価｣

世界経済調
査会

1968 7 5 1綴 活字

3303 89 世界経済特報 210号
木内｢参議院選挙の評
価｣

世界経済調
査会

1968 7 16 1綴 活字

3303 90 世界経済特報 211号
木内｢二､三の世界新
情勢｣｢二､三の国内的
事件｣

世界経済調
査会

1968 7 25 1綴 活字
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3303 91 世界経済特報 212号

木内｢米価紛争をどう
みるか｣｢チェコの情
勢｣｢金融緩和につい
て｣

世界経済調
査会

1968 8 2 1綴 活字

3303 92 世界経済特報 213号
木内｢生産者米価の決
定｣

世界経済調
査会

1968 8 14 1綴 活字

3303 93 世界経済特報 214号

木内｢チェコをソ連は
どうするか｣｢これか
らの金融をどうする
か｣｢短信｣

世界経済調
査会

1968 8 24 1綴 活字

3303 94 世界経済特報 215号
木内｢モンペルランの
アヴィモーア集会｣

世界経済調
査会

1968 9 8 1綴 活字

3303 95 世界経済特報 216号 木内｢帰朝雑感｣
世界経済調
査会

1968 9 25 1綴 活字

3303 96 世界経済特報 217号 木内｢警告｣
世界経済調
査会

1968 10 5 1綴 活字

3303 97 世界経済特報 218号
木内｢日華協力委員会
の台北会議｣

世界経済調
査会

1968 10 13 1綴 活字

3303 98 世界経済特報 219号
木内｢ベトナムは終る
か｣｢新宿騒乱以後｣｢
物価論争を望む｣

世界経済調
査会

1968 10 25 1綴 活字

3303 99 世界経済特報 220号

木内｢大統領は誰にな
るか｣｢北爆全面停止
をどう見るか｣｢理念･
利害の衝突と審議会
制度｣

世界経済調
査会

1968 11 5 1綴 活字

3303 100 世界経済特報 221号

木内｢ニクソンの当
選｣｢パリ会談の駆け
引｣｢韓国訪問｣｢物価
対策に対する提言｣

世界経済調
査会

1968 11 15 1綴 活字

3303 101 世界経済特報 222号
木内｢フランとドゴー
ル｣

世界経済調
査会

1968 11 25 1綴 活字
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3303 102 世界経済特報 223号 木内｢佐藤三選内閣｣
世界経済調
査会

1968 12 5 1綴 活字

3303 103 世界経済特報 224号
木内｢対話と対決と論
争｣｢佐藤新政権に望
む｣

世界経済調
査会

1968 12 14 1綴 活字

3303 104 世界経済特報 225号
木内｢近事一束､来年
はどういう年か｣

世界経済調
査会

1968 12 23 1綴 活字

3303 105 世界経済特報 226号
木内｢新春の展望｣｢短
信｣

世界経済調
査会

1969 1 14 1綴 活字

3303 106 世界経済特報 227号
木内｢大学問題はどう
発展するか｣

世界経済調
査会

1969 1 24 1綴 活字

3303 107 世界経済特報 228号
木内｢物価の変調
(？) とその解釈｣

世界経済調
査会

1969 2 5 1綴 活字

3303 108 世界経済特報 229号

木内｢日韓協力委員会
の発足｣｢大学問題の
その後｣｢経済情勢と
社会情勢｣

世界経済調
査会

1969 2 15 1綴 活字

3303 109 世界経済特報 230号

木内｢『世界』大内論
文の不思議｣｢英仏の
口論｣｢景気のかげり
現象｣

世界経済調
査会

1969 2 25 1綴 活字

3303 110 世界経済特報 231号
木内｢国外情勢一瞥｣｢
国内状況の一瞥｣

世界経済調
査会

1969 3 4 1綴 活字

3303 111 世界経済特報 232号
木内｢若干の基本的指
針 (その一) ｣

世界経済調
査会

1969 3 15 1綴 活字

3303 112 世界経済特報 233号
木内｢若干の基本的指
針 (その二) ｣

世界経済調
査会

1969 3 25 1綴 活字

3303 113 世界経済特報 234号
木内｢若干の基本的指
針 (その三) ｣

世界経済調
査会

1969 4 4 1綴 活字

3303 114 世界経済特報 235号
木内｢若干の基本的指
針 (その四) ｣

世界経済調
査会

1969 4 14 1綴 活字
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3303 115 世界経済特報 236号

木内｢｢基本的指針｣と
目先き的｢解釈｣並び
に｢意見｣｣｢米機撃墜
と安保の在り方｣｢国
会解散の可能性｣

世界経済調
査会

1969 4 25 1綴 活字

3303 116 世界経済特報 237号
木内｢四･二八デモの
評価｣｢ドゴールの退
場､九全大会終る｣

世界経済調
査会

1969 5 2 1綴 活字

3303 117 世界経済特報 238号

木内｢八幡･富士の合
併について｣｢西独の
マーク切上げ拒否｣｢｢
新全総｣と称するも
の｣｢日本の物価とア
メリカの物価｣｢スタ
ンズ商務長官の来日｣

世界経済調
査会

1969 5 13 1綴 活字

3303 118 世界経済特報 239号
木内｢会期延長と解
散｣｢三菱とクライス
ラーの提携｣

世界経済調
査会

1969 5 23 1綴 活字

3303 119 世界経済特報 240号

木内｢愛知外相の訪
米｣｢中共･ソ連･ベト
ナム｣｢大学問題はい
よいよ核心に｣

世界経済調
査会

1969 6 5 1綴 活字

3303 120 世界経済特報 241号

木内｢ミッドウェイ会
談と臨時革命政府の
樹立｣｢アスパック会
議｣｢米価の決定｣

世界経済調
査会

1969 6 13 1綴 活字

3303 121 世界経済特報 242号
木内｢大学問題の二面
性｣｢物価問題の考え
方について｣

世界経済調
査会

1969 6 25 1綴 活字

3303 122 世界経済特報 243号
木内｢世界の二大事
件｣

世界経済調
査会

1969 7 4 1綴 活字

3303 123 世界経済特報 244号
木内｢異常国会と都議
選｣

世界経済調
査会

1969 7 14 1綴 活字
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3303 124 世界経済特報 245号
木内｢異常国会はどう
なるか｣

世界経済調
査会

1969 7 25 1綴 活字

3303 125 世界経済特報 246号
木内｢異常国会の終
末｣｢ニクソンの大旅
行｣

世界経済調
査会

1969 8 4 1綴 活字

3303 126 世界経済特報 247号

木内｢消費者物価上昇
は止むを得ないか｣｢｢
総合農政試案｣につい
て｣

世界経済調
査会

1969 8 15 1綴 活字

3303 127 世界経済特報 248号
木内｢金融引締めはあ
るか｣｢喜ぶべき"政策
の混迷化"｣

世界経済調
査会

1969 8 25 1綴 活字

3303 128 世界経済特報 249号
木内｢十二月解散は大
賛成である｣｢金利引
上げを喜ぶ｣

世界経済調
査会

1969 9 4 1綴 活字

3303 129 世界経済特報 250号

木内｢社会党の運命を
占う (併せて自民党
のなかのハイカラさ
ん達のそれも) ｣｢短
信｣

世界経済調
査会

1969 9 6 1綴 活字

3303 130 世界経済特報 251号

木内｢モンペルランの
カラカス集会｣｢ニク
ソンとアメリカ｣｢メ
キシコとベネスエラ｣
｢中ソ･イギリス･フラ
ンス等々｣｢｢自己再評
価｣後の日本｣

世界経済調
査会

1969 9 22 1綴 活字

3303 131 世界経済特報 252号
木内｢西独の政治と
マークの切上げ｣｢日
本国内の経済問題｣

世界経済調
査会

1969 10 4 1綴 活字

3303 132 世界経済特報 253号
木内｢対米関係の新段
階とそれに対処する
道｣

世界経済調
査会

1969 10 13 1綴 活字

3303 133 世界経済特報 254号
木内｢米と農業をどう
するか｣

世界経済調
査会

1969 10 24 1綴 活字
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3303 134 世界経済特報 255号
木内｢総選挙はこう戦
え｣

世界経済調
査会

1969 11 5 1綴 活字

3303 135 世界経済特報 256号
木内｢佐藤訪米に想
う｣｢米問題の対策に
ついて｣

世界経済調
査会

1969 11 15 1綴 活字

3303 136 世界経済特報 257号
木内｢佐藤訪米の成
功｣｢日華協力委員会
の第十四回総会｣

世界経済調
査会

1969 11 24 1綴 活字

3303 137 世界経済特報 258号 木内｢解散所見｣
世界経済調
査会

1969 12 4 1綴 活字

3303 138 世界経済特報 259号 木内｢奇妙な静けさ｣
世界経済調
査会

1969 12 15 1綴 活字

3303 139 世界経済特報 260号
木内｢年末雑感｣｢来年
の当初の課題｣｢一九
六九年と私｣

世界経済調
査会

1969 12 23 1綴 活字

3304 世界経済特報 908号

木内｢奥野発言でどう
なるか､どうすればい
いのか｣(もと資料
4506に添付)

世界経済調
査会

1988 5 13 1点 活字

3305 世界経済特報 909号

木内｢竹下総理は､ど
うぞ｢態度の一新｣を｣
(もと資料4506に添
付)

世界経済調
査会

1988 5 22 1点 活字

3306 世界経済特報 980号

木内｢自民党は､｢大転
換｣を策すべきではな
いか｣(もと資料4425
に添付)

世界経済調
査会

1990 5 17 1点 活字

3307 0 収納ファイル
世界経済特報の収納
ファイル

1点

3307 1 世界経済特報 1066号

木内｢竹下派の｢消滅｣
と、これからの日本
の政治｣、｢私の｢思想
講座｣ (その五－完)｣

世界経済調
査会

1993 1 4 1点 活字
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3307 2 世界経済特報 1067号

木内｢世界も日本も、
焦点が甚だ"ボケて来
た"のが、いまの｢見
どころ｣である｣

世界経済調
査会

1993 1 16 1点 活字

3307 3 世界経済特報 1068号

木内｢｢一般論｣を離れ
て、｢個別問題｣の面
白いのを、二つ三つ
拾ってみる｣

世界経済調
査会

1993 1 24 1点 活字

3307 4 世界経済特報 1069号

木内｢公定歩合の引下
げは、｢不況対策｣と
なるか、－"効果がゼ
ロに近い"とわかった
場合には、事態を、
どう考へればいいの
か｣、｢｢知識人一一三
名｣の｢コメ関税化を
求める緊急アピール｣
について｣

世界経済調
査会

1993 2 4 1点 活字

3307 5 世界経済特報 1070号

木内｢文春三月号に出
た自民党代議士熊谷
弘さんの論文－宮沢
さんでは、｢不況｣
が、直らないわけ
が、よくわかる｣、｢
ではこれからの日本
は、どうすればいい
のか｣

世界経済調
査会

1993 2 14 1点 活字

3307 6 世界経済特報 1071号

木内｢情勢は、急に悪
化し始めたやうでも
あるどう考へればい
いのか｣

世界経済調
査会

1993 2 24 1点 活字

3307 7 世界経済特報 1072号

木内｢次の｢G7｣から七
月の｢東京サミット｣
までの間、日本は、
どのやうに考へ、ど
のやうに行動すれば
いいのか－下手をす
ると、エライことに
なる｣

世界経済調
査会

1993 3 3 1点 活字
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3307 8 世界経済特報 1073号

木内｢一、｢金丸問題｣
についての私の所
見｣、｢これからの｢政
治動向｣と｢景気判
断｣｣

世界経済調
査会

1993 3 18 1点 活字

3307 9 世界経済特報 1074号

木内｢様変りの世の
中、日本では、｢不
況｣はサヨナラになる
らしい、この四月中
には｣

世界経済調
査会

1993 3 29 1点 活字

3307 10 世界経済特報 1075号
木内｢三月三十日付で
書いたことは、その
通り実現するらしい｣

世界経済調
査会

1993 4 6 1点 活字

3307 11 世界経済特報 1076号
木内｢状況を再点検し
てみる｣

世界経済調
査会

1993 4 15 1点 活字

3307 12 世界経済特報 1077号
木内｢状況は全く変っ
た。｢宮沢総理の訪
米｣によってである｣

世界経済調
査会

1993 4 27 1点 活字

3307 13 世界経済特報 1078号

木内｢｢わけのわから
ぬもの｣になってゐる
｢いまの世界と日本｣
とに、一瞥を与へて
みる｣

世界経済調
査会

1993 5 6 1点 活字

3307 14 世界経済特報 1079号

木内｢これからの｢日
本｣と｢世界｣とが、
ハッキリと見えて来
た｣

世界経済調
査会

1993 5 16 1点 活字

3307 15 世界経済特報 1080号

木内｢昨日書き終った
｢一九九三年下期の景
気見通し｣と、｢これ
からの政治情勢｣につ
いて｣

世界経済調
査会

1993 6 2 1点 活字
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3307 16 世界経済特報 1081号
木内｢この現状に対し
て、何を言ふべきか｣

世界経済調
査会

1993 6 16 1点 活字

3307 17 世界経済特報 1082号
木内の入院に伴い、
本号は加藤義喜が執
筆

世界経済調
査会

1993 6 27 1点 活字

3307 18 世界経済特報 1083号
木内｢全く対蹠的な、
｢いまの日本｣と｢いま
の世界｣とについて｣

世界経済調
査会

1993 7 4 1点 活字

3307 19 世界経済特報 1084号
木内｢選挙はどうなる
か そのあとの政治は
どうなるか｣

世界経済調
査会

1993 7 15 1点 活字

3307 20 世界経済特報 1085号
木内｢政治の｢堕落｣は
"そこまで行ってゐた
のか"と改めて驚く｣

世界経済調
査会

1993 7 25 1点 活字

3307 21 世界経済特報 1086号
木内｢八月五日午前
記｣(細川内閣関連)

細川内閣関連
世界経済調
査会

1993 8 5 1点 活字

3307 22 世界経済特報 1087号
木内｢いろいろと｢気
になること｣が出て来
た｣

世界経済調
査会

1993 8 16 1点 活字

3307 23 世界経済特報 1090号
木内｢｢景気の底割れ｣
は、いよいよ｢必至｣
か｣

世界経済調
査会

1993 9 15 1点 活字

3307 24 世界経済特報 1091号

木内｢いま日本国民
は、｢事態に反応する
能力｣を、喪失してい
るのである－"さう
なったのは当然"とも
私は、考へてゐる｣

世界経済調
査会

1993 9 25 1点 活字
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3308 世界経済特報 1069号

公定歩合引き下げ問
題、コメ関税化を求
める緊急アピールへ
の反論

世界経済調
査会

1993 2 4 1点 活字

3309 世界経済特報 1070号
木内｢文春三月号に出
た自民党代議士熊谷
弘さんの論文｣

世界経済調
査会

1993 2 14
同一2
点

活字

3310
昨日書き終った｢一九九三年
下期の景気見通し｣と、｢これ
からの政治情勢｣について

世界経済特報1080号
の複写版

世界経
済特報

木内信胤 1993 6 2 * 1綴 活字 封筒

38－2．『世界経済特報』 ▼原稿▼(年代・号数に推定多し)

3311 特報 第823号 年頭所見 木内信胤 1986 1 7 * 1点 ペン

3312 特報 第845号
もの事を根本に立
返って考へ直してみ
る (その二)

木内信胤 1986 8 13 1点 ペン

3313 特報 第895号
今年は､どのやうな年
か

木内信胤 1988 1 6 1点 ペン

3314 特報 第896号 内外の概観 木内信胤 1988 1 12 1点 ペン

3315 特報 第897号
これからの日本は､ど
う変って行くであら
うか

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 1 23 1点 ペン

3316 特報 第898号 現状の私なりの解釈 木内信胤 1988 2 4 1点 ペン

3317 特報 第899号
浜田事件の解決と今
後の政局

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 2 13 1点 ペン

3318 特報 第900号 その後の国会 木内信胤 1988 2 23 1点 ペン

3319 特報 第901号
国会の審議は､かう
あって欲しい

木内信胤 1988 3 2 1点 ペン
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3320 特報 第902号 雑事一束 木内信胤 1988 3 14 1点 ペン

3321 特報 第903号
変りつつある｢深部の
情勢｣を､どう見るか

木内信胤 1988 3 23 1点 ペン

3322 特報 第904号
いろいろなことが､
揃って､混沌とした状
況に入った

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 4 2 1点 ペン

3323 特報 第905号
この｢絶好調｣とは何
なのか､いつまで続く
ものなのか

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 4 12 1点 ペン

3324 特報 第906号
最近に起った主な事
件を一瞥してみる

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 4 22 1点 ペン

3325 特報 第907号
牛肉オレンジの問題､
いよいよガットのパ
ネルに

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 5 5 1点 ペン

3326 特報 第908号
奥野発言でどうなる
か どうすればいいの
か

年代は内容から 木内信胤 1988 5 13 * 1点 ペン

3327 特報 第909号
竹下総理は､どうぞ｢
態度の一新｣を

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 5 22 1点 ペン

3328 特報 第910号
昨日と今日の｢日経｣
を材料に､若干の事件
をコメントしてみる

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 6 3 1点 ペン

3329 特報 第911号 対米交捗と税制改革 木内信胤 1988 6 13 1点 ペン

3330 特報 第912号
サミットと牛肉オレ
ンジと税制改革

木内信胤 1988 6 23 1点 ペン

3331 特報 第913号
｢為替相場の変調｣に
は､どう対応したらい
いか

木内信胤 1988 7 2 1点 ペン
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3332 特報 第914号

竹下総理は､八月十五
日には､靖国神社の公
式参拝をなさるべき
ではないか

木内信胤 1988 7 12 1点 ペン

3333 特報 第915号
国会のモタモタとい
ま望ましき｢税制改革
案｣の処理方法

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 7 22 1点 ペン

3334 特報 第917号 八月十四日の所見
年代は内容から。
号数は推定。

木内信胤 1988 8 14 1点 ペン

3335 特報 第919号
いまの国会を､どう思
ふか

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 9 3 1点 ペン

3336 特報 第920号
｢税制改革｣について､
あれこれと考へる

木内信胤 1988 9 14 1点 ペン

3337 特報 第921号 いまの世界の一瞥
年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 9 24 1点 ペン

3338 特報 第922号
ソウル･オリンピック
雑感

木内信胤 1988 10 4 1点 ペン

3339 特報 第923号
国会は､何をやってゐ
るのか

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 10 14 1点 ペン

3340 特報 第924号
日本も世界も､混沌と
してゐる

木内信胤 1988 10 24 1点 ペン

3341 特報 第925号
竹下内閣には､｢大き
な傷｣がついた

木内信胤 1988 11 2 1点 ペン

3342 特報 第926号
これで政治は､どうな
るのだらうか

木内信胤 1988 11 14 1点 ペン

3343 特報 第927号
｢税制審議一時凍結｣
のお勧め

木内信胤 1988 11 24 1点 ペン

3344 特報 第928号
世界の動きについて
少々

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 12 2 1点 ペン

3345 特報 第929号
これで政治はどうな
るか

年代・号数は推定
による

木内信胤 1988 12 14 1点 ペン

1014



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3346 特報 第930号
昭和六十三年といふ
年-この年の｢奇妙さ｣
とその意味

木内信胤 1988 12 23 1点 ペン

3347 特報 第936号
政局の｢経過｣を、予
想してみる

年代は内容から 木内信胤 1989 2 23 1点 ペン

3348 特報 第937号
｢大喪の礼｣について
想ったこと　他

年代は内容から 木内信胤 1989 3 2 1点 ペン

3349 特報 第938号
中休みを利用して、
いろいろのことを

年代は内容から 木内信胤 1989 3 14 1点 ペン

3350 特報 第939号
行き得る道は三本―
そのどれにすればい
いのか

年代は内容から 木内信胤 1989 3 21 1点 ペン

3351 特報 第940号
｢消費税｣が実施され
た後の情勢について

年代は内容から 木内信胤 1989 4 4 1点 ペン

3352 特報 第941号
竹下総理の｢釋明｣と
これからの政局

年代は内容から 木内信胤 1989 4 12 1点 ペン

3353 特報 第942号 政局を総括してみる 年代は内容から 木内信胤 1989 4 23 1点 ペン

3354 特報 第943号
五月一日の所見－こ
れでどうなのかは、
全く不明

年代は内容から 木内信胤 1989 5 1 1点 ペン

3355 特報 第944号

政治は、これでどう
なるのか－考へてお
くべきことを、総ざ
らへしてみる

年代は内容から 木内信胤 1989 5 14 1点 ペン

3356 特報 第945号

政治は、゛それしか
ない"のだから、曲折
はあっても結局、さ
うなるだろう

年代は内容から 木内信胤 1989 5 20 * 1点 ペン

3357 特報 第946号 宇野新内閣の成立 年代は内容から 木内信胤 1989 6 3 1点 ペン
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3358 特報 第947号

宇野新政権への考え
政治はこれからス
ローモーになるだろ
う

号数は推定 木内信胤 1989 6 14 1点 ペン

3359 特報 第948号
これからの｢政局｣を
予測してみる－岐路
は参院選－

号数は推定 木内信胤 1989 6 24 1点 ペン

3360 特報 第949号

参院選で自民が大敗
したあとの政局はど
うなるだらうか－政
治は、意外な方式
で、｢国民のもの｣と
なるだろう

年代は内容から 木内信胤 1989 7 4 1点 ペン

3361 特報 第950号

前号に書いたことを
敷衍する－｢国民主導
の政治｣はどのやうに
して実現するか

年代は内容から 木内信胤 1989 7 14 1点 ペン

3362 特報 第951号
自民党の参院選惨敗
とこれからの見どこ
ろ

年代は内容から 木内信胤 1989 7 25 1点 ペン

3363 特報 第952号
自民党の新総裁が誰
であるかは、ごくご
く小さい問題である

年代は内容から 木内信胤 1989 8 2 1点 ペン

3364 特報 第953号
新政権成立の模様を
見ながら、政局の今
後を予測してみる

年代は内容から 木内信胤 1989 8 12 1点 ペン

3365 特報 第954号
｢最近の国際情勢｣と｢
一歩踏み込んだ政治
の見方｣

年代は内容から 木内信胤 1989 8 22 1点 ペン

3366 特報 第955号
自民党の起死回生に
ついて

年代は内容から 木内信胤 1989 9 2 1点 ペン

3367 特報 第956号
日本の政治について
ひと言

年代は内容から 木内信胤 1989 9 12 1点 ペン
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3368 特報 第957号
｢臨時国会｣がいよい
よ開かれるが･･

年代は内容から 木内信胤 1989 9 22 1点 ペン

3369 特報 第958号
臨時国会直前の二つ
のイヴェント

年代は内容から 1989 10 3 1点 ペン

3370 特報 第959号
臨時国会の｢辷り出
し｣とその｢落ち着く
ところ｣

年代は内容から 木内信胤 1989 10 12 1点 ペン

3371 特報 第960号
わからないことだら
けのいまの政局

年代は内容から 木内信胤 1989 10 22 1点 ペン

3372 特報 第961号
これからの政治は、
どうなるであらうか

年代は内容から 木内信胤 1989 11 4 1点 ペン

3373 特報 第963号
政局について、今日
の時点で言へること

年代は内容から。
号数は推定。

木内信胤 1989 11 25 1点 ペン

3374 特報 第964号
｢自民党の｢消費税見
直し案｣を､何と思ふ
か｣

年は｢マルタ島の
米ソ会談｣､｢海部
総理｣から推定

木内信胤 1989 12 4 1点 ペン

3375 特報 第965号
｢これで｢政治｣は､ど
うなるのだらうか｣

年は｢消費税廃止
のための九法案｣
が参議院可決､総
選挙の日程の話題
から推定

木内信胤 1989 12 13 1点 ペン

3376 特報 第966号
｢平成元年といふ年に
ついて｣

年はとの表題から
推定

木内信胤 1989 12 22 1点 ペン

3377 特報 第967号
｢世界と日本とに､起
りさうな変化につい
て｣

年は｢昨年､平成元
年｣から推定

木内信胤 1990 1 5 1点 ペン

3378 特報 第968号
｢世界と日本とに､起
りさうな変化につい
て｣ (その二)

木内信胤 1990 1 15 1点 ペン

3379 特報 第969号 ｢いよいよ解散に｣ 木内信胤 1990 1 25 1点 ペン
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3380 特報 第970号
｢｢文芸春秋｣の二月臨
時増刊号について｣

木内信胤 1990 2 6 1点 ペン

3381 特報 第971号
｢総選挙の直前にひと
言｣

木内信胤 1990 2 12 1点 ペン

3382 特報 第972号
｢総選挙の結果をみ
て､何を考へたか｣

木内信胤 1990 2 22 1点 ペン

3383 特報 第973号
｢その後｢政治｣につい
て何を考へたか｣

木内信胤 1990 3 2 1点 ペン

3384 特報 第974号
｢その後に起った主な
こと｣

木内信胤 1990 3 12 1点 ペン

3385 特報 第975号
｢一刻も早く｢新型の
固定為替相場制度｣に
移行を｣

木内信胤 1990 3 20 1点 ペン

3386 特報 第976号
｢｢為替相場の固定｣の
あと､｢続いて為すべ
きこと｣について｣

木内信胤 1990 4 1 1点 ペン

3387 特報 第977号

｢状況は一段落した｡
あと何が来るか､最
良･最悪､二つの場合
が考へられる｣

木内信胤 1990 4 10 1点 ペン

3388 特報 第978号
｢天下の形勢を総覧し
て､近い未来を予想す
る｣(固定為替相場制)

固定為替相場制 木内信胤 1990 4 21 1点 ペン

3389 特報 第979号
｢日米関係の処理につ
いて｣

木内信胤 1990 5 1 1点 ペン

3390 特報 第980号
｢自民党は､｢大転換｣
を策すべきではない
か｣

木内信胤 1990 5 13 1点 ペン
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3391 特報 第981号

｢昨日までの情勢を織
込んで､｢近い未来｣を
予想してみる｣(韓国
大統領訪日、日米構
造協議問題)

韓国大統領訪日･
日米構造協議問題

木内信胤 1990 5 22 1点 ペン

3392 特報 第982号

｢枠組みはハッキリし
たといふ感じ｡しかし
中身は不明｣(米ソ首
脳会談)

米ソ首脳会談をう
けて

木内信胤 1990 6 3 1点 ペン

3393 特報 第983号

｢内政も外交も､正規
のルートに帰った感
じだが､さてどうなる
ことか｡｣

韓国大統領訪日と
天皇の｢お言葉｣･
日米構造協議･ソ
連の行方

木内信胤 1990 6 12 1点 ペン

3394 特報 第984号

｢海部内閣の｢対米構
造協議｣は､内容如何
に拘らず｢要爆撃｣で
ある｣

木内信胤 1990 6 24 1点 ペン

3395 特報 第985号
｢｢日米構造協議｣の最
終案の決定をどうみ
るか｣

木内信胤 1990 7 2 1点 ペン

3396 特報 第986号
ヒュウストン･サミッ
トをどう思ふか

年代は内容から。
号数は推定。

木内信胤 1990 7 16 1点 ペン

3397 特報 第987号

｢その後の世界の動き
には｢際立ったもの｣
はない｡これからも同
様であらう｣

木内信胤 1990 7 24 1点 ペン

3398 特報 第988号

｢｢国際勝共連合｣と
私｣､｢｢コメの問題｣が
国際関係の中心に
なった感じである｣

木内信胤 1990 8 2 1点 ペン

3399 特報 第990号

｢アメリカのイラクへ
の対応は､間違ってゐ
る｣(8月14日付特報
の続き)

8月14日付特報 の
続き

木内信胤 1990 8 22 1点 ペン
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3400 特報 第991号

｢アメリカのイラクへ
の対応は間違ってゐ
るとして､日本は､ど
うすればいいのか｣

木内信胤 1990 9 3 1点 ペン

3401 特報 第992号
｢政治の動き｣ (その
六)

木内信胤 1990 9 13 1点 ペン

3402 特報 第993号
｢政治の動き｣ (その
七)

木内信胤 1990 9 20 1点 ペン

3403 特報 第994号

｢金丸さん､ブッシュ
大統領のお二人に質
問したいこと｣(北朝
鮮、イラク問題)

北朝鮮問題､イラ
ク問題

木内信胤 1990 10 2 1点 ペン

3404 特報 第995号
｢この｢臨時国会｣は異
変含み､政治の動き
(その八) ｣

木内信胤 1990 10 14 1点 ペン

3405 特報 第996号
｢海部総理は退陣しか
ないのだが｣

木内信胤 1990 10 22 1点 ペン

3406 特報 第997号
｢これで世の中はどう
なるのだらうか｣(中
東情勢)

中東情勢について 木内信胤 1990 11 2 1点 ペン

3407 特報 第998号
｢｢即位の礼｣は､今日
滞りなく終了しまし
た｣

木内信胤 1990 11 12 1点 ペン

3408 特報 第999号 ｢大嘗祭について｣ 木内信胤 1990 11 23 1点 ペン

3409 特報 第1000号
｢いま特に重要な二､
三のことについて｣

木内信胤 1990 12 4 1点 ペン

3410 特報 第1001号
｢混迷の様相を､少々
掘り下げてみる｣

木内信胤 1990 12 14 1点 ペン

3411 特報 第1002号
｢混迷の世界の向ふに
は､輝やかしい未来
も｣

木内信胤 1990 12 22 1点 ペン
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3412 特報 第1003号 ｢年頭所見｣ 木内信胤 1991 1 5 1点 ペン

3413 特報 第1004号 ｢年頭所見｣ (その二) 木内信胤 1991 1 12 1点 ペン

3414 特報 第1005号
｢残念ながら｢開戦｣と
なった｣

木内信胤 1991 1 17 1点 ペン

3415 特報 第1006号

｢日本はこれからどう
すればいいのか､どこ
までもアメリカ追随
で行くのがいいのか｣

木内信胤 1991 1 23 1点 ペン

3416 特報 第1007号

｢湾岸危機に対する｢
日本の対応振り｣を吟
味してみる｣ (その
一)

木内信胤 1991 2 2 1点 ペン

3417 特報 第1008号

｢湾岸危機に対する｢
日本の対応振り｣を吟
味してみる｣ (その
二)

木内信胤 1991 2 12 1点 ペン

3418 特報 第1009号

｢湾岸危機に対する｢
日本の対応振り｣を吟
味してみる｣ (その
三)

木内信胤 1991 2 22 1点 ペン

3419 特報 第1010号

｢湾岸戦争が終った､
極めて呆気なく｡あと
はどうなるのだらう
か｣

木内信胤 1991 3 4 1点 ペン

3420 特報 第1011号

｢湾岸危機に対する｢
日本の対応振り｣を吟
味してみる｣ (その四
-完)

木内信胤 1991 3 14 1点 ペン
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3421 特報 第1012号

｢｢日本の政治｣は大き
く変る筈であり､その
結果は､｢実に大きな
こと｣になるらしい｣

木内信胤 1991 3 24 1点 ペン

3422 特報 第1013号
｢目先きの問題を総浚
へしてみる｣

木内信胤 1991 4 2 1点 ペン

3423 特報 第1014号
｢目先きの問題を総浚
ひしてみる｣ (下)

木内信胤 1991 4 12 1点 ペン

3424 特報 第1015号

｢｢日本の政治｣とゴル
バチョフの｢訪日･訪
韓｣と｢中東のその後｣
とについて｣

木内信胤 1991 4 22 1点 ペン

3425 特報 第1016号
｢海部総理､かうな
さっては如何ですか｣

木内信胤 1991 5 2 1点 ペン

3426 特報 第1017号
｢いま世界に､これと
いって｢動きらしい動
き｣はない｣

木内信胤 1991 5 14 1点 ペン

3427 特報 第1018号
いまは｢嵐の前の静け
さ｣か

内容や他の『世界
経済特報』との関
係から、1991年の
ものと推定され
る。

木内信胤 1991 5 24 1点 ペン

3428 特報 第1019号
｢知識人は､このやう
なことに､注目して欲
しい｣

木内信胤 1991 6 4 1点 ペン

3429 特報 第1020号

｢次の総理･総裁は､｢
宮澤喜一さん｣になる
のではないかそれが
一番いいのではない
か｣

木内信胤 1991 6 12 1点 ペン

3430 特報 第1021号
｢新総理候補宮澤喜一
さんへの注文｣

木内信胤 1991 6 26 1点 ペン
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番号
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3431 特報 第1022号
｢新総理候補宮澤喜一
さんへの注文｣ (その
二)

木内信胤 1991 7 2 1点 ペン

3432 特報 第1023号

｢世の中は､｢新秩序の
模索時代｣に入ったら
しい-そのペースはし
かし､存外ゆっくりし
てゐると思ふ｡｣

年代は内容から判
断､号数は推定に
よる

木内信胤 1991 7 13 1点 ペン

3433 特報 第1024号
｢今度の｢サミット｣
は､何であったのか｣

木内信胤 1991 7 22 1点 ペン

3434 特報 第1025号
｢｢証券不祥事｣の実体
が知りたい｣

木内信胤 1991 8 2 1点 ペン

3435 特報 第1027号
｢失敗クーデターと今
後の予想｣

木内信胤 1991 8 22 1点 ペン

3436 特報 第1028号
｢｢共産主義そのもの｣
の運命が決った－｢死
滅｣といふことに｣

木内信胤 1991 9 2 1点 ペン

3437 特報 第1029号
｢｢大転期｣に対応する
心構へについて｣

木内信胤 1991 9 12 1点 ペン

3438 特報 第1030号

｢いまのこの｢大変化｣
は｢文明の転期｣とい
ふべきものに繋がっ
て行くらしい｣

木内信胤 1991 9 24 1点 ペン

3439 特報 第1031号
｢政治改革三法案の｢
廃案決定｣と海部総理
の｢解散発言｣｣

木内信胤 1991 10 2 1点 ペン

3440 特報 第1032号
｢宮澤新内閣の発足を
見て｣

年代は内容から判
断､号数は推定に
よる

木内信胤 1991 11 6 1点 ペン

1023



資料
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3441 特報 第1033号

｢｢世界の変り方｣にも
｢日本の変り方｣にも
ハッキリした｢方向
性｣が現はれて来た｣

木内信胤 1991 12 10 1点 ペン

3442 特報 第1034号
｢日本はいま､ちょっ
とした｢非常時｣であ
る｣

木内信胤 1991 12 19 1点 ペン

3443 特報 第1035号
｢これからの世界と日
本とを展望してみる｣

木内信胤 1992 1 5 1点 ペン

3444 特報 第1036号

｢ブッシュ大統領の訪
日を織込んで､いまの
アメリカ､これからの
アメリカを考へてみ
る｣

木内信胤 1992 1 12 1点 ペン

3445 特報 第1037号

｢アメリカのこれから
-｢一般教書｣と｢予算
教書｣とを見た上の所
感｣

木内信胤 1992 2 3 1点 ペン

3446 特報 第1038号

｢これで日本の政治と
経済とはどうなるだ
らうか｡七月までのと
ころを予想してみ
る｡｣

木内信胤 1992 3 10 1点 ペン

3447 特報 第1039号

｢もしもいますぐ､｢恐
慌めいた状態｣に､陥
るとしたらどうする
か｣

木内信胤 1992 3 24 1点 ペン

3448 特報 第1040号
｢｢東証の平均株価｣
が､一万五千円になっ
たらどうなるか｣

木内信胤 1992 4 2 1点 ペン

3449 特報 第1041号
｢いま考へておくべき
事-視野を成るべく広
くして-｣

木内信胤 1992 4 22 1点 ペン

1024



資料
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3450 特報 第1042号
｢｢政治改革｣は､｢単純
小選挙区制｣の採用か
ら｣

木内信胤 1992 5 5 1点 ペン

3451 特報 第1043号
この混迷の世界､どう
考へて対処するのが
賢明か｣

木内信胤 1992 5 21 1点 ペン

3452 特報 第1044号
｢今度書いた｢一九九
二年下期の景気見通
し｣について｣

木内信胤 1992 6 1 1点 ペン

3453 特報 第1045号
｢｢政治｣はこれからど
うなるだらうか｣

木内信胤 1992 6 9 1点 ペン

3454 特報 第1046号

｢今度書いた｢一九九
二年下期の景気見通
し｣のなかから､二つ
三つ｢現状に対する指
針｣をピックアップし
てみる｣

木内信胤 1992 6 23 1点 ペン

3455 特報 第1047号

｢今度書いた｢一九九
二年下期の景気見通
し｣のなかから､二つ
三つ｢現状に対する指
針｣をピックアップし
てみる｣ (承前､その
二)

木内信胤 1992 7 2 1点 ペン

3456 特報 第1048号
｢ミュンヘン･サミッ
トについて｣

木内信胤 1992 7 10 1点 ペン

3457 特報 第1049号 ｢私の参議院選挙報｣ 木内信胤 1992 7 21 1点 ペン

3458 特報 第1050号

｢参議院の選挙が終っ
て自民党はいよいよ｢
正念場｣に追ひ込まれ
ることになるらしい｣

木内信胤 1992 7 28 1点 ペン

3459 特報 第1052号
｢ここ一ヶ月の政治と
経済を予想する｣

木内信胤 1992 8 4 1点 ペン
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3460 特報 第1053号

｢今日の時点で､改め
て､ここ一ヶ月足らず
の政治と経済とを予
想してみる｣

木内信胤 1992 8 16 1点 ペン

3461 特報 第1054号
｢政治と経済とは､双
方共にいよいよ｢土壇
場｣に｡｣

木内信胤 1992 8 25 1点 ペン

3462 特報 第1055号
｢急転直下､｢政治｣と｢
経済｣とは､徹底的に
変ることになった｣

木内信胤 1992 9 1 1点 ペン

3463 特報 第1056号

｢宮澤総理には､どう
ぞ一刻も早く総理の
職を辞職して戴きた
い｣

年代・号数は推定
による

木内信胤 1992 9 25 1点 ペン

3464 特報 第1057号

｢日本の｢政治｣は､一
応､滅茶苦茶になるだ
らう｡-国民はみんな
で､それを歓迎しよ
う｡｣

木内信胤 1992 10 3 1点 ペン

3465 特報 第1058号
｢｢総理欠落の政治｣に
は､もう終止符を｣

木内信胤 1992 10 12 1点 ペン

3466 特報 第1059号

｢竹下派は｢解体｣かも
知れない｡これで確実
に､｢日本の新政治建
設｣は軌道に乗る｣

年代・号数は推定
による

木内信胤 1992 10 23 1点 ペン

3467 特報 第1060号
｢ブッシュの惨敗とク
リントンの圧勝｣

木内信胤 1992 11 4 1点 ペン

3468 特報 第1061号

｢この｢空白期間｣を利
用して､｢世界｣と｢日
本｣との｢在るべき姿｣
を､それぞれに画いて
みる｣

木内信胤 1992 11 10 1点 ペン
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3469 特報 第1062号
｢不況｣の固定化と｢政
治｣の混迷化とは､型
の如く続いてゐる｣

木内信胤 1992 11 24 1点 ペン

3470 特報 第1063号
｢内外の一般状況につ
いて｣

木内信胤 1992 12 1 1点 ペン

3471 特報 第1064号
｢宮澤新内閣に､｢懸案
の解決｣は出来るだら
うか｣

木内信胤 1992 12 14 1点 ペン

3472 特報 第1065号
｢竹下派の｢消滅｣と､
これからの日本の政
治｣

木内信胤 1992 12 19 1点 ペン

3473 特報 第1066号
｢新年おめでたうござ
います｣

木内信胤 1993 1 4 1点 ペン

3474 特報 第1067号

｢世界も日本も､焦点
が甚だしくボケて来
たのが､いまの｢見ど
ころ｣である｣

木内信胤 1993 1 16 1点 ペン

3475 特報 第1068号

｢｢一般論｣を離れて､｢
個別問題｣の面白いの
を､二つ三つ拾ってみ
る｣

年代は刊行版の照
合による推定

木内信胤 1993 1 24 1点 ペン

3476 特報 第1069号

｢公定歩合の引下げ
は､｢不況対策｣となる
のか｣･｢知識人一一三
名の｢コメ関税化を求
める緊急アピール｣に
ついて｣

木内信胤 1993 2 4 1点 ペン

3477 特報 第1070号

｢文春三月号に出た自
民党代議士熊谷弘さ
んの論文-宮澤さんで
は､｢不況｣が直らない
わけが､よくわかる｣

木内信胤 1993 2 14 1点 ペン
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3478 特報 第1071号

｢情勢は､急に悪化し
始めたやうでもある｡
どう考へればいいの
か｣

木内信胤 1993 2 24 1点 ペン

3479 特報 第1073号

｢｢金丸問題｣について
の私の所見｣･｢これか
らの｢政治動向｣と｢景
気判断｣｣

木内信胤 1993 3 18 1点 ペン

3480 特報 第1074号

｢様変りの世の中-日
本では､｢不況｣はサヨ
ナラになるらしい､こ
の四月中には｡｣

木内信胤 1993 3 29 1点 ペン

3481 特報 第1075号
｢三月三十日付で書い
たことは､その通り実
現するらしい｣

木内信胤 1993 4 6 1点 ペン

3482 特報 第1076号
｢状況を再点検してみ
る｣

木内信胤 1993 4 15 1点 ペン

3483 特報 第1077号
｢状況は全く変った｡｢
宮澤総理の訪米｣に
よってである｣

木内信胤 1993 4 22 1点 ペン

3484 特報 第1078号

｢｢わけのわからぬも
の｣になってゐるいま
の世界と日本とに､一
瞥を与へてみる｣

木内信胤 1993 5 6 1点 ペン

3485 特報 第1079号
｢これからの｢日本｣と
｢世界｣とがハッキリ
と見えて来た｣

木内信胤 1993 5 16 1点 ペン

3486 特報 第1080号
｢昨日書き終った｢一
九九三年下期の景気
見通し｣｣

木内信胤 1993 6 2 1点 ペン

3487 特報 第1081号
｢この現状に対して何
を言ふべきか｣

木内信胤 1993 6 16 1点 ペン
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3488 特報 第1083号
｢全く対蹠的な､｢いま
の日本｣と｢いまの世
界｣について｣

木内信胤 1993 7 5 1点 ペン

3489 特報 第1084号
｢選挙はどうなるか､
そのあとの政治はど
うなるか｣

木内信胤 1993 7 15 1点 ペン

3490 特報 第1088号
｢細川内閣にはいよい
よ｢失望｣である｣

年代・号数は推定
による

木内信胤 1993 8 25 1点 ペン

3491 特報 第1089号

｢この内閣はダメに
決った｡なぜか｣･｢ダ
メに決ってゐる以上､
早く潰した方がい
い｣･｢あとは､｢案件毎
に､比較多数を得て
やって行く､といふ新
方式｣で邁進する｣

年代は推定による 木内信胤 1993 9 5 1点 ペン

39．『カレント』
39－1．『カレント』 ▼刊行版▼

3492 0 月刊カレント 511～515号綴

3492 1 月刊カレント No. 511

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 政
治はこれから､どう動
くか｣

カレント 1987 2 1 1冊 活字

3492 2 月刊カレント No. 512

木内｢矢野弾が聞
く!54 日本らしい日
本をつくるために｣、
｢社長のページ 情報
と判断と意見 政治は
どうなるか どうなれ
ばいいのか｣

カレント 1987 3 1 1冊 活字

3492 3 月刊カレント No. 513

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 こ
の混迷のあと政局は
どうなるだらうか｣

カレント 1987 4 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3492 4 月刊カレント No. 514
木内｢社長のページ
情報と判断と意見 政
局収拾のシナリオ｣

カレント 1987 5 1 1冊 活字

3492 5 月刊カレント No. 515

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 政
治はどうなればいい
のか｣

カレント 1987 6 1 1冊 活字

3493 0 月刊カレント 516～521号綴 1987 1綴 活字

3493 1 月刊カレント No. 516

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 政
治は､このまま､大同
小異で､秋までも､そ
のあとまでも､流れて
行くのではないか｣

カレント 1987 7 1 1冊 活字

3493 2 月刊カレント No. 517

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 政
治は､どうなればいい
のか｣

カレント 1987 8 1 1冊 活字

3493 3 月刊カレント No. 518
木内｢社長のページ
情報と判断と意見 今
後の変化を予想する｣

カレント 1987 9 1 1冊 活字

3493 4 月刊カレント No. 519

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 政
治は､どこがどう変れ
ばいいのか-新総理の
御参考に-｣

カレント 1987 10 1 1冊 活字

3493 5 月刊カレント No. 520

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 新
政権に何を望むか-何
よりも｢新しい態度｣
を-｣

カレント 1987 11 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3493 6 月刊カレント No. 521

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 竹
下新総理に期待する
こと-｢新しい軌道｣の
設定を-｣

カレント 1987 12 1 1冊 活字

3494 0 月刊カレント 522～527号綴 1988 1綴 活字

3494 1 月刊カレント No. 522

木内｢年頭の辞｣、｢社
長のページ 情報と判
断と意見 ｢年頭の辞｣
を補足すべき若干の
ポイント｣

カレント 1988 1 1 1冊 活字

3494 2 月刊カレント No. 523

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 ｢
日本がもっと上等な
国になる｣といふこと
について｣、｢｢基本情
報｣-その提供と吟味｣

カレント 1988 2 1 1冊 活字

3494 3 月刊カレント No. 524

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 日
本も竹下政権も重大
な岐路に｣、｢｢基本情
報｣-その提供と吟味
(2) ｣

カレント 1988 3 1 1冊 活字

3494 4 月刊カレント No. 525

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 い
ま三月の時点で､事態
をどうみるか｣、｢｢基
本情報｣-その提供と
吟味 (3) ｣

カレント 1988 4 1 1冊 活字

3494 5 月刊カレント No. 526

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 三
目標の達成を-この秋
を期して-｣、｢｢基本
情報｣-その提供と吟
味 (4) ｣

カレント 1988 5 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3494 6 月刊カレント No. 527

木内｢社長のページ
情報と判断と意見 日
本はいま､ひどくバカ
なことをやりつつあ
るのではないか｣、｢｢
基本情報｣-その提供
と吟味 (5)｣

カレント 1988 6 1 1冊 活字

3495 0 月刊カレント 528～533号綴 1988 1綴 活字

3495 1 月刊カレント No. 528

木内｢社長のページ
事務刷新のこと｣、｢
基本情報 知ってゐる
べき｢基本情報｣と
知っておきたいと思
ふ｢基本情報｣｣

カレント 1988 7 1 1冊 活字

3495 2 月刊カレント No. 529

木内｢社長のページ
事務刷新のこと (そ
の二) 日本に与へら
れてゐるらしき｢使
命｣について｣、｢基本
情報 知っておきたい
と思ふ｢基本情報｣-承
前･完｣

カレント 1988 8 1 1冊 活字

3495 3 月刊カレント No. 530

木内｢社長のページ
考へ方の刷新を (そ
の一) ｣、｢基本情報-
その締め括り｣

カレント 1988 9 1 1冊 活字

3495 4 月刊カレント No. 531
木内｢社長のページ
考へ方の刷新を (そ
の二) ｣

カレント 1988 10 1 1冊 活字

3495 5 月刊カレント No. 532

木内｢社長のページ
考へ方の刷新を (そ
の三-完) -｢考へ方刷
新論｣の背景にある｢
哲学｣-｣

カレント 1988 11 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3495 6 月刊カレント No. 533
木内｢社長のページ
小さな仕事の大きな
意味｣

カレント 1988 12 1 1冊 活字

3496 0 月刊カレント 534～539号綴 1989 1綴 活字

3496 1 月刊カレント No. 534

木内｢社長のページ
政治は､どうなればい
いのだらうか-道は見
えた｡直進しよう-｣｡
木内･細川隆一郎｢矢
野弾が聞く!76 新し
き年は政治改革元年
にしたい｣。

カレント 1989 1 1 1冊 活字

3496 2 月刊カレント No. 535

木内｢社長のページ
御代が変りました 国
民心理に起るであら
う変化について考へ
てみませう｣

カレント 1989 2 1 1冊 活字

3496 3 月刊カレント No. 536
木内｢信胤社長のペー
ジ 竹下総理への忠
告｣

カレント 1989 3 1 1冊 活字

3496 4 月刊カレント No. 537
木内｢社長のページ
竹下総理の｢辞職｣と
自民党の｢自己改造｣｣

カレント 1989 4 1 1冊 活字

3496 5 月刊カレント No. 538
木内｢社長のページ ｢
国民主導｣の政治改革
を｣

カレント 1989 5 1 1冊 活字

3496 6 月刊カレント No. 539

木内｢社長のページ
伊東政権になるなら
その｢条件｣が､ならな
いならその｢わけ｣が
問題｣

カレント 1989 6 1 1冊 活字

3497 0 月刊カレント 540～545号綴 1989 1綴 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3497 1 月刊カレント No. 540

木内｢社長のページ
宇野内閣の誕生-それ
をみて､どのやうなこ
とを考へるか-｣

カレント 1989 7 1 1冊 活字
払込通
知票1枚

3497 2 月刊カレント No. 541

木内｢社長のページ
参院選のあと､秋の総
選挙までを予想して
みる｣

カレント 1989 8 1 1冊 活字

3497 3 月刊カレント No. 542
木内｢社長のページ
待望の｢政治改革｣は､
すでに始ってゐる｣

カレント 1989 9 1 1冊 活字

3497 4 月刊カレント No. 543
木内｢社長のページ
いまの政治で､｢注目
すべきこと｣は何か｣

カレント 1989 10 1 1冊 活字

3497 5 月刊カレント No. 544

木内｢社長のページ
国会の｢消費税論争｣
にヤジを入れるつも
りで｣

カレント 1989 11 1 1冊 活字

3497 6 月刊カレント No. 545
木内｢社長のページ ｢
見方一新｣の必要につ
いて｣

カレント 1989 12 1 1冊 活字

3498 0 月刊カレント 546～551号綴 1990 1綴 活字

3498 1 月刊カレント No. 546

木内｢社長のページ
政治は､大きなとこ
ろ､深いところで､大
いに変らうとしてい
る｣

カレント 1990 1 1 1冊 活字

3498 2 月刊カレント No. 547

木内｢社長のページ ｢
二つの場合｣につい
て､ハッキリと考へて
おいた方がいい｣

カレント 1990 2 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3498 3 月刊カレント No. 548

木内｢社長のページ
選挙が済んだら､すぐ
に考へ始めて欲しい
こと｣

カレント 1990 3 1 1冊 活字

3498 4 月刊カレント No. 549
木内｢社長のページ
要路の方々に､教へて
上げたいこと｣

カレント 1990 4 1 1冊 活字

3498 5 月刊カレント No. 550
木内｢社長のページ
この一ヶ月が､大きな
岐路だと思ふ｣

カレント 1990 5 1 1冊 活字

3498 6 月刊カレント No. 551

木内｢社長のページ
意外な展開があるの
ではないか｣、｢｢産計
懇の意見書｣ (その
二) について｣

カレント 1990 6 1 1冊 活字

3499 0 月刊カレント 552～557号綴 1990 1綴 活字

3499 1 月刊カレント No. 552

木内｢社長のページ ｢
意外な展開｣の有無に
拘らず｢政治の改革｣
は推進しよう､｢全く
新しい手法｣によっ
て｣

カレント 1990 7 1 1冊 活字

3499 2 月刊カレント No. 553

木内｢社長のページ
私の、この秋までの｢
政治改革の目標｣は､
以下に述べるやうで
す｣

カレント 1990 8 1 1冊 活字

3499 3 月刊カレント No. 554

木内｢社長のページ ｢
政治改革の道｣を進め
よう-｢国民主導の政
治｣に､いまの政治を
切り換へるために-｣

カレント 1990 9 1 1冊 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3499 4 月刊カレント No. 555

木内｢社長のページ ｢
政治改革の道｣を進め
よう (その二) -政治
と政治家とを､バイパ
スする道で-｣｡木内ほ
か｢｢新思考｣のページ
1 ｢考へ方の大筋｣の
説明｣｡

カレント 1990 10 1 1冊 活字

3499 5 月刊カレント No. 556

木内｢社長のページ
私が今度書く｢来年の
景気見通し｣につい
て｣｡木内ほか｢｢新思
考｣のページ2 思い付
いたこと三題｣｡

カレント 1990 11 1 1冊 活字

3499 6 月刊カレント No. 557

木内｢社長のページ
今年の十一月は､"特
別な月"である｣｡木内
ほか｢｢新思考｣のペー
ジ3 ｢対蹠的な二つの
こと｣について｣｡

カレント 1990 12 1 1冊 活字

3500 0 月刊カレント 558～563号綴 1991 1綴 活字

3500 1 月刊カレント No. 558

木内｢社長のページ
諸事一新を､｢新思考｣
で｣｡木内ほか｢｢新思
考｣のページ4 ｢新思
考｣の理論的な説明｣｡

カレント 1991 1 1 1冊 活字

3500 2 月刊カレント No. 559

木内｢社長のページ
日本にとっての｢諸事
一新｣は､どのやうで
あって欲しいか｣｡木
内ほか｢｢新思考｣の
ページ5 ｢新思考｣の
理論的説明 (その二)
｣｡

カレント 1991 2 1 1冊 活字
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番号
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3500 3 月刊カレント No. 560

木内｢社長のページ
改めて｢諸事一新｣に
ついて｣、｢｢新思考｣
のページ6 新思考の
サンプルとしての｢産
計懇の意見書｣の御紹
介 (上) ｣

カレント 1991 3 1 1冊 活字

3500 4 月刊カレント No. 561

木内｢社長のページ
湾岸後の世界と日
本｣、｢｢新思考｣の
ページ7 ｢新思考｣の
サンプルとしての｢産
計懇の意見書｣の御紹
介 (下) ｣

カレント 1991 4 1 1冊 活字

3500 5 月刊カレント No. 562

木内｢社長のページ
地方選挙後の日本｣、
｢｢新思考｣のページ8
｢政治改革｣の道が､漸
く開けたらしい-今度
の地方選で｣

カレント 1991 5 1 1冊 活字

3500 6 月刊カレント No. 563

木内｢社長のページ
アメリカについての
重大な疑問 いまのア
メリカは､目が離せな
い｣、｢｢新思考｣の
ページ9 ｢意外と言ふ
べき新情勢｣への対応
の仕方を考へよう｣

カレント 1991 6 1 1冊 活字

3501 0 月刊カレント 564～569号綴 1991 1綴 活字

3501 1 月刊カレント No. 564

木内｢社長のページ
日本のこれからは､｢
知識人の意識改革｣か
ら｣、｢｢新思考｣の
ページ10 知識人の｢
意識改革の道｣は､か
うでもあらうか？｣

カレント 1991 7 1 1冊 活字
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3501 2 月刊カレント No. 565

木内｢社長のページ
いまの日本と世界と
の｢大問題｣は何か｣、
｢｢新思考｣のページ11
これからは､いまのア
メリカの巨大なる｢軍
備と軍需産業｣とは､｢
無用の長物｣となる｡
アメリカはどうした
らいいのだらうか｡ど
うなるだらうか？｣

カレント 1991 8 1 1冊 活字

3501 3 月刊カレント No. 566

木内｢社長のページ ｢
世界の新秩序｣を模索
しよう｣、｢｢新思考｣
のページ12 ｢世界の
新秩序｣を模索しよ
う｣

カレント 1991 9 1 1冊 活字

3501 4 月刊カレント No. 567

木内｢社長のページ ｢
日米それぞれの在り
方｣を､まづ考へてみ
る｣、｢｢新思考｣の
ページ13 ｢これから
の日本の振舞ひ｣を中
心に､｢世界新秩序の
生成振り｣を考へてみ
る｣

カレント 1991 10 1 1冊 活字

3501 5 月刊カレント No. 568

木内｢社長のページ
新内閣になったら､日
本が｢直ちに為すべき
こと｣を､列挙してみ
る-但し､｢国民主導｣
によって為すのであ
る-｣、｢｢新思考｣の
ページ14 ｢新内閣｣に
なったら､日本が｢直
ちに為すべきこと｣
を､列挙してみる｣

カレント 1991 11 1 1冊 活字
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3501 6 月刊カレント No. 569

木内｢社長のページ ｢
国の居住まひ｣を正し
たら､そのあとは､｢日
本独自の道｣を歩むこ
とである｣

カレント 1991 12 1 1冊 活字

3502 0 月刊カレント 570～575号綴 1992 1綴 活字

3502 1 月刊カレント No. 570

木内｢社長のページ
これから日本が歩む
べき｢日本独自の道｣
とはどのやうなもの
か｣｡木内｢｢新思考｣の
ページ16 ｢当面の日
本｣の､直ちに｢為すべ
きこと｣を列挙してみ
る｣｡木内ほか｢年頭に
何を考えたらいいの
か 心の決め方につい
て｣｡

カレント 1992 1 1 1冊 活字

3502 2 月刊カレント No. 571

木内｢社長のページ
今年を第一年として､
ここ数年の間に､何が
起るであらうか｣、｢｢
新思考｣のページ17 ｢
当面の日本｣の､直ち
に｢為すべきこと｣を
列挙してみる (その
二) ｣

カレント 1992 2 1 1冊 活字

3502 3 月刊カレント No. 572

木内｢社長のページ
日本の｢政治改革の
道｣を発見出来たやう
に思ふ｣、｢｢新思考｣
のページ18 ｢政治改
革の道｣に入らう､い
ますぐに､みんなで､
バラバラに｣

カレント 1992 3 1 1冊 活字
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3502 4 月刊カレント No. 573

木内｢社長のページ
世界特に日本とアメ
リカとには､いまどの
やうな変化が起りつ
つあるのか｣、｢｢新思
考｣のページ19 ｢政治
改革の道｣の次のス
テップに進まう｣

カレント 1992 4 1 1冊 活字

3502 5 月刊カレント No. 574

木内｢社長のページ
今度の｢株式異変｣を
どう理解するか｣、｢｢
新思考｣のページ20 ｢
政治改革の道｣の｢第
三段階｣に進まう｣

カレント 1992 5 1 1冊 活字

3502 6 月刊カレント No. 575

木内｢社長のページ ｢
単純小選挙区制｣の不
利な点は､どのやうに
して回避するか (そ
の一) ｣、｢｢新思考｣
のページ21 ｢政治改
革の道｣に入る､その｢
最後の段階｣に為すべ
きこと｣

カレント 1992 6 1 1冊 活字

3503 0 月刊カレント 576～581号綴 1992 1綴 活字

3503 1 月刊カレント No. 576

木内｢社長のページ
新しい｢政治改革の
道｣を提案する｣、｢｢
新思考｣のページ22
新しい｢政治改革の
道｣を｢具体例｣で固め
てみよう｣

カレント 1992 7 1 1冊 活字

1040



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3503 2 月刊カレント No. 577

木内｢社長のページ ｢
政治の大改革の契機｣
が､いよいよ訪れるの
ではないか｣、｢｢新思
考｣のページ23 ｢政治
改革｣の契機の到来｣

カレント 1992 8 1 1冊 活字

3503 3 月刊カレント No. 578

木内｢社長のページ
この八月は､政治も経
済も｢夏休み｣､そのあ
とは､｢大きな変化｣
が､ゆっくりと始まる
だらう｣、｢｢新思考｣
のページ24 この｢夏
休み｣の｢奇妙な性質｣
と､そのあとの｢おほ
よその動き｣｣

カレント 1992 9 1 1冊 活字

3503 4 月刊カレント No. 579

木内｢社長のページ ｢
毅然とした態度｣の国
にならう｣、｢｢新思
考｣のページ25 ｢毅然
とした態度｣の国にな
るには､｢日本の国内｣
は､どのやうであれば
いいか｣

カレント 1992 10 1 1冊 活字

3503 5 月刊カレント No. 580

木内｢社長のページ ｢
いま一番大事なこと｣
は､｢政治の行方｣を見
定めること｣、｢｢新思
考｣のページ26 これ
から生れるであらう｢
本当の日本｣の､｢政
治｣の｢要点｣を素描し
てみる｣

カレント 1992 11 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3503 6 月刊カレント No. 581

木内｢社長のページ ｢
政治の急変｣を､どう
見るか｣｡木内･ドクト
ル･チエコ対談｢健康
談義｣｡木内｢｢新思考｣
のページ27 ｢本格的
な政治改革｣が、いよ
いよ始まったのだ、
と私は思ふ｣｡

カレント 1992 12 1 1冊 活字

3504 0 月刊カレント 582～587号 1993 1綴 活字

3504 1 月刊カレント No. 582

木内｢社長のページ ｢
本格的な政治改革｣の
路線が決った-あと考
へるべきことは何
か｣、｢｢新思考｣の
ページ28 これからの
政治､特に行政のやり
方は､どのやうであれ
ばいいのか｣

カレント 1993 1 1 1冊 活字

3504 2 月刊カレント No. 583

木内｢社長のページ
ここ二､三ヶ月の見ど
ころは何か｣、｢｢新思
考｣のページ29 これ
からの我々は､何を､
どう考へ､何を為せば
いいのか｣

カレント 1993 2 1 1冊 活字

3504 3 月刊カレント No. 584

木内｢社長のページ
意識を､ここ暫くは｢
大蔵省の改良｣に､集
中しよう｣、｢｢新思
考｣のページ30 ｢大蔵
省の改良｣とは､何を､
どうすることか｡それ
はどうすれば出来る
のか｣

カレント 1993 3 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3504 4 月刊カレント No. 585

木内｢社長のページ ｢
大蔵省の改良｣の第一
歩を踏み出さう｣、｢｢
新思考｣のページ31 ｢
四項目を同時実現す
る｣の方法について｣

カレント 1993 4 1 1冊 活字

3504 5 月刊カレント No. 586

木内｢社長のページ ｢
対米新関係｣を構築し
よう-｢対世界新関係
構築｣の一環とし
て｣、｢｢新思考｣の
ページ32 ｢対米､対世
界新関係｣の構築につ
いて｣

カレント 1993 5 1 1冊 活字

3504 6 月刊カレント No. 587

木内｢社長のページ ｢
対米新関係｣を構築し
よう-｢対世界新関係
構｣の一環として (そ
の二) ｣、｢｢新思考｣
のページ33  ｢対米新
関係｣を構築しよう｣

カレント 1993 6 1 1冊 活字

3505 月刊カレント No. 587 同上 カレント 1993 6 1 1冊 活字

3506 月刊カレント No. 583
｢社長のページ｣、｢｢
新思考｣のページ29｣

カレント 1993 2 1 1冊 活字

3507 0 月刊カレント 588～593号 1993 1綴 活字

3507 1 月刊カレント No. 588

木内｢社長のページ ｢
対米新関係｣を構築し
よう-｢対世界新関係
構築｣の一環として
(その三) ｣

カレント 1993 7 1 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3507 2 月刊カレント No. 589

木内｢社長のページ
いよいよ羽田内閣が
出来ると思ふ "それ
で日本は､まるで変る
"と思ふ｣、｢｢新思考｣
のページ35 ｢仕事の
やり方｣も｢文章の書
き方｣も全く変へるこ
とにする｣

カレント 1993 8 1 1冊 活字

3507 3 月刊カレント No. 590

木内｢社長のページ "
｢途方もなくいい内
閣｣が出来た"と言っ
ていいと思ふ｣、｢｢新
思考｣のページ35 ひ
とつ｢大きな目標｣を､
設定したらいい､と思
ひます｣

カレント 1993 9 1 1冊 活字

3507 4 月刊カレント No. 591

木内｢社長のページ "
｢途方もなくいい内
閣｣が出来た"と前号
に書いたのは｢途方も
ない間違ひ｣であっ
た｣、｢｢新思考｣の
ページ36 いまが絶好
の機会､｢国の根本方
針｣を､いままでの｢大
きな政府志向｣から､｢
小さな政府志向｣に切
り替へること｣

カレント 1993 10 1 1冊 活字

3507 5 月刊カレント No. 592

木内｢社長のページ ｢
人類の歴史を通じて
の最大の発明｣は､｢楷
書による漢字を作っ
たこと｣であったと思
ふ｣

カレント 1993 11 1 1冊 活字

3507 6 月刊カレント No. 593 (木内は病気療養中) カレント 1993 12 1 1冊 活字

39－2．『カレント』 ▼原稿▼
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3508 竹下総理の｢辞職｣と自民党の
｢自己改造｣

木内信胤 1989 3 9 1点 ペン

3509 いまの政治で｢注目すべきこ
と｣は何か

月刊カレント No.
543掲載(｢社長のペー
ジ｣)

木内信胤 1989 9 12 1点 ペン

3510 新しい欄の企画
｢新思考｣のページの
企画

分類は内容から 木内信胤 1990 9 4 1点 ペン

3511 メモ｢新思考｣のページ
分類は内容から。
2～4頁欠落。

木内信胤 1990 9 7 1点 ペン

3512
｢対米新関係｣を構築しよう-｢
対世界新関係構築｣の一環と
して

『カレント』社長の
ページ

年代は推定による 木内信胤 1993 4 7 1綴 ペン

3513

｢対米･対世界新関係｣の構築
について-その｢総論｣は｢社長
のページ｣に｡以下は､その｢各
論｣｡

年代は推定による 木内信胤 1993 4 9 1綴 ペン
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

39－3．『カレント』 ▼関係資料▼

3514 0 ファイル｢カレント｣
｢経済同志会｣の刻
印あり

1点

ファイ
ル用
シール
セット7
点

3514 1 収納封筒
日付は封筒内資料
より

1981 11 20 1枚

3514 2 カレント趣意書
｢カレント出版維持会
員制｣設置の件

カレント出
版維持会発
起人

1981 11 20 2枚 タイプ

3514 3 カレント出版維持会会則 1981 11 20 2枚 タイプ

3515 0 封筒　カレント 資料収納封筒 1枚

3515 1 領収証 木内宛
カレント出
版委員会

1984 4 12 1枚 ペン

3515 2 領収証 木内宛
カレント出
版委員会

1984 7 10 1枚 ペン

3515 3 借用証 木内宛 根岸龍介
カレント出
版委員会

1984 8 20 1枚 ペン

3516 発起人名簿
実行委員はカレント
関係者

1986 1 10 * 1枚
ワープ

ロ

3517 1 名簿・｢発起人同意者｣
カレント関連資料
と推定される

*
同一2
点

ペン

3517 2 名簿・｢小久保氏関係発起人
承諾者｣

カレント関連資料
と推定される

*
同一2
点

ペン

3517 3 名簿・｢矢野弾氏関係発起人
承諾者｣

カレント関連資料
と推定される

*
同一2
点

ペン

3518 0 封筒　カレント
カレント関係の書
簡・書類を収納

1枚
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3518 1 根岸龍介書簡
試算表および配布先
名簿

｢商法改正後送誌
を拒否してきた｣
会社名のリストあ
り

根岸龍介 木内信胤 1986 11 19 * 1通 ペン

3518 2 カレント配布先
政界･財界･文教評論
関係者別人名リスト

1986 11 * 1点 ペン

3518 3 ｢矢野弾が聞く｣ゲスト一覧 52名分の人名リスト 1986 11 * 1枚 ペン

3518 4 昭和六十一年収入･支出表 1986 11 * 2枚 ペン

3518 5 カレントの財政対策
会員増加・増収につ
き

1986 11 26 2枚 ペン

40．『経済観測』

3519 経済観測 504号
日本経済の回顧と展
望

経済学研究
会

1987 12 20 1点 タイプ

3520 経済観測 505号
経済学研究
会

1988 1 20 1点 タイプ

3521 経済観測 506号
経済学研究
会

1988 2 20 1点 タイプ

3522 経済観測 507号
経済学研究
会

1988 3 20 1点 タイプ

3523 経済観測 508号
経済学研究
会

1988 4 20 1点 タイプ

3524 経済観測 509号
経済学研究
会

1988 5 20 1点 タイプ

3525 経済観測 511号
経済学研究
会

1988 7 20 1点 タイプ

3526 経済観測 512号
経済学研究
会

1988 8 20 1点 タイプ
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3527 経済観測 513号
経済学研究
会

1988 9 20 1点 タイプ

3528 経済観測 515号
経済学研究
会

1988 11 20 1点 タイプ

3529 経済観測 516号
経済学研究
会

1989 1 20 1点 タイプ

3530 経済観測 517号
経済学研究
会

1989 2 20 1点 タイプ

3531 経済観測 519号

｢読者の皆さんへ｣と
して難波田春夫、田
村正勝ら執筆者の挨
拶あり

経済学研究
会

1989 4 20 1点 タイプ

41．『世界と日本』(内外ニュース) ★木内著作関係に関連資料多数あり

3532 いま考へるべきことは何か
内外ニュース仙台講
演レジュメ

木内信胤 1988 7 19 6枚 ペン

3533 一味清風
自民党総裁選につい
て

木内信胤 3枚 ペン

3534 一味清風
ペレストロイカにつ
いて

木内信胤 1点 ペン

3535 一味清風
アメリカのアイデン
ティティ・クライシ
ス　など

木内信胤 3枚 ペン

3536 ｢内外ニュース｣顧問の皆様へ
内外ニュース会長退
任の理由

木内信胤 1990 2 8 1通 ペン

42．『世界経済』
42－1．『世界経済』 ▼刊行版▼

3537 世界経済 3月号
木内｢我々の｢新出発｣
の中間報告｣、｢判断
と意見｣

世界経済調
査会

1988 3 1 1冊 活字

3538
世界経済 増刊 特輯:カレン
ト・アウトルック －1991
年・年報－

世界経済調
査会

1991 6 15 1冊 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3539 世界経済 1月号

木内｢｢近代西欧文明｣
が、その｢終末期｣に
入ったことについ
て｣、｢判断と意見｣

世界経済調
査会

1992 1 1
同一2
冊

活字

3540 世界経済 2月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 2 1
同一2
冊

活字

3541 世界経済 3月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 3 1
同一2
冊

活字

3542 世界経済 4月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 4 1
同一2
冊

活字

3543
世界経済増刊号 Current
Outlook
 '92世界政治経済の展望

世界経済調
査会

1992 4 15 1冊 活字

3544 世界経済 5月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 5 1
同一3
冊

活字

3545 世界経済 6月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 6 1
同一2
冊

活字

3546 世界経済 7月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 7 1
同一2
冊

活字

3547

世界経済増刊号 Current
Outlook　－92年夏二大展望
－　｢米大統領選と日本の株
価｣

世界経済調
査会

1992 7 15 1冊 活字

3548 世界経済 8月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 8 1
同一2
冊

活字

3549 世界経済 9月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 9 1 1冊 活字

3550 世界経済 10月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 10 1
同一2
冊

活字

3551 世界経済 11月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 11 1 1冊 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3552 世界経済 12月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1992 12 1 1冊 活字

3553
世界経済増刊号 Current
Outlook　バブル再検証と日
本経済の岐路

世界経済調
査会

1993 1 15 1冊 活字

3554 世界経済 2月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1993 2 1 1冊 活字

3555 世界経済 3月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1993 3 1 1冊 活字
アン
ケート
葉書

3556 世界経済 6月号 木内｢判断と意見｣
世界経済調
査会

1993 6 1 1冊 活字

3557 世界経済 11月号 木内｢時局寸言｣
世界経済調
査会

1993 11 1 1冊 活字

3558 世界経済 12月号 木内｢時局寸言｣
モンペルラン地域
集会の報告(嘉治
佐代)あり

世界経済調
査会

1993 12 1 1冊 活字

3559
世界経済3月号 木内思想と現
代世界 －木内信胤先生追悼
号－

世界経済調
査会

1994 3 1 1冊 活字

42－2．『世界経済』 ▼原稿▼

3560
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その一)

｢世界経済｣1988年1月
号掲載

以下、1988年掲載
原稿は、資料番号
3597に総目次あり

木内信胤 1987 12 16 1綴 ペン

3561 深刻化する米国農業不況 ｢世界経済｣1月号掲載 高中公男
日本貿易振
興会農水産
部

1987 12 1綴 ペン

3562 編集後記 ｢世界経済｣1月号掲載 渡辺美穂 1987 12 1綴 鉛筆
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3563 1 序論
｢世界経済｣2月号特輯
｢株暴落と世界経済｣
掲載

木内信胤 1988 1綴 ペン

3563 2 恐慌-ターニング･ポイントと
増幅過程

｢世界経済｣2月号掲載 佐野晋一 1988 1綴
ワープ

ロ

3563 3 恐慌と世界経済 ｢世界経済｣2月号掲載 加藤義喜 1988 1綴 鉛筆

3563 4 世界恐慌は日本から起るか ｢世界経済｣2月号掲載 古賀勝次郎 1988 1綴 ペン

3563 5 ドルへの信頼は回復するか ｢世界経済｣2月号掲載 山田久 1988 1 7 1綴 鉛筆

3563 6 米ソ首脳会談とその意味 ｢世界経済｣2月号掲載 青木一能 1988 1綴 鉛筆

3563 7 結びの言葉 ｢世界経済｣2月号掲載 木内信胤 1988 1綴 ペン

3563 8 結びの言葉 ｢世界経済｣2月号掲載 割付原稿 木内信胤 1988 1綴 ペン

3564
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その二)

｢世界経済｣2月号掲載 木内信胤 1988 1 14 1綴 ペン

3565
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その二)

｢世界経済｣2月号掲載 割付原稿 木内信胤 1988 1 14 1綴 鉛筆

3566 編集後記 ｢世界経済｣2月号掲載 古賀勝次郎 1988 1綴 ペン

3567
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その三)

｢世界経済｣3月号掲載 木内信胤 1988 2 19 1綴 ペン

3568 編集後記 ｢世界経済｣3月号掲載 渡辺美穂 1988 1綴 鉛筆
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3569
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その四)

｢世界経済｣4月号掲載 木内信胤 1988 3 18 1綴 ペン

3570
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その四)

｢世界経済｣4月号掲載 割付原稿 木内信胤 1988 3 18 1綴 ペン

3571 編集後記 ｢世界経済｣4月号掲載 渡辺美穂 1988 1綴 ペン

3572
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その五)

｢世界経済｣5月号掲載 木内信胤 1988 4 19 1綴 ペン

3573
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その五)

｢世界経済｣5月号掲載 割付原稿 木内信胤 1988 4 19 1綴 ペン

3574 発展途上国と｢緑の革命｣の現
実-小麦における自給化の波-

｢世界経済｣5月号掲載 表題の訂正あり 高中公男
日本貿易振
興会農水産
部

1988 * 1綴 ペン

3575 発展途上国における小麦生産
と｢緑の革命｣

｢世界経済｣5月号掲載 高中公男
日本貿易振
興会農水産
部

1988 1綴 鉛筆

3576 編集後記 ｢世界経済｣5月号掲載 渡辺美穂 1988 1綴 ペン

3577
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その六)

｢世界経済｣6月号掲載 木内信胤 1988 5 23 1綴 ペン

3578 編集後記 ｢世界経済｣6月号掲載 渡辺美穂 1988 1綴 ペン

3579
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その七)

｢世界経済｣7月号掲載 木内信胤 1988 6 18 1綴 ペン

3580 編集後記 ｢世界経済｣7月号掲載 渡辺美穂 1988 1綴 ペン
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3581
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その八)

｢世界経済｣8月号掲載 木内信胤 1988 7 19 1綴 ペン

3582
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その八)

｢世界経済｣8月号掲載 割付原稿 木内信胤 1988 7 19 1綴 ペン

3583 編集後記 ｢世界経済｣8月号掲載 渡辺美穂 1988 1綴 ペン

3584
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その九)

｢世界経済｣9月号掲載 木内信胤 1988 8 23 1綴 ペン

3585
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その九)

｢世界経済｣9月号掲載 割付原稿 木内信胤 1988 8 23 1点 ペン

3586 編集後記 ｢世界経済｣9月号掲載 渡辺美穂 1988 1綴 鉛筆

3587
これからの世界に､見られさ
うなこと-日本を起点として
(その十)

｢世界経済｣10月号掲
載

木内信胤 1988 9 20 1綴 ペン

3588 編集後記
｢世界経済｣10月号掲
載

渡辺美穂 1988 1綴 ペン

3589 1 世界経済特報 920号
木内｢｢税制改革｣につ
いてあれこれと考へ
る｣

｢世界経済｣11月号
｢判断と意見｣への
転載原稿として編
集

世界経済調
査会

1988 9 19 1点 活字

3589 2 世界経済特報 921号
木内｢いまの世界の一
瞥｣

｢世界経済｣11月号
｢判断と意見｣への
転載原稿として編
集

世界経済調
査会

1988 9 28 1点 活字

3589 3 世界経済特報 922号
木内｢ソウル･オリン
ピック雑感｣

｢世界経済｣11月号
｢判断と意見｣への
転載原稿として編
集

世界経済調
査会

1988 10 7 1点 活字
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3590 1 序文

｢世界経済｣1988年11
月号特輯｢モンペルラ
ン協会の東京･京都総
会｣掲載

嘉治佐代 1988 1綴 鉛筆

3590 2 Ⅰ特別セッション
｢世界経済｣11月号掲
載

小浪充 1988 1綴 鉛筆

3590 3 Ⅱ国際通貨秩序に関して
｢世界経済｣11月号掲
載

以下、山田久のま
とめによるもの

山田久 1988 1綴 ペン

3590 4
鈴木淑夫論文｢将来の国経通
貨秩序に関する日本のパース
ペクティブ｣

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅱ国際通貨秩序
に関して｣のセッ
ション関係

鈴木淑夫 1988 1綴 鉛筆

3590 5
パスカル･サラン論文｢国際通
貨秩序に対するフレキシブ
ル･レートの貢献｣

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅱ国際通貨秩序
に関して｣のセッ
ション関係

パスカル・
サラン

1988 1綴 鉛筆

3590 6
ベリル･W･スプリンケル論文｢
国際政策協調は経済成長に貢
献できるか｣

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅱ国際通貨秩序
に関して｣のセッ
ション関係

スプリンケ
ル

1988 1綴 鉛筆

3590 7 S･C･ツィアンの｢コメント｣
｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅱ国際通貨秩序
に関して｣のセッ
ション関係

ツィアン 1988 1綴 鉛筆

3590 8 ジェリー･ジョーダンの｢コメ
ント｣

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅱ国際通貨秩序
に関して｣のセッ
ション関係

ジョーダン 1988 1綴 鉛筆

3590 9 Ⅲ開かれた世界秩序における
国の個性

｢世界経済｣11月号掲
載

小浪充 1988 1綴 ペン

3590 10 Ⅳ法と経済学
｢世界経済｣11月号掲
載

1988 1綴 鉛筆

3590 11 ヘンリー･N･バトラー論文｢法
人組織の市場理論｣について

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅳ法と経済学｣の
セッション関係

高野邦彦 1988 1綴 鉛筆
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3590 12 アントニオ･マルチーノ｢財政
赤字と制度的制限｣について

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅴ財政赤字と開
かれた世界秩序｣
のセッション関係

明田ゆかり 1988 1綴
ワープ

ロ

当館複
製の保
存用コ
ピー

3590 13
柏木雄介｢日本の財政赤字と
第三世界の債務問題｣につい
て

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅴ財政赤字と開
かれた世界秩序｣
のセッション関係

粕谷雄二 1988 1綴 鉛筆

3590 14
マイケル･Ｌ･ムッサ｢開放シ
ステムにおける財政赤字と国
際収支不均衡｣について

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅴ財政赤字と開
かれた世界秩序｣
のセッション関係

田村正勝 1988 1綴 鉛筆

当館複
製の保
存用コ
ピー

3590 15 ジルベール･ティシェの｢コメ
ント｣について

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅴ財政赤字と開
かれた世界秩序｣
のセッション関係

粕谷雄二 1988 1綴 鉛筆

3590 16
マーチン･ブロンフェンブレ
ナーの｢マルチノ教授へのコ
メント｣について

｢世界経済｣11月号掲
載

｢Ⅴ財政赤字と開
かれた世界秩序｣
のセッション関係

粕谷雄二 1988 1綴 鉛筆

3590 17 Ⅵ東洋と西洋における自由と
繁栄

｢世界経済｣11月号掲
載

加藤義喜 1988 1綴 鉛筆

3590 18 Ⅶ開かれた世界のための人的
資本形成

｢世界経済｣11月号掲
載

佐野晋一 1988 1綴
ワープ

ロ

3590 19
Ⅷモンペルラン･ソサエティ
の歴史について(マックス・
ハートウェル)

｢世界経済｣11月号掲
載

佐久間重 1988 1綴 鉛筆

3591 ｢考へ方｣の吟味と改良を (そ
の一)

｢世界経済｣11月号掲
載

木内信胤 1988 10 26 1綴 ペン

3592 ｢考へ方｣の吟味と改良を (そ
の一)

｢世界経済｣11月号掲
載

割付原稿 木内信胤 1988 10 26 1綴 ペン

3593 編集後記
｢世界経済｣11月号掲
載

渡辺美穂 1988 1綴 ペン
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3594 編集後記 (案)
｢世界経済｣11月号掲
載

渡辺美穂 1988 1綴 ペン

3595 ｢考へ方｣の吟味と改良を (そ
の二)

｢世界経済｣12月号掲
載

割付原稿 木内信胤 1988 11 21 1綴 ペン

3596 編集後記
｢世界経済｣12月号掲
載

渡辺美穂 1988 1綴 鉛筆

3597 総目次
｢世界経済｣1988年1～
12月号総目次の原稿

1988 1綴
ワープ

ロ

3598 現時点における私の各種の観
点

｢世界経済｣1月号掲載 年代は推定による 木内信胤 1988 12 1綴 ペン

3599 ｢判断｣といふ心の働きについ
て

｢世界経済｣2月号掲載 年代は推定による 木内信胤 1989 1 1綴 ペン

3600 ｢考へ方｣の吟味と改良を (そ
の五)

｢世界経済｣3月号掲載 木内信胤 1989 2 13 1点 ペン

3601 ｢考へ方｣の吟味と改良を (そ
の六)

『世界経済』掲載
原稿と推定

木内信胤 1989 3 20 1綴 ペン

3602 ｢考へ方｣を､もう少々深めて
おきたい

｢世界経済｣巻頭論文 年代は推定による 木内信胤 1989 4 10 1綴 ペン

3603 ｢言葉｣について
｢表紙ウラ｣と記
載。『世界経済』
掲載原稿と推定

木内信胤 1989 4 17 1綴 ペン

3604 ｢言葉について｣その二
｢表紙裏｣と記載。
『世界経済』掲載
原稿と推定

木内信胤 1989 5 19 1綴 ペン

3605 時局寸言 (一)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

｢言葉について｣へ
の言及あり

木内信胤 1989 6 16 1綴 ペン

3606 時局寸言 (二)
｢世界経済｣8月号表紙
裏掲載

木内信胤 1989 1綴 ペン

3607 時局寸言 (四)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1989 1綴 ペン
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3608 時局寸言 (五)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1989 1綴 ペン

3609 時局寸言 (六)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1989 1綴 ペン

3610 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

年代は推定による 木内信胤 1989 1綴 ペン

3611 ｢宗教｣についての二､三のこ
と

｢世界経済｣3月号巻頭
論文

木内信胤 1990 2 12 1綴 ペン

3612 時局寸言 (十)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1990 4 3 1綴 ペン

3613 時局寸言
｢世界経済｣9月号表紙
裏掲載

木内信胤 1990 8 11 * 1綴 ペン

3614 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1990 9 16 1綴 ペン

3615 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1990 10 24 1綴 ペン

3616 時局寸言 (十八)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1990 11 13 1綴 ペン

3617 平成三年､一九九一年といふ
年について

｢世界経済｣1月号巻頭
論文

木内信胤 1990 12 17 1綴 ペン

3618 時局寸言 (十九)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1990 12 21 1綴 ペン

3619 時局寸言 (二〇)
｢世界経済｣2月号表紙
裏掲載

木内信胤 1991 1 18 1綴 ペン

3620 時局寸言 (二十一)
｢世界経済｣3月号表紙
裏掲載

木内信胤 1991 2 18 1綴 ペン

3621 時局寸言 (二十二)
｢世界経済｣4月号表紙
裏掲載

木内信胤 1991 3 18 1綴 ペン

3622 時局寸言 (二十三)
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1991 4 30 1綴 ペン
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3623 時局寸言 (二十五)
｢世界経済｣7月号表紙
裏掲載

木内信胤 1991 6 28 1綴 ペン

3624 時局寸言 (二十六)
｢世界経済｣8月号表紙
裏掲載

木内信胤 1991 7 23 1綴 ペン

3625 時局寸言
｢世界経済｣9月号表紙
裏掲載

木内信胤 1991 8 26 1綴 ペン

3626 時局寸言
｢世界経済｣10月号表
紙裏掲載

木内信胤 1991 9 24 1綴 ペン

3627 時局寸言
｢世界経済｣11月号表
紙裏掲載

木内信胤 1991 10 22 1綴 ペン

3628 時局寸言
｢世界経済｣12月号表
紙裏掲載

木内信胤 1991 11 5 1綴 ペン

3629 ｢近代西欧文明｣が､その｢終末
期｣に入ったことについて

｢世界経済｣1月号巻頭
論文

木内信胤 1991 12 7 1綴 ペン

3630 時局寸言
｢世界経済｣1月号表紙
裏掲載

木内信胤 1991 12 24 1綴 ペン

3631 時局寸言
｢世界経済｣2月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 1 23 1綴 ペン

3632 時局寸言
｢世界経済｣3月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 3 3 1綴 ペン

3633 時局寸言
｢世界経済｣4月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 3 27 1綴 ペン

3634 時局寸言
｢世界経済｣5月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 5 1 1綴 ペン

3635 時局寸言
｢世界経済｣6月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 6 8 1綴 ペン

3636 時局寸言
｢世界経済｣7月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 7 8 1綴 ペン
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3637 時局寸言
｢世界経済｣8月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 7 22 1綴 ペン

3638 時局寸言
｢世界経済｣9月号表紙
裏掲載

木内信胤 1992 8 31 1綴 ペン

3639 時局寸言
｢世界経済｣10月号表
紙裏掲載

木内信胤 1992 9 28 1綴 ペン

3640 時局寸言
｢世界経済｣11月号表
紙裏掲載

木内信胤 1992 11 9 1綴 ペン

3641 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1992 12 4 1綴 ペン

3642 私の｢いまやりたいと思ふ仕
事｣について

｢世界経済｣1月号巻頭
論文

木内信胤 1992 12 15 1綴 ペン

3643 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1993 1 12 1綴 ペン

3644 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1993 2 9 1綴 ペン

3645 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1993 3 9 1綴 ペン

3646 時局寸言
｢世界経済｣表紙裏掲
載

木内信胤 1993 3 29 1綴 ペン

3647 時局寸言
｢世界経済｣5月号表紙
裏掲

木内信胤 1993 5 6 1綴 ペン

3648 時局寸言
｢世界経済｣7月号表紙
裏掲載

木内信胤 1993 6 28 1綴 ペン

3649 時局寸言
｢世界経済｣9月号表紙
裏掲載

木内信胤 1993 9 5 1綴 ペン

43．その他
43－1．その他 ▼談話メモ▼
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3650 メモ｢越智啓介君｣
三次防・ベトナ
ム・北爆の意味
など記載あり

木内信胤 1966 2 25 1枚 鉛筆

3651 メモ｢篠原三代平氏｣
国民経済・計量モ
デル

木内信胤 1970 10 22 4枚 鉛筆

3652 メモ｢屋山太郎氏｣
屋山太郎の談話をメ
モしたものか

｢参議院｣｢田中内
閣｣｢青嵐会｣など
の項目あり

木内信胤 1974 4 20 1枚 ペン

3653 高橋毅夫氏談話メモ
｢高度成長を越え
るには?｣

木内信胤 1974 8 22 3枚 ペン

3654 鳴沢宏英氏談話メモ ｢IMF｣ 木内信胤 1974 10 23 3枚 ペン

3655 西山千明談話メモ ｢自由経済｣ 木内信胤 1974 11 5 2枚 ペン

3656 久住氏談話メモ
米ソ関係、日米安保
など

木内信胤 1974 11 13 3枚 ペン

3657 関谷俊作談話メモ

｢現在の日本の農
業における自
由｣。メモ中｢関
屋｣は｢関谷｣を指
すと推定。

木内信胤 1975 3 10 4枚 ペン

3658 宮崎君談話メモ

｢日本における経
済的自由｣｢対外面
で自由はどうなっ
てゐるか｣

木内信胤 1975 3 11 3枚 ペン

3659 メモ｢宮崎君の話の研究会｣
資本取引、貿易取
引、自由　など

木内信胤 1975 3 22 2枚 ペン

3660 呉文二氏談話メモ ｢独禁法改正問題｣ 木内信胤 1975 4 8 2枚 ペン

3661 江幡氏･三戸信人氏談話メモ
｢総同盟｣｢新産別｣な
ど労働団体・運動に
ついて

木内信胤 1975 5 13 1枚 ペン

1060



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3662 川野先生談話メモ ｢東亜研究所｣など 木内信胤 1975 5 28 3枚 ペン

3663 厚生省審議官中野徹雄氏談話
メモ

｢日本社会保障につい
て｣

木内信胤 1975 7 10 3枚 ペン
中野徹
雄の名
刺1点

3664 高橋毅夫氏談話メモ ｢経済白書｣ 木内信胤 1975 9 8 1枚 ペン

3665 気賀氏談話メモ
｢ハイエク､コンス
ティテューションの
話｣

木内信胤 1975 9 10 1枚 ペン

3666 那須皓氏談話メモ
｢食糧問題に絞って日
本は国際協力の上で
何を為し得るか｣

木内信胤 1975 11 14 2枚 ペン

3667 嘉治佐代談話メモ ｢これからの福祉｣ 木内信胤 1975 11 21 2枚 ペン
書籍コ
ピー1枚

3668 八城談話メモ ｢多国籍企業｣ 木内信胤 1976 4 14 2枚 ペン

3669 小浪君談話メモ
｢｢経済計画化法案｣と
大統領選挙｣

木内信胤 1976 5 11 1枚 ペン

3670 斉藤志郎氏談話メモ
｢トーニー｢宗教と資
本主義の興隆｣｣

木内信胤 1976 5 26 1枚 ペン

3671 山本登氏談話メモ
｢新秩序の確立を通し
てみる国際経済｣

｢国際経済懇談会
第六回4/14－
4/16｣とあり

木内信胤 1976 3枚 ペン

3672 吉野俊彦氏談話メモ
｢最近の内外経済金融
情勢-自由化-｣

木内信胤 1976 3枚 ペン

3673 小田英郎氏談話メモ ｢アフリカの話｣ 木内信胤 1977 7 27 2枚 ペン

3674 加瀬英明氏談話メモ
｢四回目 国防省調達
の関係の人｣

木内信胤 1977 9 27 2枚 ペン
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3675 村尾次郎さん談話メモ
｢教育改革はどう進行
してゐるか｣

木内信胤 1977 11 22 2枚 ペン

3676 大浜順二氏談話メモ
｢医療問題-私はかう
見る｣

木内信胤 1977 12 14 5枚 ペン

3677 桑原さん談話メモ ｢全人代大会｣ 木内信胤 1978 3 22 3枚 ペン

3678 久住忠男氏談話メモ ｢日本の安全保障｣ 木内信胤 1978 4 14 1枚 ペン

3679 吉田昌夫氏談話メモ ｢アフリカの歴史｣ 木内信胤 1978 6 28 2枚 ペン

3680 山口勉氏 (読売外報部) 談話
メモ

｢パーレビの政治 (政
策) はどこが悪かっ
たか｣

木内信胤 1979 2 26 1枚 ペン

3681 中山賀博先生談話メモ ｢中東調査会｣ 木内信胤 1979 4 20 2枚 ペン

3682 藤田義郎氏談話メモ
｢統一地方選挙に
ついて｣

木内信胤 1979 4 25 3枚 ペン

3683 角田順先生談話メモ
｢労働党はなぜ敗けた
か｣

木内信胤 1979 7 13 1枚 ペン

3684 柴田穂氏談話メモ 非毛化・近代化など 木内信胤 1980 4 18 2枚 ペン

3685 大野盛雄教授談話メモ
｢都会と田舎は切れて
ゐるのか｣など

木内信胤 1980 5 16 2枚 ペン

3686 メモ｢1/21　桜田｣
倒産・財政支出主
導・財政制度審議
会

木内信胤 1 21 1枚 鉛筆

3687 笹本駿二氏談話メモ
｢ヨーロッパの不安定
さ｣

木内信胤 4 19 4枚 ペン

3688 木内メモ｢8/11 藤瀬君｣ 木内信胤 8 10 2枚 鉛筆

3689 メモ｢8/26 小林智彦氏｣ ガットについて 木内信胤 8 26 2枚 鉛筆
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3690 メモ｢10/21 柏木雄介氏 国際
金融局長｣

流動性・世界経
済・高金利　など
記載あり

木内信胤 10 21 1枚 鉛筆

3691 メモ｢細島泉氏 十二月十二
日｣

アジア問題 木内信胤 12 12 1枚 鉛筆

3692 並木･竹内談話メモ
｢48年・財界人｣｢士の
一刀流｣など

木内信胤 2枚 ペン

3693 小浪君談話メモ 木内信胤 1枚 ペン

3694 研究会･西山
｢ソクラテス｣｢夜警国
家｣などとあり。談話
メモか。

木内信胤 1枚 ペン

3695 上村さん談話メモ
｢印パ･バングラ｣など
とあり

木内信胤 1枚 ペン

3696 吉田･高野･桑原談話メモ 日米関係など 1枚目が欠か 木内信胤 3枚 ペン

43－2．その他 ▼メモ類▼

3697 内外政治日程
｢内閣改造｣・｢フォー
ド就任｣

昭和48年11月～12
月の主要政治日程
メモ

木内信胤 1973 1枚 活字

3698 メモ｢1975一月乃至三月の仕
事｣

論文掲載の雑誌リス
トか

木内信胤 1975 3 20 1枚 ペン

3699 労働運動・春闘などに関する
メモ

｢重枝琢己氏(五
〇・六・二五)｣な
ど書込みあり

木内信胤 1975 1点 ペン

3700 スケジュール表
10月13日 (月) ～10
月31日 (金)

｢富士、協和、第
一、太陽｣などと
あり。銀行関連
か。

木内信胤 1975 10 1枚 ペン

3701 懸案についてのメモ
｢一､契約書はどんな
ものか｣ほか3項目

木内信胤 1977 7 29 2枚 ペン

3702 パンフレット送り先 官公庁中心のリスト 木内信胤 1980 5 29 1枚 ペン
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3703 パンフレット送り先 日本人中心のリスト 木内信胤 1980 5 29 1枚 鉛筆

3704 パンフレット送り先 外国人中心のリスト 木内信胤 1枚 ペン

3705
新税制研究会の最終意見書
(案) についての要意見調整
事項

租研 1983 4 8 * 1点 鉛筆

3706 これからの｢巻頭論文｣の書き
方について

二月号におよび新著
につき

うち1点は複写版 木内信胤 1986 1 3
同一2
点

ペン

3707 今日の話題のポイント
安倍晋太郎への質
問メモか

木内信胤 1988 3 16 1枚 ペン

3708 世界と日本との新情勢につい
て

討議用メモ 木内信胤 1988 6 13 1点 ペン

3709 中堂さんのお話を通じて知り
たいと思ふこと

｢悪魔の詩｣に対する
ホメイニの反応ほ
か、イスラム教事情

木内信胤 1989 4 24 1点 ペン

3710 経済その他の実体は、どのよ
うに変ったか

5月10日の会議用原稿
(別紙メモ (その一)
)

木内信胤 1989 5 8 1点 ペン

3711 メモ｢末次事務所より｣
末次一郎母上死去の
件

6 12 1枚 鉛筆

3712 1 経済関係メモ
西山千明｢米国経済と
ニューエコノミクス｣
について　など

木内信胤 2枚 鉛筆

3712 2 英文メモ　9月11～15日 研究会の記録か 9 9 1点 ペン

3713 人名メモ
長谷川肇、木内らの
氏名メモ

11 26 1枚 ペン

3714 経費メモ　｢2/10 最終人数
69人(96人中) ｣

会合類の経費精算メ
モ

内外ニュース用紙 * 1枚 ペン
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3715
Memorandum about Robert C.
Christopher "The Japanese
Mind"

木内宛に送付された
ものか

うち1点は原本を
拡大コピーしたも
の。"The
Japanese Mind"は
1983年出版。

同様2
点

ペン

3716 木内宛メモ

Robert
Christopher,”About
The Japanese
Mind:The Goliath
Explained”の紹介

* 1点 ペン

3717 人名メモ 人名、年数など記載 1枚 ペン

3718 書籍一覧
パレスチナ関連本4冊
のリスト

｢渋谷さんより｣の
書込みあり。日本
工業倶楽部罫紙。

1枚 ペン

3719 ad hoc ｢ad hoc｣の字義解説 1枚 ペン

3720 辞書 こうき－こうきょ 国語辞書のコピー 1枚 活字

3721 ｢コウキュウ｣
公休・高級など、｢コ
ウキュウ｣の同音異義
語を列挙したもの

前資料と関連か 1枚 ペン
未使用
箋、台
紙

3722 メモ
｢Delegation
meeting｣と｢其の他｣
で構成

｢通商産業研究｣原
稿用紙

1枚 鉛筆

｢通商産
業研究｣
未使用
原稿28
枚

3723 11月号について 11月号の構成(メモ) 1枚 ペン

3724 メモ｢平松君｣｢政治の奇妙さ｣ 木内信胤 2枚 ペン

3725 メモ
至誠堂よりのファッ
クスの件

ゲラを木内まで送
るよう依頼

1枚 ペン
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3726 メモ 援助の依頼
会費増額依頼の原
案か

木内信胤 1枚 ペン

3727 経済学で使用する数学
経済学の歴史などに
関するメモ

木内信胤 1枚 鉛筆

3728 メモ　外国租借地としての香
港について

三菱銀行メモ用紙
を使用｡作成者は
推定による。

木内信胤 1枚 鉛筆

3729 メモ　米人学者中韓国問題に
積極的関心を抱く人々

作成者は推定によ
る

木内信胤 1枚 ペン

3730 多様化世界における日本の撰
澤

中ソ、アメリカ、
ヴェトナムなど

木内信胤 1枚 ペン

3731 人名リスト

｢青葉氏(二木会)20
部、山本勝市氏(自民
党)20部｣などの記載
あり

資料4559と関連の
可能性あり

木内信胤 1点 鉛筆

3732 連絡先メモ

能村龍太郎(太陽工
業)、福富繁(日本市
民防衛協会)二名の連
絡先メモ

資料4559と関連の
可能性あり

木内信胤 1枚 ペン

3733 人名リスト
渡辺、中曽根、宮
沢、桜内、河本、阿
部などの記載あり

資料4559と関連の
可能性あり

木内信胤 1点 鉛筆

3734 メモ｢激動期の内外情勢をど
うみるか｣

木内信胤 1枚 鉛筆

3735 メモ｢産業構造変化｣ 木内信胤 1枚 鉛筆

3736 メモ｢謎信の数々｣
物価上昇・経済機
構・物価とは何か

木内信胤 1枚 鉛筆

3737 メモ｢オイケン大泉｣
啓蒙論文・ハイエ
ク・小宮隆太郎

木内信胤 1枚 鉛筆
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3738 メモ｢回教｣
アフガン・ラマダ
ン　など記載あり

木内信胤 1枚 鉛筆

3739 メモ｢People Power｣
日本のリーダー
シップ・Vietnam
など記載あり。

木内信胤 1枚 鉛筆

3740 1 円の昭和史 目次形式のメモ 木内信胤 1枚 鉛筆

3740 2 執筆スケジュールと金融史年
表

メモ類 木内信胤 1枚 ペン

3740 3 辞書項目コピー｢円｣ 執筆の参考資料か * 1点 活字

3741 メモ｢日銀の｢郵貯問題｣は?｣
社団法人クラブ関
東事務局用紙

1枚 鉛筆

3742 人名メモ｢白い本送るべき人｣
総合労働研究所原
稿用紙

1枚 ペン

3743 メモ
コペルニクス
ビスマルク
三十年戦争

1枚 ペン

3744 メモ｢質問｣
7～8月にかけてのメ
モか

木内信胤 1枚 ペン

3745 企業名メモ 三和銀行ほか 1枚 ペン
中津海
茂名刺

43－3．その他 ▼書類▼

3746 日米石棉工業 (株) 設立をめ
ぐる問題

通産金融旬報 13
号の転載

1954 6 10 1点 謄写

3747 Memorandum
ウィーンフィルハー
モニー演奏旅行の件

1956 4 1点 タイプ
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3748 東商経済発展産業構造合同研
究会資料

Ⅰ米国における経済
の長期見通し、Ⅱ資
源の上に眠る中南米
諸国 他

日本経済新聞から
の転載。Ⅰの執筆
者は大来佐武郎
(経済企画庁総合
計画局長)。

東商経済発
展産業構造
合同研究会

1958 10 16 1点 謄写

3749 ｢THE NEXT SUMMIT MEETING｣
記事切抜

送り状1通添付

Harper'
s
Magazin
e,
Decembe
r 1960

Henry A.
Kissinger

1960 12 1点 活字

3750

THE DEVELOPMENT OF THE
INTERNATIONAL SECTION OF
THE ST. LAWRENCE RIVER FOR
NAVIGATION AND POWER

｢Seminar
Document ♯6｣と
記載

A. G. L.
McNaughton

1961 3 4 1点 タイプ

3751
COLUMBIA RIVER
DEVELOPMENT-A STUDY IN
ITERNATIONAL

｢Seminar
Document ♯8｣と
記載｡

John V.
Krutilla

1961 7 14 1点 タイプ

3752 DRAFT DISCUSSION OUTLINE
ON MEKONG SCHEME

｢Seminar
Document No. 9｣
と記載

UNITED
NATIONS
ECONOMIC
COMMISSION
FOR ASIA
AND THE
FAR EAST

1枚 タイプ

3753
TableⅡ DEVELOPMENT
PROJECTS IN THE LOWER
MEKONG BASIN SCHEME

｢Seminar
Document ♯11｣と
記載。図表。

1枚 タイプ

3754 断片･27頁部分

｢concerning the
advantage to the
United States from
co-operative
development of the
Columbia｣と記載あり

セミナードキュメ
ントの1部か？

1枚 タイプ

3755 COMING UP, A U.N.PRAVDA IN
THE SKY?

国連、米ソ関係

Space
communications
Series Column
No. 3

Alice
Widener

Publisher,
U. S. A.
Magazine

1962 4 21 1枚 活字
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3756
｢かきねごしにのぞいている
メクラ-木内世界経済調査会
理事長の論文について-｣

ジャパンタイムス掲
載の木内論文に対す
る批判

｢モスクワ放送7月
31日｣と記載

アレクサン
ド･イリイ
ンスキー

モスクワ放
送解説委員

1963 7 31 1点 タイプ

3757 1

Conference on Development
and Cooperation in the
South Asia Pacific Region
(Press Release)

1964 2 29 1点 タイプ

3757 2 REPORT OF SEMINA C 貿易問題など 1点 タイプ

3758 駐独曽野大使からの手紙の内
から

｢十二年振りにドイツ
へ来て感じたことど
も｣

曽野(明)大使は｢
前パキスタン大使
川島の友人｣とあ
り｡上智大学罫紙｡

1973 1 2枚 ペン
ファイ
ル

3759 会報 日本文化学生協会
世界史に与えたユダ
ヤの影響 (上) 三潴
信吾

日本文化学
生協会

1973 2 1 1点 タイプ

3760 七四春斗の特色と展望
背景と特徴、展望、
梗概

1974 1 18 1点 タイプ

3761 日本外交への提言
京都政経文化懇話会
3月例会講演要旨

｢木内先生　御高
覧の上御返却下さ
い｣と書込みあり

若泉敬
京都産業大
学教授

1974 3 27 1点 活字

3762 現下の食糧問題
京都政経文化懇話会
4月例会講演要旨

柏祐賢
京都大学名
誉教授

1974 4 22 1点 活字

3763 金森久雄氏の所論 (朝日｢論
壇｣五三、一〇、六) を読む

国債増発をめぐる論
議

山本勝市 1978 10 8 * 1点 ペン

3764 新総研S. S. K. 討議資料
(未定稿)

学者グループによる｢
わが国経済の問題点
と対策｣

年代は推定によ
る。1978年4月の
討議をまとめたも
の

1978 12 11 * 1点 タイプ

3765 宮坂義一｢わが国の地域研究
をどう開発するか｣

貿易政
策

宮坂義一
立教大学講
師

1979 5 * 1点 活字
封筒、
送り状
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3766 1 藤田幸久書簡
MRA総会での講演に対
する礼状

Jenkin産業相のス
ピーチ送付

藤田幸久
木内信胤・
西村光夫

1981 10 18 1通 ペン
国際MRA
日本協
会封筒

3766 2
NEWS SERVICE : Extract
from a speech by the Rt
Hon Patrick Jenkin MP

イギリス産業相ス
ピーチ

Conservati
ve Central
Office

1981 10 14 1点 タイプ

3767 ｢臨調への提言 子ども本位の
教育･保育を考えよ｣論文切抜

送り状1通添付 畑中教和
幼児教育懇
話会事務局
長

1981 12 12 1点 活字 封筒

3768 PROSPERITY WITH PEACE OR
PROTECTIONISM

講演速記録
Richard W.
Wilcke

President,
Council for
a
Competitive
Economy

1982 1 28 1点 タイプ

3769 GOLD RUSH OF THE 80's
Northwest Mining
Association 88th
Annual Conventinn

論文 John Exter 1982 12 9 1点
ワープ

ロ

3770 Macro-Engineering A View
from Japan

Technol
ogy in
Society

Hiroshi
Hori

1990 12 1点 活字

3771 平成4年度決算報告
作成者不明、国語
問題協議会関連
か？

1993 *
同一2
枚

ワープ
ロ

3772 経済観測
田村正勝執筆部分
の抜粋

経済学研究
会

1993 6 7 * 1点 活字

3773 ｢経済成長と産業構造｣ 書籍の抜粋
内容から見て1980
年前後のものと見
られる

* 4枚 活字

マスコ
ミ総合
研究所
封筒、
送り状

1070



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3774 ｢随想｣No. 54～56

54.安藤昌益と加茂真
淵、55.環境意識を
失った現代人 、56.
内村鑑三における科
学と宗教

1点 タイプ

3775 日本の将来
ハーマン･カーン講演
の邦訳

10月29日帝国ホテ
ルにて､との注釈
あり

1綴 ペン カバー

3776 Perspectives on peace 国際関係評論集 * 1通 活字
田中靖
明送り
状

3777 日韓関係の新局面 -相互理解
のために-

日韓経済関係につい
て

中曽根政権期の執
筆

高野邦彦 経済評論家 1点
ワープ

ロ

3778
The Japanese Way --The
Chrysanthemum and The
Computer

日本の経済成長、国
際的役割について

1970年代に書かれ
たものか

GENE
GREGORY

1点 タイプ

3779

Japan's Adoption of
Western Culture and
Resultant Characteristics
of Japan

1点 タイプ

3780 Subject : The road to
welfare

小浪、木内宛 * 1点 タイプ

3781 コンピュータの話 * 1点
ワープ

ロ

3782 5つの歴史的観点
経済と戦争の長波、
産業化の三局面、近
代化の三段階　など

* 1点
ワープ

ロ

3783 ご案内 金融商品一覧
東京銀行六
本木支店

* 1枚
ワープ

ロ

43－4．その他 ▼データ類▼
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3784 BALANCE SHEET

UNION BANK
OF
SWITZERLAN
D

1953 3 31 1枚 活字

3785 STATEMENT OF CONDITION

Wells
Fargo Bank
& Union
Trust Co.

1953 6 30 1枚 活字

3786 5月の東京都消費者物価指数
増々悪化するイン
フレ

1973 1枚 ペン

3787 東京都住宅戸数 1979 1 23 1点 鉛筆

3788 国債・財政赤字関連諸表

資料原本には数字メ
モ、｢あすからOECDの
対日審査｣記事切抜の
挿入あり

資料4点は複写
版。年代は推定に
よる。

1982
同一5
点

タイプ

3789 1 人口密集地域 リスト 1枚
ワープ

ロ

3789 2 都県別一覧 1993 2 1 1枚
ワープ

ロ

3789 3 東京都一覧 1枚
ワープ

ロ

3789 4 東京都人口降順 1枚
ワープ

ロ

3789 5 東京都人口密度降順 1枚
ワープ

ロ

3789 6 東京都人口増減率降順 1枚
ワープ

ロ

3789 7 都県別一覧 1枚
ワープ

ロ

3789 8 東京都一覧 1枚
ワープ

ロ
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3789 9 東京都人口降順 1枚
ワープ

ロ

3789 10 東京都人口密度降順 1枚
ワープ

ロ

3789 11 東京都人口増減率降順 1枚
ワープ

ロ

3790 我が国の対外資産について
－中間報告－

木内の問合せに回答
したもの

1993 3 6 1点
ワープ

ロ

3791 我が国の対外資産について
－中間報告－

木内の問合せに回答
したもの

1993 3 6 * 1点
ワープ

ロ

3792 卸売物価 特殊分類指数
昭和35年～51年ま
での指数表

* 2枚 活字

3793 国別石油輸入抑制目標とシェ
ア 他

石油関連の図表 * 1点
ペン、
活字

43－5．その他 ▼新聞記事▼

3794 東京新聞
夕刊。木内関係記
事特になし。

東京新聞社 1958 12 31 1点 活字

3795 ｢More Active Role in World
Affairs｣記事切抜

副題は“American
Assembly Urges
Japan to Become
Positive Proponent
of Ideas”

The
Japan
Times

ジャパンタ
イムス社

1966 1 3 1点 活字

3796 日本経済新聞 昭和48年7月21
日

全面揃の新聞原紙

第15面、株価値上
がり・値下がり上
位100社を示した
表部分が切り抜か
れている

日本経済新
聞社

1973 7 21 1点 活字

3797 ｢｢エネルギーと資源｣に挑む
英知｣記事切抜

6月にパリで世界
シンポジウム

日本経
済新聞

日本経済新
聞社

1974 3 18 1点 活字

3798 ｢世界の物価と賃金｣記事切抜
他に｢世界の食糧日本
の食糧｣などの記事あ
り

毎日新
聞

毎日新聞社 1974 3 18 1点 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3799 ｢原油価格、六月まで凍結｣記
事切抜

他に｢物価、夏には安
定｣などの記事あり

朝日新
聞

朝日新聞社 1974 3 18 1点 活字

3800 ｢参院選にらむ労組と政党｣記
事切抜

毎日新
聞

毎日新聞社 1974 3 18 1点 活字

3801
｢実需緩和でドル軟化　東京
外為市場、変調の動き｣記事
切抜

他にIMF関連、石油供
給関連などの記事あ
り

毎日新
聞

毎日新聞社 1974 3 19 1点 活字

3802 ｢身辺社辺 エッソ石油社長八
城政基氏｣記事切抜

朝日新
聞夕刊

朝日新聞社 1986 4 19 1点 活字

3803 ｢通貨安定へ｢修正固定相場
制｣｣記事切抜

日本経
済新聞

磯部朝彦
日立製作所
取締役

1988 2 11 * 1点 活字
封筒、
送り状

3804 ｢お言葉から消えた三文字｣
昭和天皇大喪の礼関
連記事

産経新
聞

1989 1 1点 活字

3805 ｢ ｢近代的世界観｣の危機｣記
事切抜

｢論点｣欄の切抜
読売新
聞

田村正勝
早稲田大学
社会科学部
長

1993 1 22 1点 活字

43－6．その他 ▼冊子類▼

3806 1 background TURKEY:FRONTIER
OF FREEDOM

以下資料3806は、
もと資料4281-0封
筒に収納

OFFICE OF
PUBLIC
AFFAIRS･
DEPARTMENT
OF STATE

1952 6 1冊 活字

3806 2 BULLETIN 1952・No. 10
education in TURKEY

FEDERAL
SECURITY
AGENCY・
Office of
Education

1952 1冊 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3806 3 A POCKET GUIDE TO TURKEY

THE OFFICE
OF ARMED
FORCES
INFORMATIO
N AND
EDUCATION
DEPARTMENT
OF DEFENSE

1953 6 1冊 活字

3806 4 WORLD POLITICS Vol. IX No.
1

太平洋問題調査会
1957年4月6日印

1956 10 1冊 活字

3806 5 PL65 Foreign Relations of
the United States

SUPERINTEN
DENT OF
DOCUMENTS,
GPO

1956 10 1冊 活字

3806 6 AN AMERICAN HOUSEWIFE IN
THE U. S. S. R.

経済論壇6月号印 1冊 活字

3806 7 世界主要海運国の戦前、戦後
における保有船腹の推移

1枚 タイプ

3806 8
世界商船隊 (1, 000G/T以上
の外航船舶の1939年、1957年
の保有量と建造計画)

1枚 タイプ

3807

Statement by MEYER
KESTNBAUM before the WAYS
AND MEANS COMMITTEE of the
U.S.HOUSE OF
REPRESENTATIVES

Committee
for
Economic
Developmen
t

1953 5 1冊 活字

送り状
(WESLEY
F.
RENNIE)

3808
BANK FOR INTERNATIONAL
SETTLEMENTS TWENTY‐THIRD
ANNUAL REPORT

1st APRIL 1952‐
31st MARCH 1953

1953 6 8 1冊 活字 メモ
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3809 THE BULLETIN vol. 1 No. 7

the Press
and
Informatio
n Office
of the
German
Federal
Gorvernmen

1953 6 25 1点 活字

3810 世界週報34巻30号

牛場信彦｢思いやられ
る満足感 エァハルト
の新著への断想｣など
収録

時事通信社 1953 10 21 1冊 活字

通産省
通商局
長牛場
信彦名
刺

3811 KBS (国際文化振興会)会報第
十号

国際文化振
興会

1953 12 15 1枚 活字

3812 KBS BULLETIN (Special
Edition)

国際文化振
興会

1953 12 15 1枚 活字

3813 DEUTSCHLANDS RÜCKKEHR ZUM
WELTMARKT

LUDWIG
ERHARD

1953 1冊 活字

3814
菜種と大豆関係からみた農産
物価格安定法と其の影響に就
て

油脂製造業
会

1954 1 1冊 活字
名刺(杉
本勇蔵)

3815 調査立法考査局　利用の手引
き

｢昭和同人会にて｣
との書込みあり

国立国会図
書館調査立
法考査局

1955 3 1冊 タイプ

3816
業務報告 (三月分) -依頼に
よる調査及び予測調査項目そ
の他-

国立国会図
書館調査立
法考査局

1955 4 1冊 タイプ

3817 TIME VOL. LXVI NO. 23 TIME Inc. 1955 12 5 1冊 活字

3818 ENCOUNTER　40・41号

THE
CONGRESS
FOR
CULTURAL
FREEDOM

1957 2冊 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3819 BUSINESS INVESTMENT POLICY
A MAPI STUDY AND MANUAL

図表3点が巻末ポ
ケット部分に挿入

George
Terborgh

1958 6 1冊 活字

請求
書、写
し、
カード

3820 The Free Trade Area
Negotiations

鉛筆にて書込み、
下線が引いてある
箇所あり

MIRIAM
CAMPS

1959 4 6 1冊 活字

｢
OCCASIO
NAL
PAPER｣

3821 MAN-MADE FIBRE INDUSTRY
海外向日本技術叢
書第3巻｢人造繊維
篇｣

The
Associatio
n for
Internatio
nal
Technica
Cooperatio

1959 7 1冊 活字 送り状

3822 POWER INDUSTRY

JAPAN'S
TECHNOLOGICAL
PROGRESS volume
4

The
Associatio
n for
Internatio
nal
Technica
Cooperatio

1959 10 1冊 活字
正誤
表、送
り状

3823
the economics of
competitive coexistence
JAPAN, CHINA, AND THE WEST

NATIONAL
PLANNING
ASSOCIATIONが発
行

H. Michael
Sapir

1959 1冊 活字 図表

3824 建設月報 13巻8号 建設協会 1960 8 15 1冊 活字

3825 Asahi Evening News
日本・ニュージーラ
ンド間貿易の特集号

1960 8 1点 活字

3826 進路 7巻9号 宏池会 1960 9 1 1冊 活字

3827 国民評論 304号 国民評論社 1960 9 1 1冊 活字

3828 証券経済月報 14号
大阪証券業
協会

1960 9 20 1冊 活字
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3829 朝日年鑑 1966版別冊 戦後26
年世界の歩み コピー集

* 1点 活字

3830 1 B. R. Shenoy書簡 送り状
Prof. B.
R. Shenoy

木内信胤 1971 6 15 1通 タイプ 封筒

3830 2

DR. RAMASWAMY MUDALIAR
LECTURES 1966 "THE NEED
FOR DEVALUATION &
CONSEQUENCES OF
DEVALUATION"

June 23、1971と
の書込みあり。
KERALA大学(イン
ド)での講義。

Prof. B.
R. Shenoy

1967 5 18 1冊 活字

3831 THE AMERICAN ECONOMIC
REVIEW VOLUME LVⅢ

Milton Friedmanの｢
THE ROLE OF
MONETARY POLICY｣を
収録

THE
AMERICAN
ECONOMIC
ASSOCIATIO
N

1968 3 1冊 活字

3832 研究資料165｢総合農政の課題
-過剰米の処理を中心に-｣

総合政策研究会発行
の総研シリーズNo.
243

東畑は農政調査委
員会理事長､川野
は東大教授･総合
政策研究会理事｡

東畑四郎･
川野重任

1969 10 21 1冊 活字

3833 Pour Concilier LES
OBJECTIFS

論説と文献リスト

作成者の一人であ
るLhoste-
Lachaumeの名刺、
送り状添付。
Lachaumeはモンペ
ルラン協会会員
か。

Centre Lib
éral
Spirituali
ste
Francais

1969 1冊 活字 封筒

3834 刑法改正の思想的背景
植松正｢刑法改正の思
想的背景｣と題する報
告と討論

日本文化会議月例
懇談会収録第二十
六集｡木内も懇談
会に出席｡

日本文化会
議

1971 6 30 1冊 タイプ 送り状

3835 上田貞次郎全集第七巻『新自
由主義』解説

山中篤太郎 1976 1 1 1冊 活字

3836 外野席 (こんな事もあった)
学生野球の随筆。木
内に言及した部分あ
り

同根会事務局長山
村洋一郎による、
1982年7月2日付の
送り状添付

山田正一 1981 10 * 1点 活字
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3837 回想の内村投手 内村祐之の伝記
ベースボー
ル･マガジ
ン社

1982 9 17 1冊 活字
謹呈短
冊

3838 三品隆以著新刊案内
｢我観石原莞爾｣およ
び｢どん底からみたク
レムリン｣の案内

郵便振替用紙1枚
添付

三品隆以著
作刊行会

1984 3 30 2点 タイプ 封筒

3839 田園調布の大恩人小林一三翁
のこと

渋沢栄一、矢野恒
太、小林一三、五島
慶太

田園調布会会員に
配布されたパンフ
レット

矢野一郎 1986 5 20 1冊 活字

3840 1 丸岡宮だより 第13号
丸岡八幡神
社奉賛会

1989 1 1 * 1枚 活字

3840 2 丸岡宮だより 第14号

｢世界経済特報｣掲
載の｢新しい御代
について｣(木内
稿)を転載

丸岡八幡神
社奉賛会

1989 4 15 * 1枚 活字

3840 3 丸岡宮だより 第15号
丸岡八幡神
社奉賛会

1989 9 15 * 1枚 活字

3841 神戸夢体験
アーバンリゾート
ファア神戸'93 夢
案内ブックVOL. 1

アーバンリ
ゾートフェ
ア神戸'93
推進協議会

1992 4 23 1冊 活字

3842 漫画人 MANGAJIN No. 22
Mangajin,
Inc

1992 12 1 1冊 活字

3843
日清戦後における徳富蘇峰と
内村鑑三－近代日本の道徳的
基礎をめぐって－

抜刷・青山学院短
期大学紀要第四十
六輯

梅津順一 1992 12 1 1冊 活字

3844 共悦 春季号 347号
矢野弾｢今こそ政治を
大事にしよう｣等

共悦の会 1993 4 1 1冊 活字

3845 われわれの『辜汪会談』につ
いての見方

中華民国行
政院大陸委
員会

1993 5 1 1冊 活字
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3846 日本の金融政策 岩波新書 鈴木淑夫 1993 5 20 1冊 活字

謹呈短
冊、し
おり、
カー
ド、案
内

3848 月刊全生 9月号 整体協会 1993 9 1 1冊 活字

3849 月刊全生 10月号 整体協会 1993 10 1 1冊 活字

3850 月刊全生 11月号 整体協会 1993 11 1 1冊 活字

3851 ラテンアメリカ・シリーズ
【全7巻】

書籍紹介パンフ
レット

新評論 1993 10点 活字 送り状

3852 WHAT IS "BIMETALLISM?"
LORD
ALWYNE
COMPTON

1冊 活字

3853 図説日本の鉄鋼業
八幡製鉄株
式会社総務
部調査課

1冊 活字

3854 諸橋轍次著 大漢和辞典全十
三巻 全13巻前渡し特別販売

パンフレット

大修館書店発行。
注文葉書1点と案
内状1通添付あ
り。

木暮利貞 1点 活字

43－7．その他 ▼岡田完二郎送付資料▼

3855 0 御笑い草迄にお目に掛けます 資料収納封筒 岡田完二郎 1枚 ペン

3855 1 口上 近作拙文御高覧願 岡田完二郎 木内信胤 1953 3 18 1枚 活字

3855 2 謹呈用付箋
｢中労委から頼まれて
書きましたので貴覧
に供します｣と記載

岡田完二郎 1枚 活字
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3855 3 労資協調の一省察-資本･労
働･経営-

昭和21年9月1日発行｢
労働評論｣掲載文訂正
複写物

岡田完二郎
古河鉱業株
式会社社長

1946 9 1冊 活字

3855 4 ｢民主化｣と云ふこと

昭和22年10月25日発
行｢中央労働時報｣第
41号掲載文訂正複写
物

岡田完二郎

中央労働委
員会使用者
代表委員･宇
部興産株式
会社常務取
締役

1947 10 1冊 活字

3855 5 中労委の憶い出
昭和26年7月1日発行｢
新日本経済｣掲載文訂
正複写物

岡田完二郎
宇部興産株
式会社専務
取締役

1951 7 1冊 活字

3855 6 日本の中世期的性格と人間革
命

昭和26年4月10日発行
｢中央労働時報｣第165
号掲載文再訂正複写
物

岡田完二郎

宇部興産株
式会社専務
取締役･中労
委第一期使
用者代表委
員

1951 9 1冊 活字

3855 7 末弘さんを憶う
昭和26年9月30日発行
｢中央労働時報｣第182
号掲載文訂正複写物

岡田完二郎

宇部興産株
式会社専務
取締役･元中
労委使用者
委員

1951 9 1冊 活字

3855 8 中労委発足匆々の頃

昭和26年11月20日発
行｢中央労働時報｣第
187号掲載文訂正複写
物

岡田完二郎

宇部興産株
式会社専務
取締役･元中
労委第一期
使用者委員

1952 1 1冊 活字

3855 9 海底から石炭を掘る町

昭和25年9月1日発行｢
前進｣掲載文訂正 (荒
畑寒村承認済) 複写
物

荒畑寒村 1冊 活字

43－8．その他 ▼ Edwin McDowell送付資料▼

3856 EDWIN McDOWELL書簡
日本滞在中のもてな
しへの御礼

EDWIN
McDOWELL

Editorial
Writer,The
Arizona
Republic

木内信胤 1966 8 3 1通 タイプ
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3857 ｢Japan Believed Key to
Asia's Future｣記事切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 10 * 1点 活字

3858 ｢Japanese Called
Indifferent｣記事切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 11 * 1点 活字

3859 ｢Japan Parents Worry｣記事
切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 12 * 1点 活字

3860 ｢Japan Plays Footsie With
Communist China｣記事切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 16 * 1点 活字

3861 ｢Bitterness Gone, Japan
Seeks Stars｣記事切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 17 * 1点 活字

3862 ｢It's Baseball, Japanese
Style｣記事切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 17 * 1枚 活字

3863 ｢The Error Shall Not Be
Repeated｣記事切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 18 * 1点 活字

3864
｢Japan Baseball Draws 9
Million Every Year｣記事切
抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 18 * 1枚 活字

3865
｢Marx Thrives in Japan,
but Tide May Be Turning｣記
事切抜

The
Arizona
Republi
c

EDWIN
McDOWELL

1966 7 19 * 1点 活字
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43－9．その他 ▼村田稔雄送付資料▼

3866 0 保管封筒
村田稔雄書簡・関連
資料を収納

1枚

3866 1 村田稔雄書簡

ミーゼス夫人の出版
物を｢経済論壇｣に翻
訳掲載することの御
願い

村田稔雄 木内信胤 1977 7 5 1通 ペン

3866 2 翻訳企画書
Margit von Mises,
"My Years with
Ludwing von Mises”

村田稔雄 1977 * 1点 ペン

3866 3 My Years with Ludwing von
Mises(抜粋)

114･115･122･123･
130･131頁のコ
ピー

Margit von
Mises

1976 * 3枚 活字

3866 4
Parts from German Letter
from F. A. V. Hayek to
Margit von Mises

｢translated by
M. V. M. ｣と記
載｡

* 1枚 タイプ

3866 5 A REVIEWER'S NOTEBOOK
My Years with
Ludwing von Mises紹
介記事

THE
FREEMAN

Jhon
Chamberlai
n

1977 2 * 1点 活字

3866 6 Life With Mises
My Years with
Ludwing von Mises紹
介記事

The
Liberta
rian
Forum

Richard M.
Ebeling

1977 1 * 1点 活字

3866 7 The Scholar From Vienna
Who Battled Karl Marx

My Years with
Ludwing von Mises紹
介記事

BARRON'
S

Jhon
Chamberlai
n

1977 2 7 * 1点 活字

3866 8
Book Review:My Years with
Ludwing von Mises By
Margit von Mises

My Years with
Ludwing von Mises紹
介記事

World
Researc
h INK

1977 5 * 1枚 活字

3866 9 My Years with Ludwing von
Mises by Margit von Mises

My Years with
Ludwing von Mises紹
介記事

AMERICA
N
OPINION

Medford
Evans

1977 2 * 1点 活字
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3866 10
Off The Self, My Years
with Ludwing von Mises By
Margit von Mises

My Years with
Ludwing von Mises紹
介記事

Mark
Spangler

* 1枚 活字

3866 11 LUDWIG VON MISES
My Years with
Ludwing von Mises紹
介記事

Louis
Rougier

* 1枚 活字

43－10．その他 ▼ 性教育問題▼

3867 1 PATRICIA STEVENS
FUNDERBURK紹介記事

HIV関連 * 2枚 活字

3867 2 HIV・性教育関連記事切抜集
朝日・毎日・産経・
世界日報切抜

1993 3 14 * 4枚 活字

3867 3
学生の必修講座
エイズ・ハンドブック エイ
ズ時代の生きかた探し

井村裕夫と利根川進
の対談など

表紙～4、11～12
頁のみ

* 1点 活字

3867 4
｢同性愛肯定の教育長 多数決
で"クビ"に NY市教委｣記事切
抜

世界日
報

1993 2 14 * 1点 活字

3867 5
シンポジウムとパーティのご
案内
｢エイズ時代の青少年教育｣

パトリシア・S・ファ
ンダーバーグ　新し
い純潔教育への提言
－アメリカの経験か
ら－

福田信之 ･
九嶋勝司

1993 5 1枚
ワープ

ロ

3868 ｢小学校教諭、行きすぎ"性教
育”｣記事切抜

スポー
ツニッ
ポン

1993 4 4 * 1点 活字

3869 性教育事件切抜集

サンケイスポーツ、
報知新聞、日刊ス
ポーツ記事を1枚にま
とめたもの

1993 4 4 * 1点 活字
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43－11．その他 ▼名刺・名簿▼

3870 昭和塾友名簿 1973 3 1 1冊 タイプ

3871 特別寄附 名簿
世界経済調査会50周
年記念募金関連資料
の可能性あり

名簿登載者は国語
問題協議会関係者
か

1993 10 1 1枚 ペン

3872 名簿
世界経済調査会50周
年記念募金関連資料
の可能性あり

世界経済調査会原
稿用紙。1枚目の
み記載あり。

1綴 ペン

3873 東京海上火災保険・日興証券
役員名簿

2枚 ペン

3874 名刺
｢パリ8区クールセ
ル大通り49番地｣
と記載

J. J. セル
ヴァン･
シュレイ
ベール

1枚 活字

3875 名刺

｢日本橋クラブに
て(本あげる)
1981年1月16日｣と
書込みあり

岩城謙太郎

イワキ株式
会社岩城製
薬株式会社
社長

1点 活字

3876 名刺 並河信乃
行革推進全
国フォーラ
ム常任幹事

1点 活字

3877 名刺

｢日本橋クラブに
て本送ること
1981年1月16日｣と
の書込みあり

水口直忠
水口水産株
式会社取締
役社長

1点 活字

3878 名刺
日本楽器関係者名
刺

渡辺淳・金
原善徳

日本楽器製
造株式会社

2枚 活字 封筒
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43－12．その他 ▼その他▼

3879 1 CASH ACCOUNT 1月から3月まで
小浪宛の封筒1点
付属、木内宏関連
か

U. S.
Government
Printing
Office

1957 1通 タイプ

3879 2 クーポン 5セント

U. S.
Government
Printing
Office

1点 活字

3880 PRINCETON UNIVERSITY PRESS
請求書

”Sino-Soviet
Conflict -
Zagoria”の代金請求

明細書(同様3枚)
が添付

PRINCETON
UNIVERSITY
PRESS

木内信胤 1962 3 31 1枚 タイプ 封筒

3881 第29回｢マタイ｣公演収支予
想・スケジュール

1969 3 * 1枚 鉛筆

3882 S券3月15日･3月16日枚数
第29回｢マタイ｣関
連か

木内信胤 1枚 鉛筆

3883 0 保管封筒
太田憲雄関係書類収
納

1枚

3883 2 主要論文リスト 太田憲雄 1981 4 1 * 1点 ペン

3884 写真
木内ほか。世界経済
調査会内での撮影
か。

1987 1 23 2枚

3887 Personal Data Philips H.
TREZISE

履歴書 * 1枚
ワープ

ロ

1086



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

Ⅵ．著作および講演
1．著作関係
1－1．著作関係 ▼著書・刊行物▼

3888 産業経済新聞

2面木内｢経済危機を
どう見る (上)我らは
無智でない 極端な悲
観論を排す｣

産業経済新
聞社

1947 1 1 1点 活字

3889 国際決済機構の研究
木内信胤･吉野文六･
池田健･菊池武唯･石
丸忠富の共著

木内信胤監修
外国為替貿
易研究会

1954 4 1 1冊 活字

3890 国の個性 その発見のために 文芸春秋新社発行 木内信胤 1955 9 10 1冊 活字
広告、
愛読者
カード

3891 月報 1巻2号
木内｢驚嘆に値する新
興ドイツ｣ (講演)収
録

産経倶楽部 1956 7 1 1点 活字

3892 世界の見かた 論争社発行 木内信胤 1961 6 10 1冊 活字
しおり
(｢謹呈
著者｣)

3893 国策を考える (上) 時事通信社発行 木内信胤 1964 4 30 1冊 活字

3894 国策を考える (下) 時事通信社発行 木内信胤 1964 6 25 1冊 活字
愛読者
カード

3895 私の日本経済論 4

木内｢私の日本経済
論｣収載。ほかに大来
佐武郎･金森久雄らが
執筆。

日本経済センター
編。函入り。

日本経済新
聞社

1966 8 20 1冊 活字

注文
カー
ド、愛
読者葉
書

3896 1 経済危機を見つめて 佐藤内
閣への忠言

ダイヤモン
ド社

1965 10 20 1冊 活字

3896 2 農林経済 6120号
木内｢綜合農政につい
て｣

抜粋。書込みあ
り。

時事通信社 1970 6 23 1点 活字
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3897 正友 15号
木内｢兼業農家本命
論｣

｢近代経営｣掲載論
文からの転載

正友会 1970 11 1 1冊 活字

3898 新国策 38巻1号
｢新春座談会-七〇年
代への提言 対中国政
策の起点はなにか｣

木内･赤城宗城･下
田武三･鍋山貞親･
矢次一夫が出席

国策研究会 1971 1 5 1冊 活字

3899 週刊ダイヤモンド 59巻45号
木内｢ポスト繊維の日
米関係｣

ダイヤモン
ド社

1971 10 30 1冊 活字

3900 南アジアの研究 木内編著
世界経済調査会発
行

木内信胤 1976 11 5 1冊 活字

3901 経営者 32巻10号
木内｢産業･貿易構造
はどう改革すべきか｣

日本経営者
団体連盟弘
報部

1978 10 1 1冊 活字

3902 当来の経済学
プレジデント社発
行。函入り。

木内信胤 1979 12 20 1冊 活字

3903 財政再建への道-産計懇の三
つの意見書-

木内は監修者 善本社 1981 3 15 1冊 活字
善本社
目録

3904
『THE UPCOMING ECONOMICS
An English Version of
TORAI-NO-KEIZAIGAKU』

『当来の経済学』
英語版

木内信胤 1981 6 1 1冊 活字

3905 行革を考へる-その｢本番｣の
出発に当って-

善本社 1981 9 30 1冊 活字

3906 西アジアの研究 木内編著
世界経済調査会発
行

木内信胤 1981 10 30 1冊 活字
注文
カード

3907 日本経済の秘密-その活力の
源を探る-

潮文社発行 木内信胤 1982 2 20 1冊 活字

3908
木内信胤『行革を考へる (そ
の二) -その｢理念｣と｢手順｣
とについて-』

善本社 1982 4 8 1冊 活字

3909
｢文明史の観点盛る 『日本経
済の秘密 その活力の源を探
る』木内信胤著｣

木内信胤著作書評
日本経
済新聞

日本経済新
聞社

1982 4 20 1点 活字
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3910 木内論文｢中支那の通貨工作
についての私の体験的知識｣

続･現代史資料月
報第四回配本
(11)

みすず書房 1983 10 1点 活字

3911 大筋を読みとるための 新版
妙法蓮華経並開結

善本社発行 木内信胤 1985 1 9 1冊 活字 包紙

3912 アメリカ経済 危機の本質
木内編著。序章と終
章を木内が執筆。

赤線多数。プレジ
デント社発行。

世界経済調
査会・木内
信胤編

1985 11 10 1冊 活字

3913 ｢改憲｣のお勧め-｢内外ニュー
スグループ｣の提案を中心に-

『世界と日本』連
載論文を書き直し
たもの

善本社 1986 4 11 1冊 活字

3914 当来の世界秩序を模索して-
木内信胤先生米寿記念

木内信胤｢私の履歴
書｣｢木内先生要言抄｣
｢木内先生巻頭言集｣
など

函入り
世界経済調
査会

1986 12 11 1冊 活字

3915 国の個性
プレジデント社発
行

木内信胤 1986 12 20 1冊 活字 広告

3916 日本よ、こう進め！ 講談社発行 木内信胤 1988 2 18 1冊 活字
注文
カード

3917 私の日本論

『世界思想』に6
回続きで連載した
｢私の日本論｣をま
とめたもの

木内信胤 1988 3 1冊 活字

3918 時局論文集その二　｢政治改
革｣のための提案

『経済論壇』89年
1月号から4月号ま
でをまとめたもの

木内信胤 1989 5 10 1冊 活字

3919
時局論文集(その三)｢政治改
革｣のための提案-｢政治改革｣
を軌道に載せるために-

『経済論壇』89年
5月号から8月号ま
でをまとめたもの

木内信胤 1989 9 20 1冊 活字

3920 二つの決断｢よりよき日本｣に
成るために

プレジデント社発
行

木内信胤 1990 2 24 1冊 活字
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3921 僕の自画像 善本社発行 木内信胤 1991 12 11 1冊 活字

3922 僕の自画像 同上 木内信胤 1991 12 11
同一
40冊

活字

3923 私の宗教観
プレジデント社発
行

木内信胤 1991 12 11
同一5
冊

活字

3924 私の宗教観(アンダーライン
入り)

前資料と同様だ
が、赤線あり

木内信胤 1991 12 11 1冊 活字

3925 エロスとの対話 女は男を知
らず､男は女を知らない

新潮社発行
木内信胤・
田中喜美子

1992 7 20 1冊 活字

3926 私の｢思想講座｣

『世界経済特報』
に、1991年以降五回
に分けて連載された
もの

木内信胤 1993 12 15
同一
20冊

活字

3927 私の｢思想講座｣ 同上 木内信胤 1993 12 15
同一
265冊

活字

3928 ｢経済断想 日本に政府はな
い｣記事切抜

鳩山首相・吉田前首
相　など

東京新
聞

木内信胤 6 18 1枚 活字

1－2．著作関係 ▼USIS放送原稿▼

3929 1 小寺美津送り状 小寺美津 1通 ペン

3929 2
FEDERAL EXPENDITURE
POLICIES FOR ECONOMIC
GROWTH AND STABILITY

85th Congress (The
United States) , 2d
Session

USIS放送原稿作成
用資料か

SUBCOMMITT
EE ON
FISCAL
POLICY

1958 1 23 1冊 活字

3929 3 RECIPROCAL TRADE
AGREEMENTS PROGRAM

85th Congress, 2d
Session.

USIS放送原稿作成
用資料か

DWIGHT D.
EISENHOWER

1958 1 30 1冊 活字

3929 4 CURRENT WAGE DEVELOPMENTS
(No. 120)

USIS放送原稿作成
用資料か

UNITED
STATES
DEPARTMENT
OF LABOR

1957 12 1 1冊 活字

1090



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

3930 0 ｢国際経済の動き｣保存封筒 小寺美津

東京アメリ
カ大使館
USUSラジオ
テレビ部

清水
世界経済調
査会内

1958 2 20 1点 ペン

3930 1 国際経済の動き134
世界経済の見方につ
いて (世界経済の見
方､その一)

木内信胤 1958 1 28 1点
カーボ

ン

3930 2 国際経済の動き135
列強の消滅 (世界経
済の見方､その二)

木内信胤 1958 1 28 1点
カーボ

ン

3930 3 国際経済の動き136
国家観念の変遷 (世
界経済の見方､その
三)

木内信胤 1958 1 29 1点
カーボ

ン

3930 4 国際経済の動き137
ナショナリズムの反
省 (世界経済の見方､
その四)

木内信胤 1958 1 29 1点
カーボ

ン

3930 5 国際経済の動き138
相互依存の世界(世界
経済の見方､その五)

木内信胤 1958 1 29 1点
カーボ

ン

3930 6 世界経済の動き139
資本主義の変貌 (世
界経済の見方､その六
最終回)

木内信胤 1958 1 29 1点
カーボ

ン

3931 0 ファイル 1点

3931 1 国際経済の動き140 私の見たタイ国 木内信胤 1958 3 10 1点 青焼き

3931 2 国際経済の動き141
インド､パキスタン､
ビルマを旅して

木内信胤 1958 3 17 1点
カーボ

ン

3931 3 国際経済の動き142
アメリカの不況につ
いて

木内信胤 1958 3 27 1点
カーボ

ン

3931 4 国際経済の動き143
英国の金利引下げに
ついて

木内信胤 1958 4 3 1点
カーボ

ン

3931 5 国際経済の動き
メコン河の開発につ
いて

スタンド・バイ用 木内信胤 1958 3 27 1点
カーボ

ン
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3931 6 国際経済の動き144
ハロッドの世界不況
観

木内信胤 1958 4 10 1点
カーボ

ン

3931 7 国際経済の動き145 NATO会議について 木内信胤 1958 5 8 1点
カーボ

ン

3931 8 国際経済の動き146
世界不況と日本の不
況の関係

木内信胤 1958 4 20 1点
カーボ

ン

3931 9 国際経済の動き149 日中関係の問題点 木内信胤 1958 5 12 1点
カーボ

ン

3931 10 国際経済の動き150
アフリカを全体的に
捉えるには

木内信胤 1958 5 22 1点
カーボ

ン

3931 11 国際経済の動き アメリカの関税 スタンド・バイ用 木内信胤 1958 5 12 1点
カーボ

ン

3931 12 国際経済の動き151
アメリカの関税につ
いて

木内信胤 1958 5 23 1点
カーボ

ン

3931 13 国際経済の動き152
ドゴールの登場とフ
ランス経済

木内信胤 1958 6 5 1点
カーボ

ン

3931 14 国際経済の動き153
ソ連の対米借款申込
みについて

木内信胤 1958 6 11 1点
カーボ

ン

3931 15 国際経済の動き154 ソ連の経済攻勢 木内信胤 1958 6 1点
カーボ

ン

3931 16 国際経済の動き155
東西関係の混乱につ
いて

木内信胤 1958 6 26 1点
カーボ

ン

3932 国際経済の動き156 ｢フランスのその後｣ 木内信胤 1958 7 3 1綴
カーボ

ン

3933 国際経済の動き157
｢アメリカの経済計
画｣

木内信胤 1958 7 3 1綴
カーボ

ン

3934 国際経済の動き ｢イスラエルの建設｣ 木内信胤 1958 7 3 1綴
カーボ

ン
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3935 国際経済の動き158
｢ニューヨーク便り第
一回 アメリカの不況
の第一印象｣

木内信胤 1958 7 15 1綴
カーボ

ン

3936 国際経済の動き159
｢ニューヨーク便り第
二回 アメリカの景気
の姿｣

木内信胤 1958 7 15 1綴
カーボ

ン

3937 国際経済の動き160
｢ニューヨーク便り第
三回 中東問題をめ
ぐって｣

木内信胤 1958 7 31 1綴
カーボ

ン

3938 国際経済の動き161
｢ニューヨーク便り第
四回 アメリカの不況
の見方｣

木内信胤 1958 7 31 1綴
カーボ

ン

3939 国際経済の動き162
｢ニューヨーク便り第
五回 鉄鋼の値上げ｣

木内信胤 1958 8 12 1綴
カーボ

ン

3940 国際経済の動き163
｢アメリカ便り第六回
アメリカの農業問題｣

木内信胤 1958 8 12 1綴
カーボ

ン

3941 国際経済の動き164
｢アメリカ便り第七回
アメリカ経済をどう
みるか｣

木内信胤 1958 8 28 1綴
カーボ

ン

3942 国際経済の動き165
｢アメリカ便り第八回
カナダ旅行から｣

木内信胤 1958 8 21 1綴
カーボ

ン

3943 国際経済の動き166
｢ニューヨーク便り第
九回 最近の国際情勢
について｣

木内信胤 1958 9 9 1綴
カーボ

ン

3944 国際経済の動き167
｢ニューヨーク便り第
十回 国際経済の相互
依存性について｣

木内信胤 1958 9 9 1綴
カーボ

ン

3945 国際経済の動き168
｢アメリカにおけるイ
ンフレーションとそ
の対策｣

木内信胤 1958 9 25 1綴
カーボ

ン
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3946 国際経済の動き169 ｢ビルマの政変｣ 木内信胤 1958 9 30 1綴
カーボ

ン

3947 国際経済の動き170
｢ドゴール勝利をどう
見るか｣

木内信胤 1958 10 8 1綴
カーボ

ン

3948 国際経済の動き171 ｢中共の国内事情｣ 木内信胤 1958 10 13 1綴
カーボ

ン

3949 国際経済の動き172
｢世界の不況につい
て｣

木内信胤 1958 10 23 1綴
カーボ

ン

3950 国際経済の動き173
｢西ドイツの経済につ
いて｣

木内信胤 1958 10 30 1綴
カーボ

ン

3951 国際経済の動き174
｢ハワイの経済につい
て｣

木内信胤 1958 11 6 1綴
カーボ

ン

3952 国際経済の動き175 ｢ドゴールの新憲法｣ 木内信胤 1958 11 14 1綴
カーボ

ン

3953 国際経済の動き176
｢ソ連の新七ヶ年計
画｣

木内信胤 1958 11 20 1綴
カーボ

ン

3954 国際経済の動き177
｢欧州共同市場と英仏
の衝突｣

177回用原稿であ
ると推定

木内信胤 1958 11 26 1綴
カーボ

ン

3955 国際経済の動き178
｢ベルリン問題につい
て｣

木内信胤 1958 12 3 1綴
カーボ

ン

3956 国際経済の動き179 ｢全アフリカ会議｣ 木内信胤 1958 12 9 1綴
カーボ

ン

3957 国際経済の動き170(180)
｢アジアアフリカ経済
会議について｣

｢170｣との書込み
あるも｢180｣の誤
りか

木内信胤 12 18 1綴
カーボ

ン

3958 国際経済の動き181 ｢一九五八年の回顧｣ 木内信胤 1958 12 24 1綴
カーボ

ン

3959 国際経済の動き182 ｢一九五九年の展望｣ 年代は推定による 木内信胤 1959 1 1綴 謄写
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3960 国際経済の動き183 ｢欧州通貨の自由化｣ 木内信胤 1959 1 8 1綴
カーボ

ン

3961 国際経済の動き184
｢アイゼンハワー大統
領の年頭教書につい
て｣

木内信胤 1959 1 14 1綴
カーボ

ン

3962 国際経済の動き185
｢ミコヤンの訪米につ
いて｣

木内信胤 1959 1 22 1綴
カーボ

ン

3963 国際経済の動き186
｢フルシチョフの演
説｣

木内信胤 1959 1 29 1綴
カーボ

ン

3964 国際経済の動き187 ｢不況の後の反省｣ 木内信胤 1959 2 5 1綴
カーボ

ン

3965 国際経済の動き188
｢ソ連の対外援助と対
外貿易｣

木内信胤 1959 2 12 1綴
カーボ

ン

3966 国際経済の動き189
｢中共貿易をどう見る
か｣

木内信胤 1959 2 19 1綴
カーボ

ン

3967 国際経済の動き190
｢トルコのもつ､世界
状勢の中での意義｣

木内信胤 1959 2 26 1綴
カーボ

ン

3968 国際経済の動き191 ｢ブラジルという国｣ 木内信胤 1959 3 5 1綴
カーボ

ン

3969 放送原稿メモ
｢国際経済の動き191｣
のメモか

木内信胤 1959 3 5 1枚 鉛筆

3970 国際経済の動き192 ｢イラクの事情｣ 木内信胤 1959 3 12 1綴
カーボ

ン

3971 国際経済の動き193
｢ベルリン問題と東
ヨーロッパ｣

木内信胤 1959 3 16 1綴
カーボ

ン

3972 国際経済の動き194 ｢帝国主義論争｣ 木内信胤 1959 3 26 1綴
カーボ

ン

3973 世界経済の動き195
｢欧州の通貨自由化と
共同市場その后｣

木内信胤 1959 4 2 1綴
カーボ

ン
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3974 世界経済の動き196
｢最近の事件につい
て｣

木内信胤 1959 4 9 1綴 タイプ

3975 世界経済の動き197
ダレス引退と冷戦の
行方

作成者は推定 木内信胤 1959 4 16 1綴
カーボ

ン

3976 世界経済の動き198 インドネシアの内情 作成者は推定 木内信胤 1959 4 23 1綴
カーボ

ン

3977 世界経済の動き199
中南米の経済事情そ
の一 その問題点

作成者は推定 木内信胤 1959 4 28 1綴
カーボ

ン
収納封
筒

3978 世界経済の動き200
中南米の経済事情そ
の二 その地理

作成者は推定 木内信胤 1959 4 28 1綴
カーボ

ン

3979 世界経済の動き201
中南米の経済事情3
メキシコという国 メ
キシコ便り

作成者は推定 木内信胤 1959 5 12 1綴
カーボ

ン

3980 世界経済の動き202
｢中南米の経済事情4
中米の経済統合問題｣

木内信胤 1959 3 12 1綴
カーボ

ン

3981 1 小寺送り状
送付物と送付タイミ
ングについて

Kodera
Miss
Shimizu

1959 6 10 1枚 謄写

3981 2 世界経済の動き204

｢中南米の経済事情そ
の五｣コロンビア ペ
ルー チリの三国につ
いて

木内信胤 1959 6 2 1綴 鉛筆

3982 世界経済の動き205
｢中南米の経済事情6
為替の管理について｣

木内信胤 1959 6 2 1綴
カーボ

ン
回覧メ
モ

3983 世界経済の動き206
｢中南米の経済事情そ
の七｣アルゼンチンと
ブラジルについて

講師木内信胤 木内信胤 1959 6 15 1綴 ペン

3984 世界経済の動き207
｢中南米の経済事情そ
の八｣アルゼンチンと
ブラジルについて

講師木内信胤 木内信胤 1959 6 15 1綴 ペン
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3985 世界経済の動き208
｢中南米の経済事情そ
の九｣中南米経済の捉
え方

｢ニューヨークよ
り｣とあり、小寺
から送付されたも
のと考えられる

木内信胤 1959 6 26 1綴
カーボ

ン

3986 世界経済の動き209
｢中南米の経済事情そ
の十｣中南米経済をど
のように捉えるか

｢ニューヨークよ
り｣とあり、小寺
から送付されたも
のと考えられる

木内信胤 1959 6 26 1綴
カーボ

ン

3987 世界経済の動き210
金の価格は引上げら
れるのか

作成者は推定 木内信胤 1959 7 9 1綴
カーボ

ン
封筒

3988 世界経済の動き211
｢生まれ変ったフラン
スの経済｣

木内信胤 1959 7 23 1綴
カーボ

ン

3989 世界経済の動き212
欧州共同市場をどう
みるか

作成者は推定 木内信胤 1959 7 30 1綴
カーボ

ン

3990 世界経済の動き213
フルシチョフ首相の
アメリカ訪問をめ
ぐって

作成者は推定 木内信胤 1959 8 6 1綴
カーボ

ン

3991 世界経済の動き214 貿易の自由化と日本 作成者は推定 木内信胤 1959 8 10 1綴
カーボ

ン
収納封
筒

3992 世界経済の動き215
｢アメリカの鉄鋼スト
について｣

｢アメリカの鉄鋼
ストについて｣

木内信胤 1959 8 20 1綴
カーボ

ン

3993 世界経済の動き216 中共のこのごろ 作成者は推定 木内信胤 1959 8 27 1綴
カーボ

ン

3994 世界経済の動き217
最近のインドの内
情｡作成者は推定｡

木内信胤 1959 9 3 1綴 謄写

3995 世界経済の動き218
トルコの経済の最近
の動き

作成者は推定 木内信胤 1959 9 10 1綴
カーボ

ン

3996 世界経済の動き219
西独社会民主党の新
綱領

作成者は推定 木内信胤 1959 9 16 1綴
カーボ

ン
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3997 世界経済の動き220
フルシチョフ首相訪
米の前半を省みて

作成者は推定 木内信胤 1959 9 23 1綴
カーボ

ン

3998 世界経済の動き221 フルシチョフと中共 作成者は推定 木内信胤 1959 10 1 1綴
カーボ

ン

東京米
大使館
封筒

3999 世界経済の動き222 国際通貨基金の総会 作成者は推定 木内信胤 1959 10 8 1綴
カーボ

ン

4000 世界経済の動き223 世界の人口 作成者は推定 木内信胤 1959 10 9 1綴
カーボ

ン

4001 世界経済の動き224
ガットの総会につい
て

作成者は推定 木内信胤 1959 10 22 1綴
カーボ

ン

4002 世界経済の動き225
ソ連の予算案と国民
経済発展計画

作成者は推定 木内信胤 1959 10 29 1綴
カーボ

ン
収納封
筒

4003 世界経済の動き226
最近のドゴールの外
交

作成者は推定 木内信胤 1959 11 5 1綴
カーボ

ン
封筒

4004 世界経済の動き227
アメリカの鉄鋼スト
の中間報告

作成者は推定 木内信胤 1959 11 12 1綴
カーボ

ン

4005 世界経済の動き228 エールという国 作成者は推定 木内信胤 1959 11 12 1綴
カーボ

ン

4006 世界経済の動き229
小欧州自由貿易圏と
欧州共同市場

作成者は推定 木内信胤 1959 11 25 1綴
カーボ

ン

4007 世界経済の動き230
ドルの逆調とアメリ
カの態度

作成者は推定 木内信胤 1959 12 3 1綴
カーボ

ン

4008 世界経済の動き231
インドネシアという
国

作成者は推定 木内信胤 1959 12 10 1綴
カーボ

ン

4009 世界経済の動き232 インドネシアの華商 作成者は推定 木内信胤 1959 12 11 1綴
カーボ

ン

4010 世界経済の動き233
NATO理事会と西側の
巨頭会談

作成者は推定 木内信胤 1959 12 23 1綴
カーボ

ン
収納封
筒
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4011 世界経済の動き234
一九五九年と欧州共
同市場

作成者は推定 木内信胤 1959 12 30 1綴
カーボ

ン

4012 世界経済の動き235
一九六〇年とソ連の
変質

作成者は推定 木内信胤 1960 1 7 1綴
カーボ

ン

4013 世界経済の動き236
一九六〇年と植民地
の独立

作成者は推定 木内信胤 1960 1 12 1綴
カーボ

ン
収納封
筒

1－3．著作関係 ▼TRADE WITH COMMUNIST CHINA▼

4014 0 封筒｢The ORIENTAL
ECONOMIST｣

“TRADE WITH
COMMUNIST CHINA”関
連資料を収納

1枚

4014 1 鶴岡厚生書簡
玉稿の翻訳送付につ
き

鶴岡厚生 木内信胤 1965 6 10 1通 ペン

4014 2
TRADE WITH COMMUNIST
CHINA:WHAT DOES IT MEAN TO
JAPAN？

鶴岡厚生が英訳し
たものと見られる

木内信胤 1965 11枚 タイプ

4014 3 木内信胤書簡
“TRADE WITH
COMMUNIST CHINA”送
付につき

木内信胤 Bosc 1965 6 15 1通 タイプ

4014 4
TRADE WITH COMMUNIST
CHINA:WHAT DOES IT MEAN TO
JAPAN？

木内信胤 1965 11枚 タイプ

4015 0 保管封筒
“TRADE WITH
COMMUNIST CHINA”関
連資料を収納

1965 1枚

4015 1 Robert Bosc, SJ書簡
“TRADE WITH
COMMUNIST CHINA”の
件

Robert
Bosc, SJ

1965 6 26 1通 タイプ

4015 2
TRADE WITH COMMUNIST
CHINA:WHAT DOES IT MEAN TO
JAPAN？

木内信胤 1点 タイプ

1－4．著作関係 ▼『当来の経済学』▼

4016 PREFACE ハイエクの序文原稿
ハイエクの送り状
1通添付

F. A.
Hayek

1980 11 14 * 1枚 タイプ
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4017 メモ｢木内氏八十才記念出版
刊行会｣

支出明細

当来の経済学、AN
APPEAL TO
AMERICANSに関連
か

2枚 鉛筆

4018 『当来の経済学』 連絡事項
当来の経済学、写し
終了。訂正事項につ
いて。

木内宛 井上 木内信胤 1枚 鉛筆

4019 ｢『当来の経済学』の英語版
に添へて｣

英語版刊行の経緯、
書き直した部分 など

複写資料1点添付 木内信胤 1981 5 6 1冊 活字

1－5．著作関係 ▼”AN APPEAL TO AMERICANS”▼

4020 0 アメリカ関連原稿収納ファイ
ル

年代は収納物の内
容から

1980 1点

4020 1
アメリカの経済危機に関する
｢特別研究｣とその成果―アメ
リカに向っての我々の忠告

作成年代は、木内
『当来の経済学』
に関する記述から
推定

木内信胤 1980 * 1点 ペン

4020 2 英語論文の作り方について 編集者への指示事項 木内信胤 1980 3 26 * 1点 鉛筆

4020 3 パンフレットの作り方につい
て

編集者への指示事項 木内信胤 1980 4 16 * 1点 鉛筆

4021 0 収納ファイル
木内の英文原稿類を
収納していたファイ
ル

1点

4021 1 PARTⅡ ON THE AILING
ECONOMICS

Highlights of TORAI
NO
KEIZAIGAKU(UPCOMING
ECONOMIC THEORY)

『当来の経済学』
英語版関連。“AN
APPEAL TO
AMERICANS”のた
め作成か。

木内信胤 * 6枚 タイプ

4021 2 PARTⅡ HIGHLIGHT OF THE
New Book

前資料とほぼ同内
容のもの

木内信胤 6枚 タイプ

4021 3 HIGHLIGHT OF THE UPCOMING
ECONOMIC THEORY

前資料の複製版
(書込みなど若干
違いあり)

木内信胤 * 1点 タイプ

1100



資料
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枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4021 4

AN APPEAL TO AMERICANS-
Some Suggestions from a
Japanese to Avert a
Catastrophy in the
American Economy-

資料中2点は電子
複写版

木内信胤 1980 4
同様3
点

タイプ

4021 5

AN APPEAL TO AMERICANS-
Some Suggestions from a
Japanese to Avert a
Catastrophy in the
American Economy-

前資料の旧バー
ジョンか。加筆訂
正箇所多数。

木内信胤 1980 4 1点 タイプ

4021 6 Future of the U.S. Economy
as seen by a Japanese

“AN APPEAL TO
AMERICANS”草稿

木内信胤 1980 4枚 タイプ

4021 7

An Appeal to Americans-ア
メリカ経済がカタストローフ
に陥ることを避けるための一
人の日本人からの
Suggestion-

“AN APPEAL TO
AMERICANS”草稿

資料4021-11の複
写版に加筆したも
の

木内信胤 * 5枚 鉛筆

4021 8

AN APPEAL TO AMERICANS-
Some Suggestions from a
Japanese to Avert a
Catastrophy in the
American Economy-

“AN APPEAL TO
AMERICANS”草稿

木内信胤 * 5枚 タイプ

4021 9 AN APPEAL TO AMERICANS草稿 木内信胤 5枚 タイプ

4021 10 AN APPEAL TO AMERICANS草稿 木内信胤 2枚 鉛筆

4021 11

An Appeal to Americans-ア
メリカ経済がカタストローフ
に陥ることを避けるための一
人の日本人からの
Suggestion-

“AN APPEAL TO
AMERICANS”草稿

木内信胤
同様2
点

鉛筆

4021 12 “AN APPEAL TO AMERICANS”
草稿

木内信胤 * 1枚 タイプ
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4021 13

A Special Study on a
Possible Economic Crisis
in America- My Advice to
America-

“AN APPEAL TO
AMERICANS”関連か

* 1点 タイプ

4021 14 英単語リスト一覧
書籍タイトルの考案
メモか

“THE COMING OF
A NEW
ECONOMICS”など
とあり

同一2
枚

タイプ

4021 15 PART Ⅱ ON THE AILING
ECONOMICS

“AN APPEAL TO
AMERICANS”のた
め作成か

* 6枚 タイプ

4021 16

HIGHLIGHTS OF "UPCOMING
ECONOMIC THEORY" AND SOME
ADVICE TO THE AMERICANS
BASED ON THAT THEORY

PartⅠOn The Ailing
Economics, PartⅡ
The American
Exonomy As a
Japanese Sees It

“AN APPEAL TO
AMERICANS”のた
め作成か

木内信胤 * 8枚 タイプ

4021 17 Highlights
｢appeal｣に｢PartⅡ｣
を添付する理由につ
いて

AN APPEAL TO
AMERICANS関連

木内信胤 *
同様2
点

ペン

4021 18 PartⅠの最後について
AN APPEAL TO
AMERICANS関連

木内信胤 *
同様2
点

ペン

4021 19 AN APPEAL TO AMERICANS補足
原稿

｢F｣、｢G｣について

AN APPEAL TO
AMERICANSの補足
原稿の一部か。8
～14頁のみ。

木内信胤 * 1点 鉛筆

4021 20 木内信胤書簡
AN APPEAL TO
AMERICANS関連

木内信胤 岩間 3 26 * 1通
カーボ

ン

4021 21 パンフレットの構成に関して
パンフレット題名、
構成、序文

表題は内容から 木内信胤 1980 4 12 1点 ペン

4021 22 序文
パンフレットの趣旨
について

前資料の序文をさ
らに推敲したもの

木内信胤 1点 鉛筆

4021 23 Foreword
パンフレット序文(英
文版)

木内信胤 * 1点 タイプ
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4021 24 英語論文の作り方について 編集者への指示事項
資料4020-2と同様
のもの

木内信胤 1980 3 26 * 1点 鉛筆

4021 25
A "Special Study" on an
American Economic Crisis
-Advice for America-

送り状(小浪から
清水宛)1通添付

木内信胤 1点 タイプ

4022 D. F. Gatesコメント
木内｢An Appeal to
Americans｣に対する
コメント

もと八城政基宛。
八城から木内に送
付されたもの。

D. F.
Gates

1980 9 9 1点 タイプ
封筒、
送り状

4023 デービッド･ルー書簡
原稿出版の件、レー
ガン知事申言の件

デービッ
ド･ルー

木内信胤 1980 9 16 1通 ペン 封筒

4024 0 保管封筒
デービッド･ルー関連
書簡・書類を収納

封筒に｢第二信｣と
書込みあり

1980 1枚

4024 1 デービッド･ルー書簡
｢当来の経済学｣出版
の件(プレンテス・
ホール社の件など)

デービッ
ド･ルー

木内信胤 1980 9 24 1通 ペン

4024 2 David C. Hildebrand書簡
｢当来の経済学｣当社
では出版し難し

David C.
Hildebrand

editor,Econ
omics&Finan
ce,Prentice
-Hall,Inc.

デービッ
ド･ルー

Center for
Japanese
Studies,
Bucknell
University

1980 9 15 1通 タイプ

4024 3 デービッド･ルー書簡
日本のエコノミスト
木内信胤氏の主張に
つき

デービッ
ド･ルー

Director,Ce
nter for
Japanese
Studies,
Bucknell
University

Ronald
Reagan

Governor,
California

1980 8 20 * 1通 タイプ

4024 4 木内信胤書簡
9月16・24日付書簡拝
受、ハイエクその他
への連絡の件

｢スタンフォード
でゲラ刷りを読ん
で貰った人たちの
人名リスト｣1枚添
付

木内信胤
デービッ
ド･ルー

1980 10 8 * 1通 ペン

4024 5 木内信胤書簡
ドイツ語訳出版の
件、キャンペイン氏
出版社の件

木内信胤
デービッ
ド･ルー

1980 10 17 1通 ペン
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4025 0 保管封筒
デービッド･ルー関連
書簡・書類を収納

封筒に｢第三信｣と
書込みあり

1980 1枚

4025 1 デービッド･ルー書簡 出版社の件
デービッ
ド･ルー

木内信胤 1980 10 29 1通 ペン

4025 2 デービッド･ルー書簡 ｢当来の経済学｣の件
デービッ
ド･ルー

Director,Ce
nter for
Japanese
Studies,
Bucknell
University

Jameson G.
Campaigne,
Jr.

President,
Caroline
House
Publishers,
Inc.

1980 10 29 * 1通 タイプ

4025 3 デービッド･ルー書簡 ｢当来の経済学｣の件
デービッ
ド･ルー

O'brien 1980 10 29 * 1通 タイプ

4025 4 デービッド･ルー書簡 ｢当来の経済学｣の件
デービッ
ド･ルー

Edgerton 1980 10 29 * 1通 タイプ

4025 5 木内信胤書簡
キャンペイン氏へ出
版依頼で決定したし

木内信胤
デービッ
ド･ルー

1980 11 7 * 1通 ペン

4026 0 保管封筒
Jameson G.
Campaigne, Jr.関連
書簡を収納

Jameson G.
Campaigne,
Jr.

1980 1枚

4026 1 Jameson G. Campaigne, Jr.
書簡

木内著作出版の件
うち1通は電子式
複写による複製物

Jameson G.
Campaigne,
Jr.

President,
Caroline
House
Publishers,
Inc.

木内信胤 1980 10 28
同様2
通

タイプ

4026 2 木内信胤書簡 出版の件につき報告 木内信胤
Jameson G.
Campaigne,
Jr.

1980 11 8 * 1通 タイプ

4026 3 木内信胤書簡
ハイエク教授執筆の
序文の件

木内信胤
Jameson G.
Campaigne,
Jr.

1980 12 3 * 1通 タイプ

4026 4 木内信胤書簡 校正刷り送付の件 木内信胤
Jameson G.
Campaigne,
Jr.

1980 12 20 * 1通 タイプ
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4027 0 保管封筒
デービッド･ルー関連
書簡を収納

封筒に｢第四信｣と
書込みあり

1980 1枚

4027 1 デービッド･ルー書簡
｢当来の経済学｣出版
に関する参考意見

デービッ
ド･ルー

木内信胤 1980 11 27 1通 ペン

4027 2 木内信胤書簡
ハイエク先生から届
いたPrefareのコピー
送付

木内信胤
デービッ
ド･ルー

1980 12 5 * 1通 ペン

4028 Haller書簡
ドイツにおける本の
翻訳出版に関して

Haller
Interflex
Datensystem
e GmbH

木内信胤 1981 1 7 1通 タイプ

4029 0 保管封筒
デービッド･ルー関連
書簡を収納

封筒に｢第五信｣と
書込みあり

1981 1枚

4029 1 デービッド･ルー書簡
補助出版の計画につ
き

デービッ
ド･ルー

木内信胤 1981 1 27 1通 ペン

4029 2 木内信胤書簡
補助金による出版に
つき御教示願う

木内信胤
デービッ
ド･ルー

1981 2 10 * 1通 ペン

4030 デービッド･ルー書簡
｢当来の経済学｣英文
出版断念の件拝承

デービッ
ド･ルー

木内信胤 1981 3 27 1通 ペン 封筒

4031 0 保管封筒
｢当来の経済学｣英語
版に関連したハイエ
ク書簡などを収納

1980 1枚

4031 1 F. A. Hayek書簡 序文の件
F. A.
Hayek

木内信胤 1980 11 14 1通 タイプ

4031 2 PREFACE
木内の著書に掲載予
定のハイエクの序文
原稿

うち1通は電子式
複写による複製

F. A.
Hayek

1980 11 14
同一2
通

タイプ

4031 3 木内信胤書簡 序文送付への御礼 木内信胤
F. A.
Hayek

1980 12 5 *
同一2
通

タイプ

4031 4 木内信胤書簡
｢当来の経済学｣英語
版のアメリカでの出
版断念につき

木内信胤
F. A.
Hayek

1981 7 31 1通 タイプ
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4032 0 保管封筒

｢当来の経済学｣英語
版に関するWilli
Haller関連書簡を収
納

1980 1枚

4032 1 Willi Haller書簡
英語版によるコピー
送付への御礼

Willi
Haller

木内信胤 1980 10 7 1通 タイプ

4032 2 木内信胤書簡
アメリカでの本の出
版未決定、ドイツ語
版につき

木内信胤
Willi
Haller

1980 12 22 * 1通 タイプ

4032 3 木内信胤書簡

｢当来の経済学｣英語
版のアメリカでの出
版断念、ドイツ語訳
の件

木内信胤
Willi
Haller

1981 7 31 * 1通 タイプ

4032 4 木内信胤書簡
｢当来の経済学｣英語
版・ドイツ語版につ
き(草稿)

航空書簡用箋に記
入後、裁断したも
の

木内信胤
Willi
Haller

1980 10 16 1通 ペン

4033 木内信胤書簡草稿
アメリカでの出版断
念

『当来の経済学』
英語版の件

木内信胤
キャンペー
ン

1通 ペン

4034 木内信胤書簡
『当来の経済学』出
版断念の件

木内信胤
デービッ
ド・ルー

1981 3 17 * 1通 ペン

4035 Lester C. Thurow書簡
『当来の経済学』英
語版への感想

Lester C.
Thurow

木内信胤 1981 7 20 *
同様2
通

ワープ
ロ

4036 英語版の書き換え序文
『当来の経済学』英
語版の序文原稿

木内信胤 *
同一2
点

ペン

1－6．著作関係 ▼｢私の履歴書｣▼

4037 木内信胤『私の履歴書』
第1回から26回までを
まとめたもの

日付は連載開始日
日本経
済新聞

日本経済新
聞社

1979 10 15 * 26枚 活字

4038 私の履歴書 文化人シリーズ
パンフレット

第20巻(昭和59年7
月刊行予定)に木
内信胤の氏名あり

日本経済新
聞社出版局

1983 1点 活字 送り状

1－7．著作関係 ▼原稿▼
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4039 時局拾取ノ一構想

｢一､鈴木内閣ノ退場｣
｢二､後継内閣｣｢三､当
面ノ必要｣｢四､国民ノ
心構｣｢五､出発点｣ 他

3名の捺印あり 木内信胤 1945 8 14 25枚
カーボ

ン

4040 六大銀行より見たる政府の補
償債務支払拒否問題

｢銀行協会有志会
の為に執筆｣とあ
り

木内信胤 1946 6 10 1綴 謄写

4041 日本人のInferiority
Complex-或米人との会話

木内信胤 1946 7 5 14枚 鉛筆

4042 日本人のInferiority
Complex-或る米国人との会話

木内信胤 1946 7 8 1綴 鉛筆

4043 軍需補償打切りの条件
｢日本経済新聞に
投稿のつもりに
て｣とあり

木内信胤 1946 7 16 1綴 鉛筆

4044 補償打切り論に纏はる迷信
｢日本経済新聞に
第二回投稿のた
め｣とあり

木内信胤 1946 7 21 1綴 鉛筆

4045 補償実行は果して財界に救ひ
難き禍根を植えるか

｢日本経済新聞へ
の第三稿として｣
とあり

木内信胤 1946 7 22 1綴 鉛筆

4046 為替相場決定問題の考へ方に
就いて

ペンによる修正箇
所多数

木内信胤 1946 9 5 1綴 鉛筆

4047 為替相場決定問題の考え方に
就いて

木内信胤 1946 9 6 1点 タイプ

4048 物価体系再建論
上・中・下。資料
番号4050と関連。

木内信胤 1946 10 7 1点 鉛筆

4049 夢と現実
栄週法、食糧・労
働・工業事情

修正箇所多数あり 木内信胤 1946 10 11 13枚 鉛筆
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4050 物価体系の再建論

東洋経済新報に掲載
されるが、校正が過
剰で、3頁分の原稿を
紛失された旨の記載
あり

抜けている部分に
ついては本文38・
39頁参照のこと

木内信胤 1946 10 17 1綴 ペン

4051 無用なる悲観論を排す
横浜正金銀行調査
部原稿用紙使用

木内信胤 1946 12 22 17枚 鉛筆

4052 正金ゼミナール
賃金と物価の関係に
ついて

記述は冒頭2枚の
み

木内信胤 1947 7 16 15枚 鉛筆

4053 経済外交政策 木内信胤 1955 11 17 4枚 鉛筆

4054 Strangeness of Japan's
Behavior

年代は内容から推
定。小浪への送り
状1通添付あり。

木内信胤 1962 8 27 1点 鉛筆

4055 中共貿易は日本にとって何を
意味するか

年代は推定によ
る。『フランス雑
誌』原稿と見られ
る

木内信胤 1965 1点 鉛筆

4056 大学院並びに高等研究所に関
する根本方針

木内原稿 1967 5 23 1点 鉛筆

4057 ガットはもう古い 木内原稿 1970 5 4 1点 ペン

4058 木内論壇原稿
短波放送､26回分 (4
月3日～9月25日)

木内信胤 1973 4 3 1点 ペン

4059 0 保管封筒
近藤啓吾書簡、木内
返信など収納

近藤啓吾 1979 1枚

4059 1 近藤啓吾書簡

徳富蘇峰著『近世日
本国民史』文庫本復
刊につき紹介文依頼
の件

1枚目が木内紹介
文の参考原稿と見
られる。年代は推
定による。

近藤啓吾 木内信胤 1979 3 23 1通 ペン
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4059 2 徳富蘇峰著『近世日本国民
史』文庫本紹介文

近藤の原案を木内
が若干手直しした
もの

木内信胤 1979 4 16 * 1枚 ペン
送り状
(近藤啓
吾宛)

4060
債権･債務関係の全体を研究
し直さうとするわけ､並にそ
の方法

国際金融問題 木内信胤 1983 5 25 1点 ペン 封筒

4061 勅題によりて詠める三首 勅題｢木｣ 木内信胤 1986 6 9 1点 ペン

4062 死ぬことについて 木内信胤 1986 10 2 *
同様
18点

ワープ
ロ

封筒

4063 私のプロフィル 木内信胤 1986 11 25 1点 ペン

4064 日本の新しい使命について 原稿 木内信胤 1987 6 18 7枚 ペン

4065 私の新作五首 俵万智さんに
触発されて

木内短歌 裏面もあり 木内信胤 1987 7 9 1枚 ペン

4066 俵万智さん歌二首
俵万智の短歌2首
を木内が写したも
の

木内信胤 1987 7 9 1点 ペン

4067 俵万智さん歌二首･私の新作
五首

1987 7 9 * 1点
ワープ

ロ

4068 日本の政治に何を望むか
政治に対する国民の
望み

木内信胤 1987 10 26 3枚 ペン

4069 今回の話題
竹下新政権のすべり
出し、新政権に望む
べきこと

木内信胤 1987 11 17 3枚 ペン

4070 序文－竹下さんここからどう
ぞ

講談社用。本の出
版計画あり。

木内信胤 1987 12 19 * 1点 ペン

4071 三つのテーマについての私の
考へ方の説明

｢今後十年の世
界｣、日本の｢位置
付け｣、世界史的
位置付け

木内信胤 1987 12 23 6枚 ペン
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4072 今度の｢税制改革｣は、なぜよ
くないのか

消費税導入をめぐる
問題

木内信胤 1988 7 27 9枚 ペン

4073 政治改革の推進に関する覚書
(その一)

中尾栄一宛送り状
1通添付

木内信胤 1989 2 5 *
同様7
枚

ワープ
ロ

4074 税制を根本のところから考へ
るについて

税制法案について 木内信胤 1989 2 22 3枚 ペン

4075 政治改革の推進に関する覚書
(その二)

竹下政権に関して 木内信胤 1989 3 7 1点 ペン

4076 政治改革の推進に関する覚書
(その二)

中尾栄一宛送り状
1通添付

木内信胤 1989 3 7 * 2枚
ワープ

ロ

4077 時局論文集 (その二) 目次
｢政治改革｣のための
提案

木内信胤 1989 3 31 4枚 ペン

4078 総理は次のやうに言はれると
いい

宇野総理の女性問題
への対応策提案

資料4515での構想
を具体化させたも
の

木内信胤 1989 7 7 *
同一3
点

ペン

4079 私からのメッセージ
政治・総選挙などに
ついて

｢今度は出席出来
ないで残念で
す｣。出席したら
話したであろうこ
とを文章化。

木内信胤 1989 7 19 1点 ペン

4080 序文
『時局論文集(その
三)』の序文原稿

木内信胤 1989 8 1 1点 ペン

4081 読売新聞アンケートへの回答
中東問題関連アン
ケートへの回答

アンケート責任者
は読売新聞社政治
部長北原健児。木
内草稿を清書して
回答。

木内信胤 1990 9 25 2枚 ペン
木内草
稿5枚

4082 世の中の変り方について－そ
れは｢景気｣にどう影響するか

木内信胤 1991 5 23 1点 ペン

4083
考へ方の基盤が変った どう
対応するか-何がどう変った
のか対応の理念は何か

掲載紙不明。後
欠。

木内信胤 1991 6 12 1綴 ペン
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4084 サッチャー辞職後のイギリス
英訳付き｡赤字で
書込みあり。

木内信胤 1991 6 16 2枚 ペン

4085 借地･借家法について知りた
いこと

木内信胤 1991 7 9 1綴 ペン

4086 東京裁判の本について
｢中村さんとの了解事
項｣とあり

木内信胤 1991 7 16 1綴 ペン

4087 謹呈の辞
よりよき日本となる
ために書かれた本

木内信胤 1991 10 10 1綴 ペン

4088 米ソ関係について 年代は推定による 木内信胤 1991 1綴 ペン

4089 まへがき
『私の宗教観』前書
き

年代は推定による 木内信胤 1991 1綴 ペン

4090 税金の件 木内信胤 1992 1 24 1綴 ペン

4091 今知ってゐるべきこと･考へ
ておくべきことについて

木内信胤 1993 2 1 1綴 ペン

4092 大蔵省の思想の改良-私の緊
急提案

木内信胤 1993 3 10 1綴 ペン
校正打
ち出し
原稿

4093 内外の変化をアップ･トゥ･デ
イトに整理してみる

木内信胤 1993 5 10 1綴 ペン

4094 予算編成のマナー
『東京新聞』月曜経
済6月22日掲載原稿

木内信胤 6 12 10枚 鉛筆

4095 日本経済分析 講演レジュメか 木内信胤 8 27 2枚 鉛筆

4096 時局雑感 インフレについて
木内は大蔵省参事
官の肩書き

木内信胤 1点 鉛筆

4097 論じて欲しい諸問題
｢日本経済情報の
為に｣とあり

木内信胤 1点 鉛筆
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4098 所得への課税方法についての
草稿

1頁欠｡表題は内容
から｡日本経済復
興協会罫紙｡

木内信胤 11枚 鉛筆

4099 為替相場決定問題の考え方に
就いて

3枚目以降欠落 木内信胤 2枚 ペン

4100 別紙 (A) イスラム圏について 木内信胤 1綴 ペン

4101 題目

｢なぜ単純小選挙区制
が政治の救ひか｣･｢法
華経のなかの私を驚
かせたいくつかの言
葉について｣ 他

木内信胤 1点 ペン

4102 目次
現代の文明、思想的
拠りどころ など

木内信胤 1綴 ペン

4103 1 目次

｢アメリカの日本叩
き｣に関連して為すべ
き三つのこと、政治
改革、憲法問題

木内信胤 1綴 ペン

4103 2 附記 木内信胤 1綴 ペン

4104 本の推薦 矢野さんの本の帯 木内信胤 1枚 ペン

4105 二､｢これから書きたいと思う
ことのあらまし｣

18頁～33頁(1～17
頁抜けあり)

木内信胤 * 8枚 ペン

4106 匠寿庵のため 巻頭言 萩(植物)に関して 木内信胤 * 2枚 ペン

4107 国際化の中での日本人の生き
方と当面の政治情勢

プレジデント掲載
原稿。欄外に｢中
山さん宛｣とあり｡

木内信胤 5枚 ペン

4108 税制改革関連論文

34頁～75頁と83
頁｡34～40頁は電
子式複写による複
製。

木内信胤 1点 ペン

4109 ｢宗教の時代｣はこのやうな形
で始まって欲しい

タイトルのみ 木内信胤 1枚 ペン
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4110
政治のこのような｢変調｣の、
あとはどうなるのだろうか－
いろいろの可能性について－

タイトルのみ 木内信胤 1枚 ペン

4111
｢税金のレベル｣は、他のこと
との兼ね合ひで決まること
だ、といふことについて

中途原稿。1枚目
欠。

木内信胤 1枚 ペン

4112 ｢イラク問題｣ 湾岸戦争関係
1枚目欠。2～5、7
頁のみ。

木内信胤 5枚 ペン

4113 木内信胤原稿 日米関係
中途原稿。23頁～
37頁のみ。

木内信胤 1点 ペン

4114 後進国の自由と秩序および援
助の問題

木内信胤 * 1点 ペン

4115 CEDの日本観とその貿易自由
化論

『中央公論』原稿
と見られる

木内信胤 1綴 鉛筆

4116 EECと英国
｢英国のEEC加入交渉
停頓｣。資料4165、
4166の日本語版か。

『Japan Times』
原稿と思われる

木内信胤 1点 鉛筆

4117 Reconsider Japanに対するひ
とつの日本人のreaction

『オリエンタルエコ
ノミスト』掲載論文
草稿

日本語草稿 木内信胤 1点 鉛筆

4118 Reconsider Japanに対するひ
とつの日本人の反応

『オリエンタルエコ
ノミスト』掲載論文
草稿

前資料をさらに推
敲したものか

木内信胤 1点 鉛筆

4119 為替管理撤廃のプログラム
『東京新聞』月曜経
済5月11日掲載原稿

木内信胤 10枚 鉛筆

4120 税の考え直し
『東京新聞』月曜経
済5月25日掲載原稿

木内信胤 1点 鉛筆

4121 投資余力を計量しよう
『東京新聞』月曜経
済6月8日掲載原稿

木内信胤 10枚 鉛筆
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4122 漢字
『毎日』憂楽帳5月16
日掲載原稿

木内信胤 4枚 鉛筆

4123 殺生
『毎日』憂楽帳5月22
日掲載原稿

木内信胤 4枚 鉛筆

4124 六百字
『毎日』憂楽帳5月29
日掲載原稿

木内信胤 4枚 鉛筆

4125 『後進国開発の研究』　まえ
がき

特に本書の生い立ち
を中心に

木内信胤 1点 鉛筆

4126 『後進国開発の研究』　むす
び

考え方の整理のため
に

木内信胤 1点 鉛筆

4127 野球と高校生活
木内が自身の一高
時代を回顧したも
の

木内信胤 * 1点 ペン

4128 無題原稿
構造転換、台湾・韓
国問題　など

木内の原稿と推測
される。野村総研
用箋使用。演説を
写したものか。

木内信胤 * 1点 ペン

4129 橋本矢一･高木進両君のこと ｢向陵｣掲載原稿 木内信胤 8枚 ペン

4130 第四部小序、第一章～第六章 木内著作原稿 木内信胤 1点 鉛筆

4131 目次
まづデッサンを描い
てみる他

『僕の自画像』の
目次と見られる

木内信胤 1綴 ペン

4132 巻頭言
『美しき國へ』巻頭
言

木内信胤 2枚 ペン

4133 メモ｢書き直しの必要｣
｢日本で2000部乃至
3000部作る｣などと記
載

左上部分に｢2．｣
と記載あり。別書
類の一部か。

木内信胤 1枚 ペン

4134 経済政策の基本 木内氏・土
屋氏

物価騰貴問題 2枚 タイプ
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4135 対中政策
前半部欠落。作成
者は推定。

木内信胤 1点 鉛筆

4136 原稿
税制改革に関しての
原稿

右上部に｢A｣との
朱書あり

木内信胤 1点 ペン

1－8．著作関係 ▼年度別論文集▼
▲年度別論文集▲ (昭和27・28年論文集)

4137 0 ファイル｢27･28｣
昭和27年9月～28年12
月の木内論文を保存

1点

4137 1 論文集目録

以下、収納資料
は、もと裏表紙方
向から順に綴込ま
れてあり

木内信胤 1952 6 3枚 ペン

4137 2 ｢国際決済方式のあるべき姿
を思索する｣記事切抜

東京銀
行月報

木内信胤 1952 6
同一2
点

活字

4137 3 ｢産業と為替管理政策｣記事切
抜

化学工
業

木内信胤 1952 9
同一3
点

活字

4137 4 ｢アイクの当選と日本経済｣記
事切抜

日本経済復興協会
入会案内を台紙と
して使用

東京新
聞

木内信胤 1952 11 6
同一2
点

活字

4137 5 ｢論壇 金融合理化の出発点｣
記事切抜

朝日新
聞

木内信胤 1952 11 22
同一3
点

活字

4137 6

｢この人が? 7 必要が"趣味の
母"前外国為替管理委員長木
内信胤氏のコーラス｣記事切
抜

時事新
報

同一3
点

活字

4137 7
｢日本経済の現状をどう診断
するか-健全なる通貨政策を
樹立せよ-｣記事切抜

東洋経
済新報

木内信胤 1953 1 1点 活字

4137 8 ｢世界経済と新年度日本経済
の課題｣記事切抜

金融財
政事情

木内信胤 1953 1 1点 活字
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4137 9 ｢外資導入のロジック-総合政
策樹立の緊迫性-｣記事切抜

エコノ
ミスト

木内信胤 1953 1 1点 活字

4137 10 ｢共和党下のアメリカと日本
経済｣記事切抜

世界経
済

木内信胤 1953 1 1点 活字

4137 11 ｢わが将来を思い直す｣記事切
抜

外国為
替

木内信胤 1953 1 15 1点 活字

4137 12 ｢日米民間会議の印象 木内信
胤氏に聴く｣記事切抜

エコノ
ミスト

木内信胤 1953 1 31 1点 活字

4137 13 ｢日本の貿易の将来を思い直
す｣記事切抜

外国為
替

木内信胤 1953 2 1 1点 活字

4137 14 ｢座談会 今週の問題｣記事切
抜

匿名座談会。ホノル
ル会議について発言
の｢財界人I｣が木内
か。

東洋経
済新報

1953 2 28 1点 活字

4137 15 ｢日本経済再建の長期観 (上)
｣記事切抜

座談会
東洋経
済新報

木内信胤･
石橋湛山･
高橋亀吉

1953 3 7 1点 活字

4137 16 ｢日本経済再建の長期観 (中)
｣記事切抜

座談会
東洋経
済新報

木内信胤･
石橋湛山･
高橋亀吉

1953 3 14 1点 活字

4137 17 ｢日本経済再建の長期観 (下)
｣記事切抜

座談会
東洋経
済新報

木内信胤･
石橋湛山･
高橋亀吉

1953 3 28 1点 活字

4137 18 ｢ハワイで拾つた考え方｣記事
切抜

外国為
替

木内信胤 1953 2 15 1点 活字

4137 19 ｢ハロッドと共に考える (一)
｣記事切抜

外国為
替

木内信胤 1953 3 15 1点 活字

4137 20 ｢ハロッドと共に考える (二)
｣記事切抜

外国為
替

木内信胤 1953 4 1 1点 活字

4137 21 ｢ハロッドと共に考える (三)
｣記事切抜

外国為
替

木内信胤 1953 4 15 1点 活字

1116



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4137 22 ｢ハロッドと共に考える (四)
｣記事切抜

外国為
替

木内信胤 1953 5 1 1点 活字

4137 23 ｢ハロッドと共に考える (五)
｣記事切抜

外国為
替

木内信胤 1953 5 15 1点 活字

4137 24 ｢ハロッドと共に考える (六)
-完｣記事切抜

外国為
替

木内信胤 1953 6 1 1点 活字

4137 25
木内ほか｢座談会 空転する各
党の政策 批判に値する政策
見当らず｣記事切抜

東洋経
済新報

木内信胤 1953 4 11 1点 活字

4137 26
木内ほか｢座談会 ポンドの交
換性回復問題と日本の貿易｣
記事切抜

経団連
月報

経済団体連
合会

1953 5
同一2
点

活字

4137 27 木内信胤氏講演 長期的経済
政策の前提

講演録

PLANNIN
G
DEPARTM
ENT
PAMPHLE
T

大正海上火
災保険株式
会社企画部

1953 5 1冊 活字

4137 28
｢日曜評論 外貨の支払超過を
恐れるな 輸入統制の緩和こ
そ必要｣記事切抜

読売新
聞

木内信胤 1953 7 26 1点 活字

4137 29 ｢外貨は果して減りつゝある
か｣記事切抜

東洋経
済新報

木内信胤 1953 6 6 1点 活字

4137 30
｢Foreign Exchange Position
Of Japan Held
Satisfactory｣記事切抜

Nippon
Times

木内信胤 1953 6 22 1点 活字

4137 31 ｢経済再建の方向とその具体
策｣記事切抜

経済倶
楽部講
演  51

木内信胤 1953 6 20
同一2
点

活字

4137 32 ｢輸入政策の確立のために｣記
事切抜

関税 木内信胤 1953 7 1点 活字

4137 33
｢銀行営業費の節約余地は大
政府･日銀への媚態をやめよ｣
記事切抜

東洋経
済新報

木内信胤 1953 8 1 1点 活字
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4137 34
｢Further Import Controls
Held Dangerous Course｣記事
切抜

Nippon
Times

木内信胤 1953 8 2 1点 活字

4137 35 ｢経済断想 経済白書を読み直
す｣記事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 9 1 1点 活字

4137 36
｢日曜評論 ポンド政策に望む
過去を忘れて新出発を｣記事
切抜

読売新
聞

木内信胤 1953 9 6 1点 活字

4137 37
｢Government Ought to Make
Up Its Mind on Sterling
Problem｣記事切抜

Nippon
Times

木内信胤 1953 9 12 1点 活字

4137 38 ｢経済断想 外資導入の論理｣
記事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 9 14 1点 活字

4137 39 ｢経済断想 インフレの正体
猫か虎か｣記事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 9 28 1点 活字

4137 40 ｢経済政策を方向付けるには｣
記事切抜

太平洋 木内信胤 1953 10 1点 活字

4137 41
｢座談会 国際通商戦と日本経
済の在り方-ヨーロッパ経済
の実情報告-｣記事切抜

経済新
潮

木内信胤･
牛場信彦･
堀江薫雄

1953 9 1点 活字

4137 42 ｢経済断想 恐慌もおこせる｣
記事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 10 12 1点 活字

4137 43 ｢経済断想 外貨不足恐怖症に
悩む｣記事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 10 26 1点 活字

4137 44 ｢座談会 今週の問題｣記事切
抜

金融問題ほか 匿名座談会
東洋経
済新報

1953 11 4 1点 活字

4137 45 ｢経済断想 一兆円とは何か｣
記事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 11 9 1点 活字

4137 46 ｢楽観された防衛経済力 米援
助減少の真因｣記事切抜

読売新
聞

木内信胤 1953 11 17 1点 活字
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枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4137 47 ｢経済断想 なたねと豆腐｣記
事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 11 23 1点 活字

4137 48 ｢論壇 日英交渉に望む 末技
的工作に終止符を｣記事切抜

朝日新
聞

木内信胤 1953 11 22 1点 活字

4137 49 ｢経済断想 説明が欲しい｣記
事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 12 7 1点 活字

4137 50
｢日本の貧しさを査定する-勤
労者型国民について-｣記事切
抜

文芸春
秋

木内信胤 1954 1 1点 活字

4137 51 ｢経済断想 なぜ破産する｣記
事切抜

東京新
聞

木内信胤 1953 12 21 1点 活字

▲年度別論文集▲ (昭和52年論文集)

4138 0 論文集 昭和52年 資料収納ファイル 木内信胤 1綴

4138 1 論文集昭和52年目次
以下、目次に従
い、裏表紙方向か
ら採録

木内信胤 1977 1 10 5枚 ペン

4138 2

｢日本の今日と明日 世界を支
える三本の柱それはエネル
ギー､食糧と情報である｣記事
切抜

ゲスト倉前盛通 動向 木内信胤 1977 1 1点 活字

4138 3 ｢日本経済は世界で一番早く
新路線を悟る｣記事切抜

経済春
秋

木内信胤 1977 1 1 1点 活字

4138 4 ｢政治の新しいあり方を探る
(第二回) ｣記事切抜

世界と
議会

木内信胤 1977 1 1点 活字

4138 5
｢新しい日本､新しい世界-三
年を期間とする中期予測-｣記
事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

世界と
日本

木内信胤 1977 1 10
同様2
点

活字
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4138 6
｢政局展望 福田政権の前途を
占う-参議院選挙も心配なし-
｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 1 24 1点 活字

4138 7 ｢経営者はこの時局をどう考
へればいいのか｣記事切抜

経営と
道徳

モラロジー
研究所

1977 1 1点 活字

4138 8
｢福田政権は何もすることは
ない 放っておいても景気は
次第によくなる｣記事切抜

先見経
済

木内信胤 1977 2 1点 活字

4138 9 ｢望ましき｢国会審議｣の在り
方｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 2 14 1点 活字

4138 10 ｢論壇 今年はどのような年に
なるか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 1 13 1点 活字

4138 11 ｢論壇 福田内閣のすべり出し
は80点｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 1 28 1点 活字

4138 12
｢対談 今こそ日本は世界の
リーダーシップを取れ｣記事
切抜

木内と小竹即一の対
談

政経人 木内信胤 1977 2 1点 活字

4138 13
｢時務一家言 野党こそ危機に
ある ｢一兆円減税案｣がそれ
を示す｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 2 21 1点 活字

4138 14 ｢論壇 これからは野党の失点
が続く｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 2 14 1点 活字

4138 15 ｢新漢字表についての所見｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 3 7 1点 活字

4138 16 ｢論壇 ｢一兆円減税問題｣の扱
い方について｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 3 6 1点 活字

4138 17 ｢時務一家言 目の付けどころ
を変えよう｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 4 4 1点 活字

4138 18 ｢｢平等｣は｢自由｣の敵｣記事切
抜

正論 木内信胤 1977 5 1点 活字
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4138 19 ｢論壇 観点を変える必要につ
いて｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 3 23 1点 活字

4138 20 ｢論壇 不況対策として何があ
るのか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 4 26 1点 活字

4138 21

｢政局展望 政局はいよいよ面
白くなってきた ｢日本らしき
政治｣が芽生えそうだから｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 5 2 1点 活字

4138 22 ｢日本の今日と明日 (ゲスト･
竹内一郎)｣記事切抜

アメリカのリーダー
シップ回復を盛立て
よ　それには四、五
か国の協力が必要

動向 木内信胤 1977 6 1点 活字

4138 23 ｢時務一家言 不況対策は出尽
くしたか？｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

世界と
日本

木内信胤 1977 5 30
同様2
点

活字

4138 24

｢指針 政策立案者への緊急提
言 現下の混迷に処する道速
かに岐路を決定せよ｣記事切
抜

ジャパ
ンポス
ト

木内信胤 1977 2 1点 活字

4138 25 ｢お勧めしたい政局の見方･考
え方｣記事切抜

議席獲得の在来型か
ら離脱せよ

世界と
日本

木内信胤 1977 6 6 1点 活字

4138 26 ｢論壇 福田内閣の第一期を評
価する｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 6 11 1点 活字

4138 27
｢論壇 新漢字表の本当の意味
より高度な表へのステップ｣
記事切抜

朝日新
聞

木内信胤 1977 6 29 1点 活字

4138 28 ｢論壇 今度の参議院選を品評
する｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 6 28
同様2
点

活字

4138 29
｢時務一家言 おかしな選挙の
本当の意味｣　(『世界と日本
』記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 7 18 1点 活字
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4138 30 ｢福田内閣第二期は険難の道｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 8 8 1点 活字

4138 31 ｢論壇 不況対策について｣記
事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 7 28 1点 活字

4138 32

｢日本の今日と明日 いい按配
の保守優勢-多すぎても､少な
すぎても問題だった-｣記事切
抜

ゲスト･佐々木盛雄 動向 木内信胤 1977 7 12 1点 活字

4138 33 ｢論壇 発想の大転換｣記事切
抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 8 17 1点 活字

4138 34 ｢箴言抄 ｢産計懇｣の意見書よ
く味って欲しい｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

世界と
日本

木内信胤 1977 8 22
同様2
点

活字

4138 35 ｢論壇 不況脱却が出来ねばど
うなるか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 9 25 1点 活字

4138 36
｢時務一家言 国民近く｢大き
な選択｣の前に立たされる｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 10 10 1点 活字

4138 37
｢‘Birth of New Thoughts'
Seen For Japan's Economy
Future｣記事切抜

Japan
Times

木内信胤 1977 9 29 1点 活字

4138 38 ｢時流の解釈と問題の解明｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 11 7 1点 活字

4138 39 ｢日本の今日と明日 (ゲスト･
安部晋太郎) ｣記事切抜

財政は“阿り”で行
詰った　“阿り”や
めれば減税可能

動向 木内信胤 1977 10 1点 活字

4138 40
｢時局の焦点 危局化する不況
国民は何をなすべきか｣記事
切抜

聖使命 木内信胤 1977 11 15 1点 活字

4138 41 ｢論壇 円高はどう処理する
か｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 11 4 * 1点 活字
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番号
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4138 42 ｢ずいひつ 世の中の面白さ｣
記事切抜

自由民
主

木内信胤 1977 11 1点 活字

4138 43
｢時務一家言 政府の｢見解｣を
確立することが最高の不況対
策｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

世界と
日本

木内信胤 1977 11 25
同様2
点

活字

4138 44 ｢論壇 政治も経済も危局化の
恐れ｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 11 22 1点 活字

4138 45
｢円は二六五円に固定せよ 遅
れたら｢新型の恐慌｣になる｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1977 12 26 1点 活字

4138 46 ｢論壇 来年度予算案の内示を
みて｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1977 12 25 1点 活字

4138 47 ｢主張 貿易構造の改革 大胆
な産計懇の提言｣記事切抜

サンケ
イ新聞

1977 8 7 1点 活字

4138 48 ｢社説 貿易構造をどう改革す
べきか｣記事切抜

読売新
聞

1977 8 7 1点 活字

4138 49
明治大正農政経済名著集月報
第21巻 農村問題と社会理想
公正なる小作料

木内･那須皓｢対談 日
本の経済と農業を語
る｣

農山漁村文
化協会

1977 8 1点 活字

4138 50 ｢時務一家言 これでどうなる
かを考へる為に｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1976 12 27 1点 活字

▲年度別論文集▲ (昭和53年論文集)

4139 0 論文集 昭和53年 資料収納ファイル 1点

4139 1 論文集昭和53年目次
以下、目次に従
い、裏表紙方向か
ら採録

5枚 ペン
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4139 2
｢ご両所対談 変動相場制を離
脱 二百六十円台を宣言せよ｣
記事切抜

清浦は東工大名誉
教授

動向
木内信胤･
清浦雷作

1978 1 1点 活字

4139 3 ｢対談 日本経済の生きる道｣
記事切抜

西山は立教大学教
授

経営者
木内信胤･
西山千明

1978 1 1点 活字

4139 4

｢不況脱却に一大発想の転換
を-政府は円相場の固定と輸
出の規制に踏み切れ-｣記事切
抜

生政連
ニュー
ス

木内信胤 1978 1 1点 活字

4139 5
｢特集･'78日本の操舵への助
言 (経済) これから先､どう
なるのだろうか｣記事切抜

カレン
ト

木内信胤 1978 1 1点 活字

4139 6 ｢年頭にあたって内外を展望
する｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 1 9 1点 活字

4139 7 ｢論壇 七%は"無視"すること｣
記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他2点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

静岡新
聞

木内信胤 1978 1 5
同様3
点

活字

4139 8 ｢レポート談話室 円高問題と
その対策｣記事切抜

木内はゲスト。聞
き手は北条秀一、
渡辺年之助。

念書レ
ポート

1978 1 1点 活字

4139 9 ｢日本の経済はどうなる？｣記
事切抜

善隣 木内信胤 1978 2 1点 活字

4139 10 ｢時務一家言 七%成長とは何
か｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 2 13 1点 活字

4139 11 ｢論壇 日本経済を判断する｢
指針｣｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1978 2 19 1点 活字

4139 12
｢選択的セーフガードを歓迎-
輸出税制度がベターだが-｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 2 27 1点 活字

1124



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4139 13 ｢一味清風 小林秀雄｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1978 2 27 1点 活字

4139 14 ｢一味清風 デサイ｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1978 3 6 1点 活字

4139 15 ｢一味清風 青梅マラソン｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 3 13 1点 活字

4139 16 ｢一味清風 ハイエク教授｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 3 20 1点 活字

4139 17

｢日本の今日と明日 政権の交
替が政治をよくする-民社五
十議席を目指して東奔西走中
-｣記事切抜

ゲストは春日一幸(衆
議院議員)

動向 木内信胤 1978 3 1点 活字

4139 18
｢景気政策を大胆に 世界経済
調査会木内理事長が講演 ｣記
事切抜

第148回県勢懇話会
山形新
聞

1978 3 14 1点 活字

4139 19
｢第148回県勢懇話会　木内経
済調査会理事長の講演｣記事
切抜

山形県勢懇話会第148
回例会講演要旨

山形新
聞

木内信胤 1978 3 14 1点 活字

4139 20 ｢一味清風 円高｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1978 3 27 1点 活字

4139 21 ｢一味清風 日中問題｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1978 4 3 1点 活字

4139 22 ｢経常収支ゼロへの"輸出税"
提唱｣記事切抜

週刊東
洋経済

木内信胤 1978 4 8 1点 活字

4139 23 ｢一味清風 エリノア･H･
ジョーデン教授｣記事切抜

日本語について
世界と
日本

木内信胤 1978 4 10 1点 活字

4139 24
｢｢200円時代｣への提言5 新し
い国造り 物量中心改めよ｣記
事切抜

毎日新
聞

木内信胤 1978 4 8 1点 活字

4139 25 ｢一味清風 成田｣記事切抜 成田空港問題
世界と
日本

木内信胤 1978 4 17 1点 活字
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4139 26 ｢不況対策は混迷から混乱へ｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 4 17 1点 活字

4139 27 ｢論壇 日本経済はどこへ来た
か｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1978 4 4 1点 活字

4139 28 ｢一味清風 明治村｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1978 4 24 1点 活字

4139 29 ｢箴言抄 福田総理は追い詰め
られている｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 4 10 1点 活字

4139 30 ｢一味清風 国語問題｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1978 5 1 1点 活字

4139 31 ｢辛時代評｣記事切抜 新しい時代の経済
週刊朝
日

木内信胤 1978 1点 活字

4139 32 ｢一味清風 春闘相場｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1978 5 8 1点 活字

4139 33 ｢一味清風 天長節｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1978 5 15 1点 活字

4139 34 ｢時務一家言 解散を考えて
は｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 5 15 1点 活字

4139 35 ｢三十周年に憶ふ｣記事切抜
経済往
来

木内信胤 1978 6 1点 活字

4139 36 ｢最近の内外事情｣記事切抜
日本貿
易会月
報

木内信胤 1978 1点 活字

4139 37
｢景気底入れ観をどうみるか-
『不況』はもともと錯覚-｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 5 22 1点 活字

4139 38 ｢一味清風　春日野親方｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 5 22 1点 活字
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4139 39

｢日本の今日と明日　こうす
れば政治はよくなる-情報社
会をフルに利用せよ-｣記事切
抜

ゲスト･町村金五(参
議院議員)

動向 木内信胤 1978 6 1点 活字

4139 40 ｢一味清風 成田空港｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1978 6 5 1点 活字

4139 41 ｢町名変更反対の文化史的意
義｣記事切抜

三田評
論

木内信胤 1978 6 1点 活字

4139 42 ｢一味清風 日本人と日本語｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 6 19 1点 活字

4139 43 ｢論壇 ｢景気底入れ観｣に賛成
出来ない｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1978 6 16 1点 活字

4139 44 ｢新しい路線で不況の克服を｣
記事切抜

経営資
料

木内信胤 1978 4 1点 活字

4139 45 ｢時務一家言 混迷の新しいタ
イプ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 6 26 1点 活字

4139 46 ｢ちくりちくり ｣記事切抜

｢脱ケインズ経済学｣
建設のために吟味す
べきことについて(未
了)

ジャパ
ンポス
ト

木内信胤 1978 8 1点 活字

4139 47 ｢論壇 ｢円高｣でまた｢下降線｣
か｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

静岡新
聞

木内信胤 1978 7 4
同様2
点

活字

4139 48 ｢一味清風 物価問題｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1978 7 17 1点 活字

4139 49

｢日本の今日と明日　心機一
転、新しい梶取りを　日本は
国造りの自由を獲得｣記事切
抜

ゲスト･中尾栄一(衆
議院議員)

動向 木内信胤 1978 7 1点 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4139 50 ｢時務一家言 日本国の不思
議｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

世界と
日本

木内信胤 1978 7 31
同様2
点

活字

4139 51 ｢ちくりちくり ｣記事切抜
『ジャパンポスト』
8月号の続き

ジャパ
ンポス
ト

木内信胤 1978 9 1点 活字

4139 52 ｢一味清風 ボン首脳会議｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 8 7 1点 活字

4139 53 ｢論壇 首脳会議以後の諸般の
形勢｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1978 7 31 1点 活字

4139 54

｢分かれ道に立つ黒字大国
ニッポン(7) 7%成長必要ない
自然を重視した国造りを｣記
事切抜

東京新
聞

木内信胤 1978 8 9 1点 活字

4139 55 ｢日本はいまどこへ来たか｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 8 14 1点 活字

4139 56 ｢一味清風 成田空港｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1978 8 21 1点 活字

4139 57 ｢時務一家言 経済政策の混
迷｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 9 4 1点 活字

4139 58 ｢一味清風 国電の忘物処理｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 9 4 1点 活字

4139 59 ｢論壇 新しい景気対策に注
目｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1978 8 27 1点 活字

4139 60 ｢ちくりちくり｣記事切抜
労働のモビリティ、
産業計画懇談会につ
いて

ジャパ
ンポス
ト

木内信胤 1978 10 1点 活字

4139 61
｢日本の今日と明日 同床異夢
の日中条約 日本は平和友好､
向うは反覇権｣記事切抜

ゲストは桑原寿二 動向 木内信胤 1978 10 1点 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4139 62
｢特集 新路線 波紋よぶ産計
懇提言 産計懇の改革案をめ
ぐって｣記事切抜

木内｢報告　産業・貿
易構造改革の基本｣、
全体討論など

経済往
来

木内ほか 1978 10 1点 活字

4139 63 ｢一味清風 鄧小平来日｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 9 18 1点 活字

4139 64 ｢ちくりちくり｣　記事切抜 不況対策について
ジャパ
ンポス
ト

木内信胤 1978 11 1点 活字

4139 65 ｢｢新しいコース｣はどのよう
なものか｣記事切抜

円高問題、ボン首脳
会議など

あすの
九州･山
口

木内信胤 1978 10 1点 活字

4139 66
｢日本の今日と明日　防衛論
を壟断する法律論議 他の国
の防衛論は実体論｣記事切抜

ゲストは桃井真(防衛
研修所第五室長)

動向 木内信胤 1978 10 1点 活字

4139 67
｢時務一家言 評論家の気が付
かない大きな変化が起きてい
る｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 10 23 1点 活字

4139 68 ｢一味清風 IBMの｢日経｣全紙
広告｣記事切抜

”日本人が凄かった
こと”について

世界と
日本

木内信胤 1978 10 23 1点 活字

4139 69 ｢論壇 政府当局の頭のなかは
混沌｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1978 10 1 1点 活字

4139 70 ｢直言 政治･経済平凡な推移
へ｣記事切抜

山形新
聞

木内信胤 1978 10 16 1点 活字

4139 71
｢一味清風 ギャルブレイス､
ハイエク､フリードマン､カー
ン来日｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 10 30 1点 活字

メモ(封
筒内別
フォル
ダに保
管)

4139 72 ｢一味清風 鄧小平の訪日所
感｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 11 13 1点 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4139 73

｢日本の今日と明日 元号法制
化 国民の大半は支持してい
る-今まで放置したのは政府
の怠慢-｣記事切抜

ゲストは石田和外(元
最高裁長官・元号法
制化実現国民会議議
長)

動向 木内信胤 1978 12 1点 活字

4139 74 ｢一味清風 自民党総裁公選｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 11 27 1点 活字

4139 75 ｢時務一家言 複眼的思考の必
要｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 12 4 1点 活字

4139 76 ｢一味清風 総裁選挙につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1978 12 11 1点 活字

4139 77 ｢直言 鄧訪日から総裁選へ｣
記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

山形新
聞

木内信胤 1978 10 31
同様2
点

活字

4139 78 ｢一味清風 総裁選｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1978 12 25 1点 活字

4139 79 ｢論壇 大平内閣が出来て思ふ
こと｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

静岡新
聞

木内信胤 1978 12 16
同様2
点

活字

4139 80 ｢直言 平凡穏当な政治を｣記
事切抜

山形新
聞

木内信胤 1978 12 26 1点 活字

4139 81 ｢論壇 大平内閣の仕事｣記事
切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

静岡新
聞

木内信胤 1978 12 27 1点 活字

4139 82
｢論議呼ぶ大胆な提言 『産
業･貿易構造の改革』産業計
画懇談会編｣記事切抜

書評
週刊東
洋経済

1978 9 2 1点 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

▲年度別論文集▲ (昭和54年論文集)

4140 0 論文集 昭和54年 資料収納ファイル 1点

4140 1 論文集昭和54年目次
以下、目次に従
い、裏表紙方向か
ら採録

6枚 ペン

4140 2 ｢国民が求めている農政の目
標は何か｣記事切抜

特集･国民が求め
る農政の目標

農業と
経済

木内信胤 1979 1 1点 活字

4140 3

｢日本の今日と明日 破局の財
政危機を救えるか-一つに大
平首相の力量にかかるが-｣記
事切抜

聞き手は西尾彪夫 動向 木内信胤 1979 1 1点 活字

4140 4 ｢いよいよ今年は｢新出発の
年｣となろう｣記事切抜

修正箇所多数
世界と
日本

木内信胤 1979 1 8 1点 活字

4140 5 ｢一味清風 カンボジア｣記事
切抜

年代は推定による
世界と
日本

木内信胤 1979 1 22 1点 活字

4140 6 ｢時務一家言 日本は､様子が
違ってきた｣記事切抜

大平内閣論
世界と
日本

木内信胤 1979 1 29 1点 活字

4140 7 ｢一味清風 左翼思想｣記事切
抜

年代は推定による
世界と
日本

木内信胤 1979 2 5 1点 活字

4140 8 ｢私の日本論｣記事切抜

モンペルラン・ソ
サエティ会議
(1978年9月、香
港)に提出した論
文

国際金
融

木内信胤 1979 2 1 1点 活字

4140 9 ｢一味清風 予算について｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 2 12 1点 活字

4140 10 ｢直言 ｢増税の道｣に断固反
対｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

山形新
聞

木内信胤 1979 2 5
同様2
点

活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4140 11 ｢一味清風 国債の消化にはど
うしても自由金利｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 2 26 1点 活字

4140 12 ｢一味清風 中国のベトナム介
入｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 3 12 1点 活字

4140 13
｢増税･国債発行･政費節減 こ
の三つの手段のうち政府はど
れを選ぶか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 3 12 1点 活字

4140 14 ｢一味清風 ウーマンリブにつ
いて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 3 26 1点 活字

4140 15 ｢一味清風 石油問題｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1979 4 9 1点 活字

4140 16 ｢時務一家言 地方選の結果を
見て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 4 23 1点 活字

4140 17 ｢論壇 国債発行はどうなる
か｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1979 4 20 1点 活字

4140 18 ｢風鐸 二つの錯覚｣記事切抜
文化会
議

木内信胤 1979 4 1点 活字

4140 19 ｢いま経済学は重病｣記事切抜

日本経
済研究
セン
ター会
報

木内信胤 1979 4 1点 活字

4140 20 ｢一味清風 地方選シラケムー
ド｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 4 30 1点 活字

4140 21 ｢為替問題随想｣記事切抜
国際金
融

木内信胤 1979 5 1 1点 活字

4140 22 ｢日米摩擦解消の道｣記事切抜 大平首相訪米関連
世界と
日本

木内信胤 1979 5 14 1点 活字

4140 23 ｢一味清風 サッチャー英国首
相｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 5 28 1点 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4140 24 ｢時務一家言 金大中事件に思
う｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 6 4 1点 活字

4140 25 ｢一味清風 総評の一党支持再
検討の問題｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 6 11 1点 活字

4140 26 ｢一味清風 エネルギー問題｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 6 18 1点 活字

4140 27 ｢論壇 ｢新生面｣が開けるらし
い｣記事切抜

日米摩擦・貿易問題
静岡新
聞

木内信胤 1979 5 27 1点 活字

4140 28 ｢時務一家言 国債の暴落をど
うする｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 6 25 1点 活字

4140 29 ｢一味清風 人名漢字制限につ
いて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 7 2 1点 活字

4140 30 ｢論壇 サミット後も面白い｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1979 6 24 1点 活字

4140 31 ｢時務一家言 過剰警備につい
て｣記事切抜

東京サミット関連
世界と
日本

木内信胤 1979 7 16 1点 活字

4140 32 ｢東京サミットの総合評価｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 7 16 1点 活字

4140 33 ｢一味清風 石油消費・価格｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1979 7 23 1点 活字

4140 34 ｢論壇 今後の財政はどうな
る｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

静岡新
聞

木内信胤 1979 7 31
同様2
点

活字

4140 35 ｢一味清風 新出発の日本につ
いて｣記事切抜

日本人の国民意識
世界と
日本

木内信胤 1979 8 6 1点 活字

4140 36 ｢時務一家言 行きづまった時
が問題解決の時｣記事切抜

財政問題
世界と
日本

木内信胤 1979 8 20 1点 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4140 37
｢一味清風 ｢惑える人のため
に｣ (シューマッハー著) ｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 8 20 1点 活字

4140 38 ｢財政再建への道｣記事切抜
あすの
九州･山
口

木内信胤 1979 9 1点 活字

4140 39 ｢内外経済問題論評｣記事切抜
化繊ク
ラブ

木内信胤 1979 9 1点 活字

4140 40 ｢｢財政再建｣はどうなるか｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 9 17 1点 活字

4140 41 ｢一味清風 総選挙｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1979 9 17 1点 活字

4140 42 ｢論壇 財政はどうなるか｣記
事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1979 8 26 1点 活字

4140 43 ｢時務一家言 今度の総選挙｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 9 24 1点 活字

4140 44 ｢論壇 選挙のヤマはもう通り
越した｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1979 9 30 1点 活字

4140 45 ｢一味清風 中共の陸上競技大
会｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 10 1 1点 活字

4140 46 ｢一味清風 シラケ選挙｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 10 15 1点 活字

4140 47
｢一味清風 自民惨敗に対する
大平総理の責任問題｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1979 10 29 1点 活字

4140 48 ｢時務一家言 ゴタゴタは長引
くもまたよし｣記事切抜

大平・福田の対立
世界と
日本

木内信胤 1979 11 5 1点 活字

4140 49 ｢論壇 どうなる？政局､自民
党｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1979 10 29 1点 活字

4140 50 ｢一味清風 『十二のちか
い』｣記事切抜

教育勅語関連
世界と
日本

木内信胤 1979 11 12 1点 活字
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資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4140 51 ｢一味清風 中村元著『今なぜ
東洋か』｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 11 26 1点 活字

4140 52 ｢時務一家言 小もの内閣で政
治改革は本道に｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 12 3 1点 活字

4140 53 ｢財政再建と政治改革｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1979 12 3 1点 活字

4140 54 ｢一味清風 米･イラン問題｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 12 10 1点 活字

4140 55 ｢一味清風 政治家の人気につ
いて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1979 12 24 1点 活字

4140 56 ｢今後の日本経済の見通し｣記
事切抜

講演概要
世界と
議会

木内信胤 1979 12 1点 活字

4140 57
｢時務一家言 世界は､いつ危
局化しないとも限らない｣記
事切抜

イラン・アメリカ間
関係

世界と
日本

木内信胤 1979 12 31 1点 活字

4140 58 木内講演録｢新出発の日本｣
木内執筆部分を切
り取ったもの

世界と
日本

木内信胤 1979 3 25 1点 活字

4140 59 ｢マスメディアに活を｣記事切
抜

木内執筆部分を切
り取ったもの

世界と
日本

木内信胤 1979 6 25 1点 活字

4140 60 ｢直言 鄧訪日から総裁選へ｣
記事切抜

資料4139-77と同
一

山形新
聞

木内信胤 1978 10 31 1点 活字

4140 61 ｢直言 平凡穏当な政治を｣記
事切抜

資料4139-80と同
一

山形新
聞

木内信胤 1978 12 26 1点 活字

4140 62 『当来の経済学』広告記事 年代は推定 木内信胤 1979 1点 活字

▲年度別論文集▲ (昭和55年論文集)

4141 0 論文集 昭和55年 資料収納ファイル 1点
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4141 1 論文集昭和55年目次
以下、目次に従
い、裏表紙方向か
ら採録

7枚 ペン

4141 2 ｢大掃除を始めよう｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1980 1 7 1点 活字

4141 3 ｢論壇 八〇年代に､どう立ち
向ふか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 1 4 1点 活字

4141 4 ｢日本人の優れている点を自
覚するとき｣記事切抜

速報先
見経済

木内信胤 1980 1 14 1点 活字

4141 5 ｢これからの経営と中小企業
の生きる道｣記事切抜

経営と
道徳

木内信胤 1980 2 1点 活字

4141 6 ｢一味清風 八〇年代の幕明
け｣記事切抜

ソ連・イラン・アメ
リカなどについて

世界と
日本

木内信胤 1980 1 28 1点 活字

4141 7
｢『当来の経済学』はどのよ
うに読んで欲しいか｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1980 2 4 1点 活字

4141 8 ｢論壇 八〇年代のすべり出し
は面白い｣記事切抜

アフガン侵攻、アメ
リカ・イラン間関係
など

静岡新
聞

木内信胤 1980 2 3 1点 活字

4141 9
｢先進国間経済協力の新視点-
日米欧の中での日本の役割-｣
記事切抜

読売国
際経済
懇話会

木内信胤 1980 1点 活字

4141 10 ｢予測できない国際情勢に覚
悟を!｣ 記事切抜

インタビュー聞き
手･小竹即一

政経人 木内信胤 1980 1 1点 活字

4141 11
｢木内信胤氏の新著｢当来の経
済学｣出版祝賀会開催｣記事切
抜

政経人 1980 1 1点 活字

4141 12 ｢一味清風 カーター大統領に
ついて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 2 11 1点 活字

4141 13
｢80年代の世界と日本-東西文
明融合の頂点に立つ-｣記事切
抜

動向 木内信胤 1980 1点 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4141 14 ｢｢当来の経済学｣の大要｣記事
切抜

化繊ク
ラブ

木内信胤 1980 2 1点 活字

4141 15
｢時務一家言 新経済社会七ヵ
年計画は廃棄しなければなら
ない｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 2 18 1点 活字

4141 16 ｢一味清風 世の中の変り方に
ついて｣記事切抜

日米の工業・技術に
ついて

世界と
日本

木内信胤 1980 2 25 1点 活字

4141 17 木内ほか｢座談会 頼もしい日
本･日本人｣記事切抜

経済問題につき座談 貿易人 木内信胤 1980 2 1点 活字

4141 18 ｢論壇 いまの状況はどう見え
るか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 2 25 1点 活字

4141 19 ｢一味清風 浩宮の成年式－加
冠の儀｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 3 10 1点 活字

4141 20 ｢一九八〇年代の世界経済の
展望｣記事切抜

アジア
公論

木内信胤 1980 3 1点 活字

4141 21 ｢時務一家言 アメリカ経済の
変調と日本の対応｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 3 31 1点 活字

4141 22 ｢一味清風 パーレビ元国王に
ついて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 4 7 1点 活字

4141 23 ｢外国為替には統制の復活を｣
記事切抜

国際金
融

木内信胤 1980 4 15 1点 活字

4141 24 ｢アメリカ経済の変調と日本
の対応｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 4 28 1点 活字

4141 25 ｢論壇 八〇年代のもうひとつ
の意味｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 4 4 1点 活字

4141 26 木内ほか｢座談会 為替乱高
下､冷静に対処を｣記事切抜

貿易人 木内信胤 1980 4 1点 活字

4141 27 ｢時務一家言 米国の人質救出
作戦｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 5 12 1点 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4141 28 ｢一味清風 カーター大統領人
質救出作戦失敗｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 5 12 1点 活字

4141 29 ｢論壇 世界情勢の急進展と日
本｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 5 5 1点 活字

4141 30 ｢一味清風 子供の日に因ん
で｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 5 19 1点 活字

4141 31 ｢一味清風 小学生の政治あそ
び｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 6 2 1点 活字

4141 32 ｢一味清風 選挙について｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 6 16 1点 活字

4141 33 ｢論壇 この政変は､どうみた
らいいのか｣記事切抜

解散総選挙について
静岡新
聞

木内信胤 1980 6 3 1点 活字

4141 34
｢時務一家言 国民の政治意識
はどこまで進歩したか｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 6 23 1点 活字

4141 35 ｢経済学は科学にあらず人の
心に問え｣記事切抜

財界公
論

木内信胤 1980 5 1点 活字

4141 36 ｢東西文明を融合して次の飛
躍を!｣記事切抜

財界公
論

木内信胤 1980 5 1点 活字

4141 37 ｢一味清風 大平総理の急死｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 6 30 1点 活字

4141 38
｢農業白書の徹底分析 農業白
書の総論の部に対する私の所
見｣記事切抜

農業と
経済(別
冊)

木内信胤 1980 1点 活字

4141 39 ｢論壇 自民大勝で政治はどう
変る｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 7 2 1点 活字

4141 40 ｢一味清風 難のうちどころな
い日本経済｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 7 14 1点 活字

4141 41 ｢祝辞 創刊によせて｣記事切
抜

金属新
報

木内信胤 1980 6 21 1点 活字
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4141 42 ｢時務一家言 議会制民主主義
に関する疑問｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 7 21 1点 活字

4141 43 ｢一味清風 鈴木内閣｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1980 7 28 1点 活字

4141 44
｢新内閣が最初に手をつけて
ほしいこと それは-｢行革に
よる財政再建｣だ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 8 11 1点 活字

4141 45 ｢一味清風 日本人にとって天
地自然は悉く神様｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 8 11 1点 活字

4141 46
｢国語問題協議会と｢教養のた
めの基本漢字表｣ (三千五百
字) について｣記事切抜

吟道 木内信胤 1980 8 1点 活字

4141 47 ｢一味清風 日米の相違｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 9 1 1点 活字

4141 48 ｢時務一家言 内政干渉はなす
べきでない｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 9 1 1点 活字

4141 49 ｢一味清風 日米セミナー｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 9 15 1点 活字

4141 50 ｢論壇 鈴木新内閣に何を望む
か｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

静岡新
聞

木内信胤 1980 8 1
同様2
点

活字

4141 51 ｢論壇 防衛問題が改めて登
場｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 9 6 1点 活字

4141 52
｢安保に関する日米セミナー
と安全保障問題の今後｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 9 22 1点 活字
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4141 53
｢新しい歩みを始める日本 日
本固有の文明の素晴らしさに
目覚めよ｣記事切抜

速報先
見経済

木内信胤 1980 9 15 1点 活字

4141 54 ｢一味清風 ｢共産主義｣なるも
のの此の頃｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 9 29 1点 活字

4141 55 ｢時務一家言 福田元首相の訪
韓はよかった｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 10 13 1点 活字

4141 56 ｢一味清風 大掃除をしよう｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 10 13 1点 活字

4141 57 ｢論壇 日本の政治･経済の特
殊な動き｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 10 12 1点 活字

4141 58 ｢一味清風 国会の憲法論議｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 10 27 1点 活字

4141 59 ｢論壇 米大統領選挙をどう思
ふか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 11 2 1点 活字

4141 60 ｢一味清風 民主主義とは?｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 11 17 1点 活字

4141 61
｢時務一家言 レーガンの米国
を希望をもって見守る｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 11 24 1点 活字

4141 62 ｢一味清風 改憲問題｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1980 12 1 1点 活字

4141 63 ｢一味清風 中国で行はれてゐ
る裁判について｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 12 15 1点 活字

4141 64 ｢論壇 アメリカ･ソ連･中国｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1980 12 10 1点 活字

4141 65 ｢時務一家言 金大中事件に思
う｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1980 12 22 1点 活字

4141 66 ｢一味清風 中共｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1980 12 29 1点 活字
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4141 67 ｢音楽と私｣記事切抜
ソル
フェー
ジ音楽

木内信胤 1980 1点 活字

4141 68 木内会長講演レジュメ集 (昭
和五十五年用)

内外ニュー
ス懇談会

1980 7 5 * 1点 タイプ

4141 69 12月1日号原稿執筆願い
｢外国為替貿易研
究会｣原稿用紙綴
りの表紙に記載

1点 鉛筆

▲年度別論文集▲ (昭和56年論文集)

4142 0 論文集 昭和56年 資料収納ファイル 1点

4142 1 論文集昭和56年目次
以下、目次に従
い、裏表紙方向か
ら採録

7枚 ペン

4142 2 ｢大掃除を続けよう｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1981 1 5 1点 活字

4142 3 ｢これからの経営者に求めら
れるもの｣記事切抜

経営者 木内信胤 1981 1 1点 活字

4142 4 ｢一味清風 増税･予算につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 1 26 1点 活字

4142 5 ｢論壇 今年はどんな年か｣記
事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1981 1 15 1点 活字

4142 6
｢時務一家言 政府は｢行政改
革｣をサボっているのか｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 2 2 1点 活字

4142 7 ｢一味清風 林彪･四人組裁判
について｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 2 9 1点 活字

4142 8 ｢論壇 面白い動きが始まっ
た｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1981 2 13 1点 活字

4142 9 ｢一味清風 国会論議につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 2 23 1点 活字
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4142 10 ｢行革と財政再建一本に 産計
懇が画期的提案｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 3 2 1点 活字

4142 11 ｢一味清風　レーガンの経済
再建策｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 3 9 1点 活字

4142 12 ｢時務一家言 国鉄ローカル線
の廃止｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 3 16 1点 活字

4142 13 ｢一味清風 レーガン政権につ
いて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 3 23 1点 活字

4142 14 ｢レーガンの経済再建策-その
内容と問題点-｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤･
嘉治佐代･
小浪充･小
松憲治

1981 3 16 1点 活字

4142 15 ｢｢日本国の正しい位置付け｣
をまづ自分の心に｣記事切抜

ばっく
あっぷ

木内信胤 1981 3 1点 活字

4142 16 ｢改憲問題総点検 その1 計画
のあらまし｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 4 6 1点 活字

4142 17 ｢一味清風 常用漢字表につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 4 6 1点 活字

4142 18 ｢時務一家言 行革について忘
れられている事｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 4 13 1点 活字

4142 19 ｢一味清風 ソ連脅威の有無｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 4 20 1点 活字

4142 20
｢レーガンの経済再建策 (そ
の二) ｢供給サイドの経済学｣
とは｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤･
嘉治佐代･
小浪充･小
松憲治

1981 4 27 1点 活字

4142 21 ｢一味清風 非核三原則｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 5 4 1点 活字
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4142 22 ｢｢行革｣はいよいよ進行を始
めた｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 5 11 1点 活字

4142 23 ｢論壇 行革は本調子で進み出
した｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1981 5 11 1点 活字

4142 24 ｢一味清風 人種問題について
思ふ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 5 18 1点 活字

4142 25 ｢一味清風 対米外交につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 6 1 1点 活字

4142 26 ｢時務一家言 非核三原則の解
釈｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 6 8 1点 活字

4142 27 木内ほか｢座談会 底流はうご
めきはじめた景気｣記事切抜

貿易人 木内信胤 1981 4 1点 活字

4142 28 ｢一味清風 ライシャワー発言
と勧進帳｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 6 29 1点 活字

4142 29 木内･山地進｢対談 日本農業
の進路を語る｣記事切抜

農林統
計調査

木内信胤 1981 6 1点 活字

4142 30 ｢世界の政治経済の変動と日
本の対応｣記事切抜

林経協
月報

木内信胤 1981 6 1点 活字

4142 31
｢六月二十二日､第二臨調に提
出された｢第一専門部会報告｣
の全文｣記事切抜

世界と
日本

1981 7 6 1点 活字

4142 32 ｢行革の理念 このように行革
は進められる｣記事切抜

正論 木内信胤 1981 8 1点 活字

4142 33
｢行革以外に道は無い-素晴ら
しい日本を造るために-｣記事
切抜

化繊ク
ラブ

木内信胤 1981 7 1点 活字

4142 34 ｢一味清風 今回の日本行革の
進行ぶりについて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 7 13 1点 活字
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4142 35 ｢驚くべき行政の現状と改革
の方途｣記事切抜

世界と
議会

木内信胤 1981 6
同一2
点

活字

4142 36 ｢論壇 第二臨調の第一次答
申｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

静岡新
聞

木内信胤 1981 7 11
同一2
点

活字

4142 37 ｢一味清風 現代医療につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 7 27 1点 活字

4142 38 ｢時務一家言 生産者米価引上
げに想う｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 8 3 1点 活字

4142 39 ｢一味清風 行革｣記事切抜
世界と
日本

木内信胤 1981 8 10 1点 活字

4142 40 ｢一味清風 アメリカの航空管
制官ストについて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 8 24 1点 活字

4142 41 ｢論壇 行革は本番に入った｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1981 8 21 1点 活字

4142 42 ｢一味清風 郵貯戦争につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 9 7 1点 活字

4142 43
｢時務一家言 アメリカの国防
費カットを聞いて思うこと｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 9 21
同様2
点

活字

4142 44 ｢論壇 急ピッチの世の中の動
き｣記事切抜

静岡新
聞

静岡新聞社 1981 9 18 1点 活字

4142 45 ｢一味清風 ロボットについ
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 9 28 1点 活字

4142 46 ｢行革随想｣記事切抜
小説新
潮スペ
シャル

木内信胤 1981 1点 活字

4142 47 ｢行革の｢理念とは｣どのよう
なものか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 10 12 1点 活字
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4142 48 ｢一味清風 中産階級雑感｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 10 12 1点 活字

4142 49
｢レーガンの経済再建策 (そ
の三) -ゴタゴタして来たと
いうが､果してどうなるか｣

世界と
日本

木内信胤･
嘉治佐代･
小浪充･小
松憲治

1981 10 26 1点 活字

4142 50 ｢一味清風 訪日したアラファ
ト議長について｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 10 26 1点 活字

4142 51
｢新出発の日本の歩みは､どの
やうなものであらうか｣記事
切抜

ばっく
あっぷ

木内信胤 1981 1点 活字

4142 52
｢創刊五〇〇号に想う 将来へ
いっそうの努力傾注を｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 11 2 1点 活字

4142 53 ｢論壇 ゴタゴタも割切ってみ
れば…｣記事切抜

｢行革｣の行方　など
静岡新
聞

木内信胤 1981 11 2 1点 活字

4142 54 ｢時務一家言 日本の｢外交危
機｣を避けるには｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 11 9 1点 活字

4142 55 ｢一味清風 ロッキード裁判に
ついて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 11 16 1点 活字

4142 56
｢一味清風 国際オリンピッ
ク､ソウル開催決定について｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 11 23 1点 活字

4142 57 ｢一味清風 夜久先生の古事記
朗読｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 12 7 1点 活字

4142 58 ｢行革と林野行政について｣記
事切抜

第102回例会における
講演

林業同
友

木内信胤 1981 11 1点 活字

4142 59 ｢一味清風 左翼思想の凋落｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 12 21 1点 活字
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4142 60 ｢論壇 いまの政局､見どころ
はどこか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1981 12 7 1点 活字

4142 61 ｢時務一家言 天下大乱の兆｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 12 28 1点 活字

4142 62
｢匿名座談会 防衛問題の｢勘
どころ｣『ソ連の脅威』とは
何か｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1981 12 28 1点 活字

4142 63 御礼とお願ひ
木内が関係する会、
仕事の一覧表あり

木内の激励会で配
布されたものか

木内信胤 1981 6 5 1点 活字

4142 64 木内会長講演レジュメ集 (そ
の二) (昭和五十六年用)

内外ニュー
ス懇談会

1981 1 6 1点 タイプ

4142 65 ｢失業救済へ"安息年"導入 仏
で新実験｣

有給で自分は1年間休
み　浮いた仕事を回
す

サンケ
イ新聞

1981 9 17 1点 活字

▲年度別論文集▲ (昭和57年論文集)

4143 0 論文集 昭和57年 資料収納ファイル 1点

4143 1 論文集昭和57年目次
以下、目次に従
い、裏表紙方向か
ら採録

11枚 ペン

4143 2 ｢現代の救ひ｣記事切抜 Voice 木内信胤 1982 1 * 1点 活字

4143 3 ｢日本国の｢国の使命｣と｢当面
の役割｣｣記事切抜

経済往
来

木内信胤 1982 1 1点 活字

4143 4
｢国の歩みを変えよう 日本独
自の道を切り開くとき｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 1 4 1点 活字

4143 5 ｢'82日本と世界 五十七年は
生甲斐のある年｣記事切抜

動向 木内信胤 1982 1 1点 活字
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4143 6 ｢論壇 今年は､怖いけれども
面白い年｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 1 3 1点 活字

4143 7 ｢一味清風 ことしは"対決の
年"｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 1 18 1点 活字

4143 8 ｢改憲問題総点検40 一応のと
りまとめ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 1 18 1点 活字

4143 9
｢改憲問題に何をなすべきか
連載｢改憲問題総点検｣の総
括｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 1 25 1点 活字

4143 10 ｢一味清風 日米の｢防衛問題｣
について｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 2 1 1点 活字

4143 11 ｢講演速記録 行革で日本は大
いに変わる｣記事切抜

ディ
ケィエ
ムマネ
ジメン
トレ
ポート

木内信胤 1982 2 1点 活字

4143 12 ｢時務一家言 不況対策の混
迷｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 2 8 1点 活字

4143 13 ｢論壇 行革のかげり｣記事切
抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 2 10 1点 活字

4143 14 ｢一味清風 ｢中期展望｣の新版
の発表に関して｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 2 15 1点 活字

4143 15
｢一味清風 土光さんの『私の
履歴書』に出ていた話｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 3 1 1点 活字

4143 16
｢一味清風 アメリカが対日貿
易について文句をつけたこ
と｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 3 15 1点 活字

4143 17
｢行革十題 (その一) 行革は
スラリとは行かない｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1982 3 15 1点 活字
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4143 18 ｢行革十題 (その二) 行革と
財政再建との絡み｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 3 22 1点 活字

4143 19 ｢時務一家言 米国の対日強圧
にどう対応するか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 3 22 1点 活字

4143 20 ｢一味清風 日米関係の急悪
化｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 3 29 1点 活字

4143 21 ｢行革十題 (その三) 行革と
マスコミの責任｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 3 29 1点 活字

4143 22 ｢論壇 狐につままれた感じの
日米関係｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 3 9 1点 活字

4143 23 ｢行革十題 (その四) 食管を
どうするか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 4 5 1点 活字

4143 24 ｢論壇 日本農業に大危機の恐
れ｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 4 8 1点 活字

4143 25 仙台経済同友会報 47号
木内｢記念講演 行革
で日本は大いに変わ
るだろうか｣

仙台経済同
友会

1981 12 1 1点 活字

4143 26 ｢一味清風 国の歩みが変わる
とは｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 4 12 1点 活字

4143 27 ｢行革十題 (その五) 国鉄を
どう改革する｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 4 12 1点 活字

4143 28 ｢一味清風 ストについて｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 4 26 1点 活字

4143 29 ｢"志に溢れている" 創立十周
年に際して｣記事切抜

内外ニュース創立十
周年

世界と
日本

木内信胤 1982 5 3 1点 活字

4143 30 ｢論壇 日本の農業はどうある
べきか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 5 5 1点 活字
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4143 31 ｢一味清風 国鉄の改革につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 5 10 1点 活字

4143 32 ｢匿名座談会 混迷の世界経済
とこれからの日本｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 5 10 1点 活字

4143 33
｢時務一家言 財政の異常事態
には月並みでない対策を｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 5 17 1点 活字

4143 34 ｢行革問題の経過と展望｣記事
切抜

参風 木内信胤 1982 4 1点 活字

4143 35 ｢第一高等学校 野球と高校生
活｣抜粋

『全国旧制高等学
校野球史』の抜粋
複写

木内信胤 1981 11 * 1点 活字

4143 36 ｢Unique Proposal On Trade
Policy｣記事切抜

木内のユニークな主
張について

Mainich
i Daily
News

Takuo
Hayashi

1982 5 23 1点 活字

4143 37 ｢一味清風 ガットの再検討｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 5 24 1点 活字

4143 38 ｢臨調からの報告2 甦った木
内信胤理論｣記事切抜

サンケ
イ新聞

千田恒 1982 5 25 1点 活字

4143 39 ｢論壇 行革の"幕あけ"をどう
見るか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 5 30 1点 活字

4143 40 ｢一味清風 フォークランド紛
争｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 6 7 1点 活字

4143 41
｢行革十題 (その六) 第四部
会の報告をどうみる｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1982 6 7 1点 活字

4143 42 ｢行革十題 (その七) 第三･第
一部会報告が出た｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 6 14 1点 活字

1149



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4143 43 ｢行革十題 (その八) 第二部
会の報告も出た｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 6 21 1点 活字

4143 44 ｢一味清風 日本が今抱えてい
る問題について｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 6 21 1点 活字

4143 45 ｢行革十題 (その九) 臨調は
苦悩している筈｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 6 28 1点 活字

4143 46 ｢論壇 第二臨調は"苦悩"して
ゐる｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 6 25 1点 活字

4143 47 ｢行革十題 (その十) 打解の
道はここにある｣記事切抜

資料1点は台紙に
貼付、他1点は台
紙に添付(改めて
別フォルダに保
管)

世界と
日本

木内信胤 1982 7 5
同様2
点

活字

4143 48 ｢一味清風 世の中がもっと変
わった｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 7 5 1点 活字

4143 49

｢シリーズ･インタビュー 日
本の保守政治を正す4 西欧後
追いから前人未踏の転換に桿
させ｣記事切抜

マスコ
ミ文化

木内信胤 1982 7 1 1点 活字

4143 50
木内信胤他｢座談会 認識を改
めるところに新たな道が｣記
事切抜

他の出席者は井川博･
大蔵公雄･外山弘･藤
原一郎･丸山学而･森
昭人

貿易人 木内信胤 1982 6 25 1点 活字

4143 51 ｢時務一家言 財政再建は出来
るのか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 7 12 1点 活字

4143 52 ｢評論｢日本の視点｣ 12日から
連載｣記事切抜

木内は執筆メンバー
の一人

フクニ
チ新聞

1982 1点 活字

4143 53 ｢日本の視点 いま何が一番"
緊急"か｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 7 13 1点 活字
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4143 54 ｢論壇 ｢行革｣と私の農業に関
する提案｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 7 15 1点 活字

4143 55 ｢一味清風 レバノン状勢につ
いて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 7 19 1点 活字

4143 56 ｢一味清風 かな遣いについ
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 8 2 1点 活字

4143 57 ｢意見を持つことのむづかし
さ｣記事切抜

｢新樹｣創刊100号記念
特集

新樹 木内信胤 1982 7 25 1点 活字

4143 58
｢輸入穀物管理制度を創設せ
よ-木内信胤氏､土光臨調会長
に提言｣記事切抜

新樹 1982 7 25 1点 活字

4143 59 ｢日本の視点 行革と国政の前
途は混沌｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 7 29 1点 活字

4143 60 ｢論壇 第二臨調の｢基本答申｣
をどう見るか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 8 8 1点 活字

4143 61
｢日本の視点 ｢行革｣は意外な
コースを走るらしい｣記事切
抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 8 11 1点 活字

4143 62 ｢一味清風 教科書問題｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 8 16 1点 活字

4143 63
｢臨調の基本答申を論評する
未完成品だが重点的処理を｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 8 16 1点 活字

4143 64
｢時務一家言 教科書問題は､
頭よくハッキリと考えるこ
と｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 8 23 1点 活字

4143 65 ｢鼎談 アメリカはどうなる
か｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤･
角田順･
ディビッ
ド･ルー

1982 8 25 1点 活字

4143 66 ｢日本の視点 教科書問題をど
う思ふか｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 8 27 1点 活字
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4143 67 ｢論壇 教科書問題を割切ら
う｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 8 27 1点 活字

4143 68 ｢インタビュー 戦中戦後の経
済と経済学｣記事切抜

聞き手は東京大学助
教授早坂忠

近経シリーズNo.
62｢日本の再生 行
革総特集｣

週刊東
洋経済
臨時増
刊

1982 1点 活字

4143 69 ｢一味清風 この頃の韓国のビ
ヘービアー｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 8 30 1点 活字

4143 70 ｢日本の視点 スヰスで行はれ
た産業人会議｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 9 11 1点 活字

4143 71 ｢日本の視点 鈴木首相の｢非
常事態宣言｣｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 9 22 1点 活字

4143 72 ｢一味清風 教科書問題｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 9 27 1点 活字

4143 73 ｢麦や大豆を米なみに扱うこ
とが米を救う｣記事切抜

農業富
民

木内信胤 1982 10 5 1点 活字

4143 74 ｢宗教と経営⑤木内信胤氏 生
活がすなわち宗教｣記事切抜

宗教新
聞

1982 10 1 1点 活字

4143 75
｢論壇 ｢大綱｣出た時点で､行
革の｢運命｣どうみるか｣記事
切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 10 6 1点 活字

4143 76 ｢一味清風 教科書問題は決着
した｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 10 11 1点 活字

4143 77 ｢｢人勧｣の凍結と｢行革大綱｣
決定をどうみる｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 10 18 1点 活字

4143 78
｢日本の視点 鈴木首相と第二
臨調とが同時に本番に入る｣
記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 10 9 1点 活字
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4143 79
｢木曜評論 為替相場制改めよ
国債管理策も合理化｣記事切
抜

日経連
タイム
ズ

木内信胤 1982 10 14 1点 活字

4143 80 ｢日本の視点 政界の大異変｣
記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 10 20 1点 活字

4143 81 ｢一味清風 鈴木総理の退陣｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 10 25 1点 活字

4143 82
｢米国の自由化要求を通せば
世界の食糧生産がダメにな
る｣記事切抜

農業共
済新聞

木内信胤 1982 11 3 1点 活字

4143 83 ｢論壇 自民党は自ら混迷の淵
に｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1982 11 7 1点 活字

4143 84 ｢これからの日本の進むべき
道 (1) ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 11 8 1点 活字

4143 85 ｢一味清風 今度の政変劇｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 11 8 1点 活字

4143 86 ｢日本の視点 意味不明の政界
異変｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 11 13 1点 活字

4143 87 ｢時務一家言 政治改革の道を
探ろう｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 11 22 1点 活字

4143 88 ｢日本の視点 政治異変の帰趨
は見えた｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 11 23 1点 活字

4143 89
｢これからの日本の進むべき
道 (5) -政治改革と改憲問題
とを中心に｣記事切抜

加藤論文に対するコ
メント (上)

世界と
日本

木内信胤 1982 12 6 1点 活字

4143 90 ｢一味清風 中ソ和解｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1982 12 6 1点 活字

4143 91 ｢日本の視点 中曽根新総理の
初印象｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 12 11 1点 活字
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4143 92 ｢よりよい国語のために 第28
回国語問題講演会｣記事切抜

新言論 木内信胤 1982 12 15 1点 活字

4143 93
｢一味清風 中曽根新首相の信
念等をまとめた英文につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 12 20 1点 活字

4143 94 ｢日本の視点 1月18日の｢日米
会談｣に注目しよう｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1982 12 25 1点 活字

4143 95 ｢時務一家言 社会党の運命｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1982 12 27 1点 活字

▲年度別論文集▲ (昭和58年論文集)

4144 0 ファイル｢論文集 昭和58年｣ 資料収納ファイル 1点

4144 1 論文集昭和58年目次

うち1枚は未記
入。以下、目次に
従い、ファイル裏
表紙方向から採
録。

1983 9枚 ペン

4144 2 ｢日本らしい日本を作ろう｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 1 3 1点 活字

4144 3 ｢問題の所在を深い層で捉え
よ｣記事切抜

経営者 木内信胤 1983 1 1点 活字

4144 4 ｢最近思ふこと｣記事切抜
同根会
四周年
記念号

1983 1点 活字

4144 5 ｢日本の視点 年頭に想ふこ
と｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 1 3 1点 活字

4144 6 ｢論壇 今年は去年とどのやう
に違ふか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1983 1 4 1点 活字

4144 7 ｢一味清風 年齢の数え方｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 1 17 1点 活字
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4144 8
｢これからの日本の進むべき
道 (11) 憲法はどう改正すべ
きか｣記事切抜

林論文に対する私の
コメント

木内は内外ニュー
ス会長

世界と
日本

木内信胤 1983 1 31 1点 活字

4144 9 ｢一味清風 サントリーの広
告｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 1 31 1点 活字

4144 10
｢論壇 日米経済摩擦はどうな
るか-問題は解決したも同様
らしい｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1983 2 6 1点 活字

4144 11
｢日本の視点 日本の｢新コー
ス｣にはどんな波乱があるか｣
記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 2 7 1点 活字

4144 12 ｢一味清風 財政を救ふ道｣記
事切抜

第二臨調
世界と
日本

木内信胤 1983 2 14 1点 活字

4144 13 ｢日本の視点 中曽根首相が自
らに課した課題｣記事切抜

防衛問題、農産物問
題

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 2 19 1点 活字

4144 14 ｢日本の視点 日本が進むコー
スは決った｣記事切抜

防衛問題、農産物輸
入問題

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 1 20 1点 活字

4144 15 ｢一味清風 アメリカの対日姿
勢の変化｣記事切抜

農産物輸入自由化問
題

世界と
日本

木内信胤 1983 2 28 1点 活字

4144 16 ｢時務一家言 タカ派路線と国
会とマスコミ｣記事切抜

中曽根総理の対ソ政
策

世界と
日本

木内信胤 1983 2 28 1点 活字

4144 17 ｢論壇 ｢行革｣の今後はどうな
るか｣記事切抜

第二臨調
静岡新
聞

木内信胤 1983 3 3 1点 活字

4144 18 ｢日本の視点 まず｢行革｣の行
方を見定めよう｣記事切抜

第二臨調
フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 3 4 1点 活字

4144 19
｢これからの日本の進むべき
道 (16) 憲法はどう改正すべ
きか｣記事切抜

西論文に対する私の
コメント 今後の我々
の計画

木内は内外ニュー
ス会長

世界と
日本

木内信胤 1983 3 7 1点 活字
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4144 20
｢一味清風 国会とは何をやる
ところなのか教えて欲しい｣
記事切抜

世界と
日本

内外ニュー
ス

1983 3 14 1点 活字

4144 21 ｢一味清風 行革国民運動｣記
事切抜

第二臨調
世界と
日本

木内信胤 1983 3 28 1点 活字

4144 22
｢中曽根訪米の成果に期待 防
衛･経済摩擦とも天の配剤｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 1 24 1点 活字

4144 23 ｢日本の視点 いまはちょっと
した中休み｣記事切抜

行革、統一地方選挙
フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 3 20 1点 活字

4144 24 ｢憲法はどう改正すべきか｣記
事切抜

｢この国家的な仕事に
参画するための｢我々
の作業計画｣｣

木内は内外ニュー
ス会長

世界と
日本

木内信胤 1983 4 4 1点 活字

4144 25
｢日本の視点 ｢国民運動とし
ての行革｣がスタートする｣記
事切抜

行革、第二臨調
フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 4 5 1点 活字

4144 26 ｢論壇 これからの真の問題は
｢行革の今後｣｣記事切抜

国民運動による行革
静岡新
聞

木内信胤 1983 4 14 1点 活字

4144 27 ｢一味清風 ｢国民運動｣が日本
の運命を決定する｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 4 11 1点 活字

4144 28 ｢一味清風 統一地方選挙の前
半が済んでみて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 4 25 1点 活字

4144 29 木内｢戦時下の上海にて｣記事
切抜

証言の
昭和史3

木内信胤 1983 * 1点 活字

4144 30 ｢瀬戸内圏の将来を"橋"以外
の見地から｣記事切抜

『かけ
橋』

木内信胤 1983 1点 活字

4144 31 木内｢私の行革提案｣記事切抜
証言の
昭和史
11

学習研究社 1983 * 1点 活字
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4144 32 ｢国民の側の"行革"を上乗せ
よ｣記事切抜

新国策 木内信胤 1983 4 15 1点 活字

4144 33
｢日本の視点 国民運動として
の行革は｢政治改革｣を随伴す
る｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 4 27 1点 活字

4144 34
木内ほか｢座談会 世界経済の
混迷と農産物の自由化を考え
る｣記事切抜

中尾光昭・大山昊
人・山口巌との座談
会

あぐり 木内信胤 1983 1点 活字

4144 35 ｢論壇 中曽根内閣の半ヶ年｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1983 5 13 1点 活字

4144 36
｢日本の視点 サミットに何が
期待出来るだらうか｣記事切
抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 5 16 1点 活字

4144 37 ｢時務一家言 同時選挙回避と
中曽根内閣の今後｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 5 16 1点 活字

4144 38
｢若い人への手紙 いま宗教を
考える 新しい宗教を考へる｣
記事切抜

中外日
報

木内信胤 1983 5 20 * 1点 活字

4144 39 ｢一味清風 同時選挙回避につ
いて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 5 16 1点 活字

4144 40 ｢一味清風 参議院選挙につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 5 23 1点 活字

4144 41 ｢日本の視点 サミットの意外
な展開｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 6 6 1点 活字

4144 42 ｢論壇 サミットの意外な展
開｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1983 6 7 1点 活字

4144 43 ｢一味清風 ｢国民運動として
の行革｣とは｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 6 6 1点 活字

4144 44 ｢一味清風 ｢ミニ政党｣出現に
ついて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 6 20 1点 活字

1157



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4144 45 ｢時務一家言 参議院選挙を顧
みて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 7 11 1点 活字

4144 46
｢日米貿易摩擦打開の道 為替
相場に合理性を与えよう｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 7 18 1点 活字

4144 47
｢一味清風 テレビに出て来た
お地蔵様から連想して｢改憲｣
を｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 7 4 1点 活字

4144 48
｢一味清風 ｢アメリカ･女新兵
物語｣というテレビをみて｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 7 18 1点 活字

4144 49 ｢時務一家言 行革は誤解され
ている｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 8 29 1点 活字

4144 50 ｢一味清風 大々的な農業新政
策を提唱しよう｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 8 1 1点 活字

4144 51
｢一味清風 農産物問題と防衛
で国論の統一が必要｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1983 8 15 1点 活字

4144 52 ｢一味清風 教科書問題につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 8 29 1点 活字

4144 53 ｢一味清風 社会党について｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 9 12 1点 活字

4144 54
｢一味清風 ものを判断する標
準が狂っているらしい｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 9 26 1点 活字

4144 55
｢次の機会まで決着見送れ 日
米経済摩擦を回避する道｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 10 3 1点 活字

4144 56
｢時務一家言 経団連と農協は
大いにやり合って欲しい｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 10 17 1点 活字
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4144 57
『続･現代史資料月報　第四
回配本 (11) 占領地通貨工作
付録』

木内｢中支那の通過工
作についての私の体
験的知識｣収録

みすず書房 1983 10 1点 活字

4144 58 ｢一味清風 槙枝氏の罰金刑に
ついて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 10 10 1点 活字

4144 59 ｢一味清風 ｢所得減税｣につい
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 10 24 1点 活字

4144 60
｢｢新憲法論｣を提案する (そ
の一) -我々の計画のあらま
し-｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 11 7 * 1点 活字

4144 61 ｢論壇 辞職とケジメと解散
と｣記事切抜

田中角栄につき
静岡新
聞

木内信胤 1983 11 8 1点 活字

4144 62 ｢日本の視点 田中問題の｢ケ
ジメ｣はついた｣記事切抜

田中元総理辞職問題
フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 11 12 1点 活字

4144 63 ｢一味清風 ベイルートでの事
件｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 11 7 * 1点 活字

4144 64 ｢一味清風 田中問題につい
て｣記事切抜

田中元総理辞職問題
世界と
日本

木内信胤 1983 11 21 1点 活字

4144 65 ｢論壇 今度の選挙の品定め｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1983 12 15 1点 活字

4144 66
｢日本の視点 今度の選挙は興
味本位で眺めていい｣記事切
抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 12 17 1点 活字

4144 67 ｢一味清風 ｢奇妙｣な総選挙に
ついて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 12 5 1点 活字

4144 68 ｢一味清風 総選挙が終って｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1983 12 19 1点 活字

4144 69 ｢進路をきく 国民行革への提
言4｣記事切抜

サンケ
イ新聞

木内信胤 1983 7 14 1点 活字

4144 70 ｢進路をきく 国民行革への提
言3｣記事切抜

サンケ
イ新聞

木内信胤 1983 7 13 1点 活字
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4144 71 ｢進路をきく 国民行革への提
言2｣記事切抜

サンケ
イ新聞

木内信胤 1983 7 12 1点 活字

4144 72 ｢進路をきく 国民行革への提
言1｣記事切抜

サンケ
イ新聞

木内信胤 1983 7 11 1点 活字

4144 73 ｢論壇 中曽根総理の本番｣記
事切抜

防衛問題、国民運動
としての行革

静岡新
聞

木内信胤 1983 7 7 1点 活字

4144 74
｢日本の視点 七月からが中曽
根内閣の本番である｣記事切
抜

行革、対米関係
フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 7 9 1点 活字

4144 75
｢日本の視点 ｢行革｣と｢対米
理解｣はどう進めるべきか｣記
事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 7 23 1点 活字

4144 76 ｢論壇 政府は､即時､二大キャ
ンペインを｣記事切抜

農産物輸入自由化問
題、防衛問題

静岡新
聞

木内信胤 1983 8 4 1点 活字

4144 77
｢日本の視点 政府は､二つの｢
大キャンペイン｣を行って欲
しい｣記事切抜

国防問題、農業政策
に関する国論統一

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 8 9 1点 活字

4144 78 ｢日本の視点 静かな夏から､
騒しい秋へ｣記事切抜

対米経済摩擦、来年
度予算編成

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 9 8 1点 活字

4144 79 ｢日本の視点 臨時国会はどう
なる｣記事切抜

行革関連法案、ロッ
キード裁判

フクニ
チ新聞

木内信胤 1983 9 30 1点 活字

4144 80 ｢論壇 政界はどう動くか｣記
事切抜

ロッキード裁判、田
中辞職勧告決議案

静岡新
聞

木内信胤 1983 10 1 1点 活字

4144 81 香取宏明書簡
第二臨調に提出の木
内信胤意見書につき

香取宏明
全国新農村
建設同志会
幹事長

中曽根康弘
内閣総理大
臣

1983 1 11 1通 タイプ

4144 82 創造のひろば 197号

｢インタビュー  "国
鉄再建の基本問題は
労使関係のあり方”｣
掲載

日本生産性
本部

1983 9 1 1点 活字 送り状
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4144 83 新言論 94号
｢日本を知るに不可
欠｣ (木内講演要旨)
掲載

第29回国語問題講
演会

新言論調査
会事務局

1983 5 15 1点 活字

4144 84 財団法人日本生産性本部原稿
用紙

未使用原稿用紙
日本生産性
本部

1綴

▲年度別論文集▲ (昭和59年論文集)

4145 0 ファイル｢論文集 昭和59年｣ 資料収納ファイル

以下、裏表紙方向
から順に採録。目
次は資料4145-
82(挿入物)。

1点

4145 1 ｢財界の元老木内信胤氏に聞
く ｣記事切抜

｢深い思想に立って
科学技術の弊害､超え
るため｣

うち1点は原紙、
木内記事の前面に
ある｢めざす経済｣
記事切抜も添付

毎日新
聞

1984 1 4 *
同一4
点

活字

4145 2
｢円･激動の昭和史① 昭和初
頭の"経済しごき政策"｣記事
切抜

予想を超す大恐慌襲
来に思惑はずれる

週刊ダ
イヤモ
ンド

木内信胤 1983 12 31 * 1点 活字

4145 3
｢円･激動の昭和史② "世界経
済会議" 挫折で始まった経済
軍事化｣記事切抜

為替切下げ競争　ブ
ロック化　そして大
戦へ

週刊ダ
イヤモ
ンド

木内信胤 1984 1 7 * 1点 活字

4145 4
｢円･激動の昭和史③ 戦時下
力限りの"円ブロック"推進｣
記事切抜

大東亜金融権樹立か
ら崩壊へ

週刊ダ
イヤモ
ンド

木内信胤 1984 1 14 * 1点 活字

4145 5
｢円･激動の昭和史④ インフ
レに無力だった"新円封鎖"の
教訓｣記事切抜

占領軍の権威で戦後
経済の混乱を収束

週刊ダ
イヤモ
ンド

木内信胤 1984 1 21 * 1点 活字

4145 6 ｢官民が呼応した行革の推進｣
記事切抜

｢文責編集部：詳細は
世界思想の83年12月
号をご覧下さい｣とあ
り

思想新
聞

木内信胤 1984 1 1 * 1点 活字

4145 7 ｢日本の｢役割｣を自覚しよう｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 1 2 1点 活字
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番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4145 8 ｢行革の全貌を語る (上) ｣記
事切抜

世界思
想

木内信胤 1983 11 25 1点 活字

4145 9 ｢行革の全貌を語る (下) ｣記
事切抜

世界思
想

木内信胤 1983 12 25 1点 活字

4145 10
｢世の中の大転換期にはどん
な心構へで仕事をしたらいい
のか｣記事切抜

同根会
五周年
記念号

木内信胤 1984 1点 活字

4145 11 ｢日本の将来に思ふこと｣記事
切抜

関西経
協

木内信胤 1984 1 10 1点 活字

4145 12 ｢一味清風 日本が日本らしく
なるキッカケは｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 1 16 1点 活字

4145 13 ｢一味清風 政界の変化と｢上
総掘り｣｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 1 30 1点 活字

4145 14 ｢日本の視点 日本の政治も様
子が変わってきた｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 1 22 1点 活字

4145 15 ｢時務一家言 "増税なし"は一
大波瀾に｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 1 23 1点 活字

4145 16
｢｢新憲法｣を提案する (その
七) 第一部を終え第二部に入
る｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 2 13 1点 活字

4145 17
｢｢新憲法｣を提案する (その
八) ｢戦争放棄｣をどう割り切
るか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 2 20 1点 活字

4145 18 ｢日本の視点 注目すべき要点
は何か｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 2 21 1点 活字

4145 19
｢｢新憲法｣を提案する (その
九) ｢宗教の問題｣をどう割り
切るか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 2 27 1点 活字

4145 20 ｢一味清風 休暇振替の給料
カットについて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 2 13 * 1点 活字
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4145 21
｢一味清風 新聞報道記事が多
量であることについて｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 2 27 * 1点 活字

4145 22 『行革の全貌を語る　希望あ
る日本の未来のために』

日本の平和と安全
を守るための勝共
時局シリーズ⑨

国際勝共連
合教宣局/
木内信胤

1984 3 1 1点 活字

4145 23
｢｢新憲法｣を提案する (その
十) "憲法は不文律"をどう割
り切るか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 3 5 1点 活字

4145 24
｢｢新憲法｣を提案する (その
十一) 権利･義務をどう規定
するか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 3 12 1点 活字

4145 25
｢｢新憲法｣を提案する (その
十二) ｢国会｣をどう規定する
か｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 3 19 1点 活字

4145 26
｢｢新憲法｣を提案する (その
十三) ｢国家の役割｣をどう考
えるか｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 3 26 1点 活字

4145 27 ｢一味清風 ｢ニュー社会党｣｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 3 12 * 1点 活字

4145 28
｢一味清風 日本人の｢人間回
復｣と名付くべき行動｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1984 3 26 1点 活字

4145 29
｢日本の視点 ｢増税なき財政
再建｣とこれからの国連｣記事
切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 3 27 1点 活字

4145 30 ｢アメリカ人への私の｢語りか
け｣｣記事切抜

｢世界経済調査
会・研究シリーズ
71｣からの転載

世界と
議会

木内信胤 1984 2 15 1点 活字

4145 31 ｢時務一家言 政治改革のキッ
カケ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 4 2 1点 活字

1163



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4145 32 ｢論壇 世界が抱へた五つの難
問題とその対応｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1984 4 2 1点 活字

4145 33
｢明治の現役に聞く OVER80の
発言 評論家木内信胤氏 (上)
｣記事切抜

世界日
報

木内信胤 1984 4 3 1点 活字

4145 34
｢明治の現役に聞く OVER80の
発言 評論家木内信胤氏 (中)
｣記事切抜

世界日
報

木内信胤 1984 4 4 1点 活字

4145 35
｢明治の現役に聞く OVER80の
発言 評論家木内信胤氏 (下)
｣記事切抜

世界日
報

木内信胤 1984 4 5 1点 活字

4145 36
｢｢新憲法｣を提案する (その
十六) 西修先生のコメント｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 4 16 1点 活字

4145 37 ｢論壇 日米農産物交渉の妥結
をどう評価するか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1984 4 20 1点 活字

4145 38
｢｢新憲法｣を提案する (その
十七) 我々のよしとするパラ
ダイム (1) ｣記事切抜

日本の｢国柄｣その他
について

世界と
日本

木内信胤･
林修三･加
藤栄一

1984 4 23 1点 活字

4145 39
｢日本の視点 日米農産物交渉
の妥結をどう評価するか｣記
事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 4 24 1点 活字

4145 40
｢一味清風 中心的課題が無い
という状況について｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1984 4 19 1点 活字

4145 41 ｢一味清風 日米農産物交渉の
妥結振りについて｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 4 23 1点 活字

4145 42
｢｢新憲法｣を提案する (その
十八) 我々のよしとするパラ
ダイム (2) ｣記事切抜

｢法律｣というものを
どう考えるか

世界と
日本

木内信胤･
林修三･加
藤栄一

1984 4 30 1点 活字
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4145 43
｢｢新憲法｣を提案する (その
十九) 我々のよしとするパラ
ダイム (3) ｣記事切抜

｢どのような憲法を提
案するのか｣

世界と
日本

木内信胤･
林修三･加
藤栄一

1984 5 7 1点 活字

4145 44
｢｢新憲法｣を提案する (その
二十) 第三部｢本論｣-その骨
格について (1) ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 5 14 1点 活字

4145 45
｢｢新憲法｣を提案する (その
二十一) 第三部｢本論｣-その
骨格について (2) ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 5 21 1点 活字

4145 46
｢一味清風 マスコミを軽々し
く信じないクセをつけたら｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 5 7 1点 活字

4145 47
｢一味清風 ｢ガソリンより安
いアルコール燃料をとる｣と
いう記事について｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 5 21 1点 活字

4145 48
｢論点 人口再配置に"都市税"
を 地方の道路整備を急げ｣記
事切抜

読売新
聞

木内信胤 1984 5 22 * 1点 活字

4145 49 ｢｢新憲法｣を提案する (その
二十二) ｣記事切抜

｢全体の取りまとめを
どのように行うか｣

世界と
日本

木内信胤 1984 5 28 1点 活字

4145 50 ｢｢教育大国｣の成熟と頽廃｣記
事切抜

知識 木内信胤 1984 7 1点 活字

4145 51
｢一味清風 多少の｢悟り｣で｢
過剰反応｣を調整出来れば｣記
事切抜

景気問題
世界と
日本

木内信胤 1984 6 4 1点 活字

4145 52
｢一味清風 自民党のマイナス
シーリング反対発言の真意｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 6 18 1点 活字
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4145 53 ｢論壇 ｢増税なき財政再建｣は
却って補強された｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1984 6 10 1点 活字

4145 54
｢｢新憲法｣を提案する (その
二十三) 第三部｢本論｣(4) ｣
記事切抜

｢新憲法の要綱｣素案
世界と
日本

木内信胤 1984 6 11 1点 活字

4145 55 ｢日本の視点 自民党は､増税
をやるつもりか｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 6 14 1点 活字

4145 56 靖国 348号
木内｢良き伝統を守護
しよう-めいめいの実
践で-｣収録

靖国神社社
務所

1984 7 1 1点 活字

4145 57
｢｢新憲法｣を提案する (その
二十四=完) 第三部｢本論｣
(5)｣記事切抜

新憲法の要綱
世界と
日本

木内信胤 1984 7 2 1点 活字

4145 58 ｢論壇 当面の政治･経済問題｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1984 7 5 1点 活字

4145 59 ｢一味清風　たきぎ不足｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 7 2 1点 活字

4145 60 ｢一味清風　乱伐に対する日
本の援助｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 7 16 1点 活字

4145 61 ｢一味清風　中共内部は騒然｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 7 30 1点 活字

4145 62
｢"超聖域"の議論おこせ 60年
度予算概算枠と防衛費｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 7 23 1点 活字

4145 63 ｢論壇 来年度予算の｢在り方｣
は決った｣記事切抜

マイナス・シーリン
グ

静岡新
聞

木内信胤 1984 7 31 1点 活字

4145 64
｢日本の視点 来年度の予算は
｢行革の推進｣になる｣記事切
抜

マイナス・シーリン
グ

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 8 11 1点 活字
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4145 65 ｢一味清風　韓国人名の読み
方｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 8 13 1点 活字

4145 66 ｢一味清風　今度のオリン
ピック｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 8 27 1点 活字

4145 67
｢民営｢林業企業体｣作れ 林野
行政建て直し策の決め手｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 9 10 1点 活字

4145 68 ｢論壇 あとの"祟り"が怖い｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1984 9 10 1点 活字

4145 69 木内ほか｢座談会 着実に好調
は続く｣記事切抜

貿易人 木内信胤 1984 9 25 1点 活字

4145 70 ｢一味清風　言葉遣ひについ
て｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 9 17 1点 活字

4145 71 ｢一味清風　天皇陛下のお言
葉と日韓関係｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1984 9 24 1点 活字

4145 72 ｢日本の視点 価値観の動揺｣
記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 9 24 1点 活字

4145 73 『貿易人』 358号
木内ほか｢座談会 着
実に好調は続く｣収録

大阪貿易協
会

1984 9 25 1冊 活字

4145 74 ｢一味清風　北朝鮮問題｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 10 8 1点 活字

4145 75 ｢一味清風　日本研究者の第
三世代｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 10 22 1点 活字

4145 76 ｢一味清風　国民の満足度指
数｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 11 5 1点 活字

4145 77 ｢一味清風　レーガンの当選
間違いなし｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 11 19 1点 活字

4145 78 ｢日本の視点 ｢勝共連合｣の活
動について｣記事切抜

フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 11 3 1点 活字
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4145 79 ｢一味清風　マル優問題｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1984 12 3 1点 活字

4145 80 ｢日本の視点 今年と来年｣記
事切抜

中曽根内閣、自民党
フクニ
チ新聞

木内信胤 1984 12 28 1点 活字

4145 81
｢今月のレーダー･経済 新し
い時代に突入する日本経済｣
記事切抜

big A 木内信胤 1984 4 * 1枚 活字

4145 82 論文集昭和59年目次 1月4日～9月24日分 9枚 ペン

▲年度別論文集▲ (昭和60・61年論文集)

4146 0 ファイル｢論文集 昭和60､61
年｣

資料収納ファイル
以下、裏表紙方向
から順に採録。目
次なし。

1点

4146 1 ｢論壇 今度の予算をどう見る
か｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1985 1 7 1点 活字

4146 2 速報先見経済 1846号
木内｢世界の潮流と日
本の進路-今後日本の
なすべき役割｣収録

清話会 1985 1 14 1冊 活字

4146 3 ｢一味清風　国会審議の在り
方｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 1 28 1点 活字

4146 4 ｢一味清風　二階堂擁立劇の
後遺症｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 2 11 1点 活字

4146 5 ｢一味清風　ルー氏の寄稿｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 2 25 1点 活字

4146 6 ｢一味清風　歴史的かな遣い
の尊重｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 3 11 1点 活字

4146 7 ｢一味清風　古代の楽器｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 3 25 1点 活字

4146 8 ｢一味清風　国会議員の定数｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 4 22 1点 活字
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4146 9 ｢内需拡大論を排し新発想に
よる対応を｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1985 5 6 1点 活字

4146 10 ｢一味清風　日米経済摩擦｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 5 6 1点 活字

4146 11 ｢一味清風　ボンサミット｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 5 20 1点 活字

4146 12 ｢一味清風　日本人の働き過
ぎ｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 6 3 1点 活字

4146 13 ｢一味清風　指紋押捺問題｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 6 17 1点 活字

4146 14 ｢東京五百万人大移動論｣記事
切抜

知識 木内信胤 1985 6 1 1点 活字

4146 15 ｢一級国へ日本の課題 上｣記
事切抜

米の単純思考が｢摩
擦｣生む

世界日
報

木内信胤 1985 6 11 1点 活字

4146 16 ｢一級国へ日本の課題 下｣記
事切抜

日本の改造は憲法改
正から

世界日
報

木内信胤 1985 6 12 1点 活字

4146 17 ｢一味清風　市場開放｣　記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 7 1 1点 活字

4146 18 ｢一味清風　トヨタのアメリ
カ進出｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 7 15 1点 活字

4146 19 ｢一味清風　博物と理科｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1985 7 29 1点 活字

4146 20 ｢一味清風　国鉄再建案｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1985 8 12 1点 活字

4146 21 ｢一味清風　アメリカの間
違った経済観念｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 8 26 1点 活字

4146 22 ｢一味清風　鄧小平に失望｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 9 23 1点 活字
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4146 23
｢国鉄再建案をどう思うか
(上) 私からの疑問と感想｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1985 9 2 1点 活字

4146 24
｢国鉄再建案をどう思うか
(中) -わたしの質問続き-｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1985 9 9 1点 活字

4146 25
｢国鉄再建案をどう思うか
(下) -わたしの改良案-｣記事
切抜

世界と
日本

木内信胤 1985 9 23 1点 活字

4146 26
｢明治の現役に聞く OVER80の
発言 木内信胤氏 上｣記事切
抜

資料4145-33と同一物
記事中の年齢など
から昭和59年のも
のと推定

世界日
報

1984 4 3 1点 活字

4146 27
｢明治の現役に聞く OVER80の
発言 木内信胤氏 中｣記事切
抜

昭和59年のものと
推定

世界日
報

1984 4 4 1点 活字

4146 28
｢明治の現役に聞く OVER80の
発言 木内信胤氏 下｣記事切
抜

昭和59年のものと
推定

世界日
報

1984 4 5 1点 活字

4146 29 ｢論壇 事の｢区切り｣に､考へ
ておくべきこと｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1985 3 30 1点 活字

4146 30 ｢論壇 日本はいま､大きな節
目に｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1985 7 30 1点 活字

4146 31 ｢論壇 中曽根首相が狙ってゐ
る｢目標｣は何か｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1985 8 23 1点 活字

4146 32 ｢論壇 内外共に､珍しい動き
となって来た｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1985 10 1 1点 活字

4146 33 ｢論壇 円高問題は､どう理解
すればいいのか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1985 11 23
同様2
点

活字

4146 34 ｢一味清風　五カ国蔵相会議｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 10 7 1点 活字
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4146 35 ｢一味清風　改憲問題と選挙｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 10 21 1点 活字

4146 36 ｢一味清風　靖国参拝と中国｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 11 4 1点 活字

4146 37 ｢一味清風　定数是正問題と
解散｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 11 18 1点 活字

4146 38 ｢日本とは､新しい宗教的な時
代について｣記事切抜

4'D 木内信胤 1985 10 1 1点 活字

4146 39 ｢日本とは､憲法について｣記
事切抜

4'D 木内信胤 1985 11 1 1点 活字

4146 40 ｢一味清風　マル優問題｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 12 2 1点 活字

4146 41 ｢一味清風　SDI論議｣記事切
抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1985 12 16 1点 活字

4146 42 ｢論壇 政局の緊迫化をどうみ
るか｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1985 12 11 1点 活字

4146 43 インデックス　昭和60年
昭和60年論文集と
61年論文集の間に
綴じ込み

1985 1点

4146 44 ｢世界の期待にどうこたえる
か｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1986 1 6 1点 活字

4146 45 ｢論壇 今年に望むこと｣記事
切抜

静岡新
聞

木内信胤 1986 1 21 1点 活字

4146 46 ｢一味清風　アメリカ議員と
日米経済摩擦｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

内外ニュー
ス

1986 1 27 1点 活字

4146 47 ｢一味清風　新しい政治理論
の出現｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

内外ニュー
ス

1986 2 10 1点 活字

4146 48 ｢一味清風　中曽根総理の三
選問題｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

内外ニュー
ス

1986 2 24 * 1点 活字
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4146 49
｢心の集い･一隅会15年の歩み
1月例会の木内信胤講師｣記事
切抜

中外日
報

1986 1 20 * 1点 活字

4146 50 ｢日本仏教徒懇話会 21世紀へ
"日本丸"の舵とる ｣記事切抜

｢『法華経』の信者木
内信胤氏が率先｣

中外日
報

1986 2 19 * 1点 活字

4146 51 ｢金融を根底から､考へてみる
べき時ではないか｣記事切抜

4'D 木内信胤 1986 2 1 1点 活字

4146 52 ｢｢改憲のお勧め｣について｣記
事切抜

国民は今年中に改憲
の決意を

世界と
日本

木内信胤 1986 3 3 1点 活字

4146 53 ｢論壇 ｢改憲｣の決心は､この
上半期中にしよう｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1986 3 12 1点 活字

4146 54 ｢一味清風　円高は一八〇円
が限度｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 3 10 1点 活字

4146 55 ｢一味清風　参議院の在り方｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 3 29 * 1点 活字

4146 56 ｢一味清風　マルコス不正蓄
財の報じ方｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 4 21 1点 活字

4146 57 ｢時務一家言 アメリカへの対
応は新機軸で｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1986 3 24 1点 活字

4146 58 ｢｢改憲｣の決意は､いますぐに
(その一) ｣記事切抜

意見広告 木内信胤 1986 4 14 1点 活字

4146 59 ｢｢改憲｣の決意は､いますぐに
(その二) ｣記事切抜

意見広告 木内信胤 1986 4 21 1点 活字

4146 60 ｢｢改憲｣の決意は､いますぐに
(その三) ｣記事切抜

意見広告 木内信胤 1986 4 28 1点 活字

4146 61 ｢論壇 対米関係は､多分､｢新
情勢｣に｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1986 4 21
同様2
点

活字
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4146 62 ｢｢改憲の当否｣を参議院選で
問うべし｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1986 5 12 1点 活字

4146 63 ｢論壇 突如として政界は､危
局に陥った｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1986 5 20 1点 活字

4146 64 ｢一味清風　リビア空爆｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 5 5 1点 活字

4146 65
｢日本の目ざすべき道 (6) 新
しい｢役割｣がうまく果たせる
道を｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1986 6 2 1点 活字

4146 66 ｢一味清風　同日選挙の見通
し｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 6 2 1点 活字

4146 67 ｢一味清風　自民党が勝った
場合｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 6 16 1点 活字

4146 68 ｢一味清風　同日選挙の姿｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 6 30 1点 活字

4146 69
｢日本の目ざすべき道 (6) 新
しい｢役割｣がうまく果たせる
道を｣記事切抜

資料4146-65を転
載したもの

時事評
論石川

木内信胤 1986 7 1 1点 活字

4146 70 ｢一味清風　選挙戦を振り
返って｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 7 14 1点 活字

4146 71 ｢一味清風　日米財界人会議｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 7 28 1点 活字

4146 72 ｢論壇 自民の大勝と今後の政
治｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1986 7 15 1点 活字

4146 73 ｢一味清風　日米経済摩擦の
解消｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 8 11 1点 活字

4146 74 ｢一味清風　生産者米価据え
置き｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 8 25 1点 活字

4146 75 ｢論壇 この秋には､怖ろしい
ことが｣記事切抜

日米経済摩擦と中曽
根内閣

静岡新
聞

木内信胤 1986 9 5 1点 活字
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4146 76 ｢一味清風　地価上昇｣記事切
抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 9 8 1点 活字

4146 77 ｢一味清風　藤尾文相罷免｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 9 22 1点 活字

4146 78 ｢一味清風　総合経済対策｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 10 6 1点 活字

4146 79 ｢一味清風　日本の外交的立
場｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 10 20 1点 活字

4146 80 ｢講演録 より良き日本になる
には｣記事切抜

日本的な生き方にみ
る日本の役割

Family 木内信胤 1986 10 20 1点 活字

4146 81 ｢中曽根総理の"陳謝の仕方"
について｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1986 10 13 1点 活字

4146 82 ｢国鉄は民営不分割に今から
でも遅くない ｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1986 11 3 1点 活字

4146 83 ｢一味清風　中曽根総理の｢知
的水準講演｣｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 11 3 1点 活字

4146 84 ｢一味清風　税制改革案｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 11 17 1点 活字

4146 85 ｢論壇 アメリカの中間選挙と
今後の政局｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1986 11 11 1点 活字

4146 86 ｢一味清風　アキノ大統領訪
日｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 12 1 1点 活字

4146 87 ｢一味清風　ゴルバチョフ訪
日｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 12 8 1点 活字

4146 88 ｢一味清風　日本の主体性｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 12 15 1点 活字

4146 89 ｢一味清風　主たる原因はア
メリカ側に｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1986 12 29 1点 活字
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4146 90 ｢論壇 昭和61年はどのやうな
年であったのか｣記事切抜

静岡新
聞

静岡新聞社 1986 12 31 1点 活字

4146 91
｢明治の現役に聞く OVER80の
発言 評論家木内信胤氏 上
・中・下｣記事切抜

木内記事の上・中・
下をまとめたもの

世界日
報

木内信胤 1984 4 3 *
同様2
点

活字

4146 92 ｢歴史的かな遣い大切に 国語
問題で木内氏講演｣記事切抜

世界日
報

1985 5 26 * 1点 活字

4146 93
｢｢農業新政策｣の提唱 (その
一) 農業の某大家へ私は質問
する｣記事切抜

時事評
論石川

木内信胤 1985 2 15 1点 活字

4146 94 『時事評論石川』371号
木内｢国鉄再建案をど
う思うか 下-わたし
の改良案-｣記事収録

北潮社 1985 10 1 1点 活字

▲年度別論文集▲ (昭和62～平成2年論文集)

4147 0 ファイル｢論文集 昭和62､63､
平成1､2｣

資料収納ファイル
以下、裏表紙方向
から順に採録。目
次なし。

1点 活字

4147 1
｢国家も個性の時代へ　新し
い国際関係のために｣記事切
抜

うち2点は、電子
式複写による複製
物

毎日新
聞夕刊

木内信胤 1987 1 12
同様3
点

活字

4147 2 ｢年頭所感 落ち着きのある国
になろう｣記事切抜

時事評
論石川

木内信胤 1987 1 15 1点 活字

4147 3 ｢論壇 今年はどのやうな年
か｣記事切抜

円高不況、売上税
静岡新
聞

木内信胤 1987 1 24 1点 活字

4147 4 ｢論壇 総理は早く身を引かれ
るのが一番いい｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1987 2 25 1点 活字

4147 5 ｢一味清風　売上税と円高不
況｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 1 26 1点 活字
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4147 6 ｢一味清風　売上税の攻防｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 2 9 1点 活字

4147 7 ｢一味清風　売上税と統一地
方選挙｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 2 23 1点 活字

4147 8 ｢一味清風　円高と総合経済
対策｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 3 9 1点 活字

4147 9 ｢一味清風　中曽根総理の責
任｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 3 23 1点 活字

4147 10 ｢進路を聞く 木内信胤氏 (1)
アメリカへの助言｣記事切抜

いまや偉大な"個人の
集合体" 国家として
の団結を欠く

サンケ
イ新聞

木内信胤 1987 3 18 1点 活字

4147 11 ｢進路を聞く 木内信胤氏 (2)
アメリカへの助言｣記事切抜

国の個性を自覚して
生きよ 競争に勝つこ
とのみ望むな

サンケ
イ新聞

木内信胤 1987 3 19 1点 活字

4147 12 ｢進路を聞く 木内信胤氏 (3)
アメリカへの助言｣記事切抜

二年内に国としての
新方向を 家族農場の
精神に戻れ

サンケ
イ新聞

木内信胤 1987 3 20 1点 活字

4147 13 ｢進路を聞く 木内信胤氏 (4)
アメリカへの助言｣記事切抜

保護主義加味した自
由貿易を 軽工業興し
て体質変えよ

サンケ
イ新聞

木内信胤 1987 3 24 1点 活字

4147 14 ｢進路を聞く 木内信胤氏 (5)
アメリカへの助言｣記事切抜

経済摩擦は東西文明
の接点 議論の土俵で
決着つかぬ

サンケ
イ新聞

木内信胤 1987 3 25 1点 活字

4147 15
｢進路を聞く 木内信胤氏 ア
メリカへの助言(1～5)｣記事
切抜

5回シリーズの記
事を複写し、1つ
にまとめたもの

サンケ
イ新聞

木内信胤 1987 3 18 * 1点 活字

4147 16 ｢内需振興はどうすれば効果
的か｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1987 3 23 1点 活字

4147 17
｢内需振興はこのような｢覚
悟｣と｢心構え｣で行ってほし
い｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1987 4 20 1点 活字
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4147 18 ｢一味清風　奇妙な地方選挙｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 4 6 1点 活字

4147 19 ｢一味清風　売上税反対運動｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 4 20 1点 活字

4147 20 ｢一味清風　不況対策と政府｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 5 4 1点 活字

4147 21 ｢一味清風　オーストリア大
統領とナチス｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 5 18 1点 活字

4147 22 ｢中曽根退陣後を考える｣記事
切抜

政治も経済も｢国の個
性｣に生きる日本へ

新樹 木内信胤 1987 5 1 1点 活字

4147 23 ｢論壇 政治は､｢新コース｣に
入ったらしい｣記事切抜

次期総裁に関して
静岡新
聞

木内信胤 1987 6 7 1点 活字

4147 24 ｢一味清風　内需振興の効果｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 6 1 1点 活字

4147 25 ｢一味清風　黒字国の責任｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 6 15 1点 活字

4147 26 ｢一味清風　庶民感覚｣記事切
抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 6 29 1点 活字

4147 27 ｢一味清風　矢野委員長と鄧
小平｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 7 13
同一2
点

活字

4147 28 ｢一味清風　光華寮問題｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 7 20 1点 活字

4147 29 ｢論壇 ｢日米経済摩擦｣から｢
新時代｣が開ける｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1987 7 31 1点 活字

4147 30 ｢一味清風　情報処理の仕方｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 8 3 1点 活字

4147 31 ｢一味清風　中曽根総理の後
任｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 8 17 1点 活字
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4147 32 ｢一味清風　反戦センチメン
タリズム｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 8 31 1点 活字

4147 33 むとうむへん 38号
｢貿易摩擦の打開策は
…木内信胤氏に聞く｣
収録

明るく正し
い教育をす
すめる会

1987 7 1 1冊 活字

4147 34 ｢論壇 これで政治はどうなる
のか｣記事切抜

新総裁問題
静岡新
聞

木内信胤 1987 9 18 1点 活字

4147 35 ｢一味清風　中曽根総理の影
響力保存｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 9 14 * 1点 活字

4147 36 ｢一味清風　財政破綻と財源｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 9 28 1点 活字

4147 37 ｢一味清風　野党の脱社会主
義｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 10 12 1点 活字

4147 38 ｢一味清風　自民党の総裁選
び｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1987 10 26 1点 活字

4147 39 ｢論壇 新政権の見どころはど
こか｣記事切抜

竹下新内閣の発足
静岡新
聞

木内信胤 1987 11 4 1点 活字

4147 40
｢一日も早く移行を ｢新型の
固定為替相場制度｣に｣記事切
抜

世界と
日本

木内信胤 1987 12 7 1点 活字

4147 41 ｢論壇 動乱の時と心の拠点｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1988 1 5 1点 活字

4147 42 ｢一味清風　日本のアメリカ
観｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 1 18 1点 活字

4147 43 ｢一味清風　金賢姫と北朝鮮｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 2 1 1点 活字

4147 44 ｢年頭所感 日本の針路を解明
しよう｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1988 1 4 1点 活字

4147 45 ｢一味清風　円高とアメリカ
の貿易赤字｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 2 15 1点 活字
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4147 46 ｢一味清風　ガットとアメリ
カ｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 2 29 1点 活字

4147 47 ｢一味清風　JR各社の黒字｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 3 14 1点 活字

4147 48 ｢一味清風　青函トンネル開
通｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 3 28 1点 活字

4147 49 ｢この人に聞く⑪ 木内信胤先
生｣記事切抜

｢日本の進路を示し続
ける｢卆寿の壮者｣支
える"憂国の至情"｣

新樹 1988 4 1 1点 活字

4147 50 ｢一味清風　アメリカの制裁
好き｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 4 11 1点 活字

4147 51 ｢一味清風　牛肉・オレンジ
問題｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 4 25 1点 活字

4147 52 ｢一味清風　ソ連のアフガン
撤退｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 5 9 1点 活字

4147 53 ｢一味清風　ガットのパネル｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 5 23 1点 活字

4147 54 ｢論壇 奥野事件は､｢新時代｣
の始まりか?｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1988 5 20 1点 活字

4147 55 ｢一味清風　新しい台湾｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 6 6 1点 活字

4147 56 ｢一味清風　INF全廃条約｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 6 20 1点 活字

4147 57 ｢一味清風　牛肉オレンジ問
題妥協成立｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 7 4 1点 活字

4147 58 ｢一味清風　ゴルバチョフの
凄さ｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 7 18 1点 活字

4147 59 ｢一味清風　減税問題の冒頭
処理｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 8 1 1点 活字
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4147 60 ｢一味清風　第一富士丸の衝
突事件｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 8 15 1点 活字

4147 61 ｢一味清風　韓国と台湾｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 8 29 1点 活字

4147 62 ｢一味清風　リクルート問題
の真相｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 9 12 1点 活字

4147 63 ｢一味清風　日本は欠陥国家｣
記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1988 9 26 1点 活字

4147 64 ｢一味清風　国会の任務｣記事
切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 10 10 1点 活字

4147 65 ｢一味清風　人間がダメにな
る原因｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 10 24 1点 活字

4147 66 ｢一味清風　税制改革とリク
ルート問題｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 11 7 1点 活字

4147 67 ｢一味清風　現代の文明病｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1988 11 21 1点 活字

4147 68 ｢一味清風　サウジとオペッ
ク｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 12 5 1点 活字

4147 69 ｢一味清風　瀬戸大橋と四国｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1988 12 19 * 1点 活字

4147 70 ｢年頭所感 ｢日本らしさ｣に徹
しよう｣記事切抜

世界と
日本

木内信胤 1989 1 2 1点 活字

4147 71 ｢遠い日の風景① 子供のころ
岩崎家で遊ぶ｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 1 12 * 1点 活字

4147 72 ｢遠い日の風景② イギリス風
の岩崎家｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 73 ｢遠い日の風景③ 駒込の別荘
でカモ猟も｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 74 ｢遠い日の風景④ 黄金期のわ
が一高野球部｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字
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4147 75 ｢遠い日の風景⑤ 人生で一番
うれしかった日｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 76 ｢遠い日の風景⑥ 上海で為
替･経済を勉強｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 77 ｢遠い日の風景⑦ 松本重治君
から情報｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 78 ｢遠い日の風景⑧ 外貨封鎖の
危険感じた｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 79 ｢遠い日の風景⑨ ふえてきた
国家的仕事｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 80 ｢遠い日の風景⑩ 総軍が震え
上がった辻｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 81 ｢遠い日の風景⑪ 日本は世界
の中心に｣記事切抜

産経新
聞

木内信胤 1989 * 1点 活字

4147 82 ｢一味清風　中ソ和解｣記事切
抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 1 16 1点 活字

4147 83 ｢一味清風　大喪の礼｣記事切
抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 2 13 1点 活字

4147 84 ｢一味清風　リクルート問題
と政治改革｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 2 27 1点 活字

4147 85 ｢論壇 変化は､政治の行き詰
りから｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1989 3 4 1点 活字

4147 86 ｢一味清風　大喪の儀終了｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 3 13 1点 活字

4147 87 ｢一味清風　政治は改革期に
入った｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 3 27 1点 活字

4147 88 ｢一味清風　向米一辺倒訂正
運動｣

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 4 10 1点 活字
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4147 89 ｢一味清風　竹下総理の対応
のまづさ｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 4 24 1点 活字

4147 90 ｢聴く第212回　世を視る見識
木内信胤｣記事切抜

｢聞く人｣は竹田厳道
(一枚の繪(株)会長)

1989 4 13 * 1点 活字

4147 91 ｢論壇 竹下退陣と政治改革｣
記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1989 5 11 1点 活字

4147 92 ｢一味清風　政局五里霧中｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 5 8 1点 活字

4147 93 ｢一味清風　大変化の胎動｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 5 22 1点 活字

4147 94 ｢一味清風　北京の学生デモ｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 6 5 1点 活字

4147 95 ｢一味清風　天安門｣記事切抜 表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 6 19 1点 活字

4147 96 ｢一味清風　本当の政治危機｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 7 3 1点 活字

4147 97 ｢一味清風　宇野総理の女性
問題｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 7 17 1点 活字

4147 98 ｢一味清風　サミット・東西
関係｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 7 31 1点 活字

4147 99 ｢一味清風　自民党の新総裁
選び｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 8 14 1点 活字

4147 100 ｢一味清風　国土の緑化運動｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 8 28 1点 活字

4147 101 ｢一味清風　政治と経済の関
係｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 9 11 1点 活字

4147 102 ｢一味清風　政治の当事者に
なれ｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 10 9 1点 活字
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4147 103 ｢一味清風　ソ連の共産主義
放棄｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 10 23 1点 活字

4147 104
｢一味清風　総選挙による民
主主義政治の根本的欠陥｣記
事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 11 6 1点 活字

4147 105 ｢一味清風　国民投票｣記事切
抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 11 20 1点 活字

4147 106 ｢一味清風　マルタ洋上会談｣
記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 12 18 1点 活字

4147 107 ｢一味清風　アメリカの対日
態度に変化｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1989 12 4 1点 活字

4147 108 ｢論壇 この政局は｢政治改革｣
の序奏曲｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1989 12 15 1点 活字

4147 109 ｢一味清風　ペレストロイカ
と共産主義｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1990 1 22 1点 活字

4147 110 ｢一味清風　ゴルバチョフの
運命｣記事切抜

表題は内容から
世界と
日本

木内信胤 1990 2 5 1点 活字

4147 111
｢年頭所感 今年は｢マスコミ｣
の自己反省を期待したい｣記
事切抜

世界と
日本

木内信胤 1990 1 1 1点 活字

4147 112 ｢論壇 今度の総選挙につい
て｣記事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1990 1 20 1点 活字

4147 113 ｢論壇 これでどうなるか｣記
事切抜

静岡新
聞

木内信胤 1990 4 19 1点 活字

4147 114 新樹 164号
｢この人に聞く⑪ 木
内信胤先生 ｣掲載
(8・9面)

木内著『日本よ､
こう進め!』 の紹
介記事もあり(11
面)

新樹会 1988 4 1 1点 活字

4147 115 ｢書評 木内信胤著｢国の個
性｣｣記事切抜

世界と
日本

相馬雪香
難民を助け
る会会長

1987 2 9 1点 活字
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4147 116 『世界と日本』第876号
木内｢一味清風｣掲載
(資料4147-82と同一)

新聞原紙
内外ニュー
ス

1989 1 16 1点 活字

4147 117 米沢新聞 第15896号
木内講演｢新思考の必
要性について｣の記事
掲載

新聞原紙 米沢新聞社 1990 9 22
同一2
点

活字

4147 118 『東京地名考 上巻』切抜
66～67頁｢麻布狸穴
町｣部分の複写

本文中に木内のコ
メントあり

朝日新聞社
社会部

1986 1 * 1枚 活字

1－9．著作関係 ▼英文▼

4148 0 木内大兄 一月二一日 矢田 資料収納封筒 1点 鉛筆

4148 1

ON ECONOMIC CRISIS
(Pros&Cons) SERIES No.
1"JAPAN not ignoramus”
“We defy over-
pessimists”

木内信胤 1947 1綴 タイプ

4148 2

ON ECONOMIC CRISIS
(Pros&Cons) SERIES No. 1
“JAPAN not IGNORAMUS”
“We defy ULTRA-
PESSIMISTS”

裏書を利用 木内信胤 1綴 鉛筆

4148 3 矢田のメモ
記事感想 結論ハ要ス
ルニ日本人ハモット
努力ト頭ガ必要ナリ

矢田 1枚 鉛筆

4149 ECONOMICS OF ROAD
｢DORO｣昭和30年10･
11･12月号掲載文の英
訳要点

加筆修正箇所多
数。1頁・2頁間に
英文メモの挿入あ
り。

木内信胤 1955 1点 タイプ

4150 ECONOMICS OF ROAD

前資料での加筆修
正を反映したも
の。修正箇所あ
り。

木内信胤 1955 1点 タイプ

4151 ECONOMICS OF ROAD(完成原
稿)

加筆修正なく完成
原稿と考えられる

木内信胤 1955
同様3
点

タイプ
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4152 1
封筒“RECENT EXPANSION OF
JAPANESE ECONOMY AND ITS
CAUSES”

収納封筒か 1点

4152 2
RECENT SPECTACULAR
DEVELOPMENT OF JAPANESE
ECONOMY AND ITS CAUSES

うち1点には、｢
COPY｣との書込
み、11頁は手書き

木内信胤
同様2
点

タイプ

4152 3 日本経済の発展とその教訓
論文の下書きと見
られる(和文)

木内信胤 1点 鉛筆

4152 4
RECENT EXPANSION OF
JAPANESE ECONOMY AND ITS
CAUSES

木内信胤 1957 2 17
同様3
点

タイプ

4152 5 Principal Economic
Indicators

数値一覧表 2枚 ペン

4153 FEF-30　木内の所論に関する
コラム

THE JAPAN TIMESにお
ける木内の見解につ
いて

1960 1枚 タイプ

4154 ｢On Two K's Meeting｣記事切
抜

Kennedy・Khrushchev
の会談について

Japan
Times

木内信胤 1960 6 1 1点 活字

4155 ｢Words and Action｣記事切抜
国際関係における理
想と現実

Japan
Times

木内信胤 1961 1 30 1点 活字

4156 ｢Intervention By U. N. ｣記
事切抜

コンゴ問題と国連
Japan
Times

木内信胤 1961 3 5 1点 活字

4157 ｢Need to Know Our
Neighbors｣記事切抜

韓国、台湾の理解に
つき

Japan
Times

木内信胤 1961 4 26 1点 活字

4158 ｢My Wish To Americans｣記事
切抜

アメリカの指導者に
対する要望

Japan
Times

木内信胤 1961 7 9 1点 活字

4159 ｢New Soviet Party Program｣
記事切抜

ソ連共産党の新綱領
につき

Japan
Times

木内信胤 1961 8 22 1点 活字

4160 ｢Root of the Berlin Issue｣
記事切抜

ベルリン危機
Japan
Times

木内信胤 1961 10 8 1点 活字
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4161 ｢On Soviet Party Congress｣
記事切抜

第22回(ソ連)共産党
大会

Japan
Times

木内信胤 1961 11 26 1点 活字

4162 ｢Will EEC Isolate Japan?｣
記事切抜

EECへの日本加盟問題
Japan
Times

木内信胤 1962 1 24 1点 活字

4163 ｢New Concept of Free
Trade｣記事切抜

New Liberalism
Japan
Times

木内信胤 1962 5 23 1点 活字

4164 ｢EEC and U. K. ｣記事切抜
イギリスのEEC加盟問
題

Japan
Times

木内信胤 1962 8 26 1点 活字

4165 EEC and Great Britain 英文原稿 木内信胤 1点 タイプ

4166 EEC and Great Britain
加筆訂正箇所多数
あり。英文。

木内信胤 1点 タイプ

4167 ｢Do Consider Japan-
Correctly｣記事切抜

“Consider Japan”
記事の誤りについて

Japan
Times

木内信胤 1962 9 23 1点 活字

4168 0 保管封筒 木内論文等を収納 1枚

4168 1 Frank C. Langdon書簡
仕事および木内論文
コメントの件

Frank C.
Langdon

木内信胤 1962 10 27 1通 タイプ

4168 2

Comment on Mr. Nobutane
Kiuchi's paper, On the
Strangeness of Japan's
Behavior

木内論文に対するコ
メント

Frank C.
Langdon

1962 10 28 1点 タイプ

4168 3 ON THE STRANGENESS OF
JAPAN'S BEHAVIOR

修正箇所多数 木内信胤
同様2
点

タイプ

4169 ｢Lessons From Cuban
Crisis｣記事切抜

キューバ危機、国連
の役割

Japan
Times

木内信胤 1962 11 6 1点 活字

4170 APPENDIX Ⅱ A General
Appraisal of Canada

“EPILOGUE”1枚
添付

木内信胤 1962 12 19
同様2
点

タイプ

4171 ｢Unlimited Free Trade?｣記
事切抜

自由貿易と過剰生産
Japan
Times

木内信胤 1962 12 30 1点 活字
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4172 ｢‘Cheap' Interpretation｣
記事切抜

イギリスのEEC加盟問
題におけるドゴール
の対応

Japan
Times

木内信胤 1963 1 30 1点 活字

4173 ｢Reconsider Freeing Trade｣
記事切抜

自由貿易問題
Japan
Times

木内信胤 1963 3 3 1点 活字

4174 ｢ROK and Japan｣記事切抜 日韓関係
Japan
Times

木内信胤 1963 4 24 1点 活字

4175 FOREIGN AID-IS JAPAN DOING
ENOUGH？

ワシントン･ポス
ト紙掲載原稿

木内信胤 1963 5 2 * 1点 タイプ

4176 ｢A Proposal on Foreign
Trade｣記事切抜

ガット・貿易問題
Japan
Times

木内信胤 1963 5 24 1点 活字

4177 ｢On Judgment And
Information｣記事切抜

マルクス主義の是非
Japan
Times

木内信胤 1963 7 23 1点 活字

4178 ｢Crisis Ahead｣記事切抜 日本経済の展望
Japan
Times

木内信胤 1963 9 23 1点 活字

4179 ｢Let's Welcome ILO
Mission｣記事切抜

ILO使節団の来日につ
き

Japan
Times

木内信胤 1963 11 17 1点 活字

4180 ｢Japan in 1964｣記事切抜
日本の政治経済の見
通しについて

Japan
Times

木内信胤 1964 1 8 1点 活字

4181 A Japanese Viewpoint on
"Reconsider Japan"

｢The ORIENTAL
ECONOMIST May,
1965｣抜刷

木内信胤 1965 5
同一
42点

活字

4182 A JAPANESE VIEWPOINT ON
"RECONSIDER JAPAN"

『オリエンタル・エ
コノミスト』掲載原
稿

英文 木内信胤 23枚 タイプ 封筒

4183 The Outline of a book I
intend to write

著作構想まとめ 木内信胤 1965 9 6 3枚 鉛筆

4184
FREEDOM AND ORDER IN THE
UNDERDEVELOPED COUNTRIES
AND THE PROBLEM OF AID

｢IL POLITICO｣
(University of
Pavia)抜き刷り

木内信胤 1965 1冊 活字

1187



資料
番号

枝番 表題 内容 備考 掲載誌 作成者 作成者肩書 宛先 宛先肩書 年 月 日 複 数量 記述法 添付物

4185 1 QUESTIONS
John Scottからの質
問

タイム誌関係者の
名刺2枚を貼付(橋
本卿夫･CHARLES
E.D'HONAU)

2枚 タイプ

4185 2 Memorandum for Mr. John
Scott

John Scottの質問に
対する解答

木内信胤 1967 8 25 1点 タイプ

4186 Memorandum for Mr. Max
Ways

日本の経済成長率 木内信胤 1967 9 8 1点 タイプ

4187 1 A Note on present Economic
Tendencies in Japan

木内信胤 1967 9 15
同一2
枚

タイプ

4187 2 Ralph Harris書簡
Vichyでの会合、木内
の論文について

The　Institute
of Economic
Affairs Limited

Ralph
Harris

General
Director,Th
e Institue
of Economic
Affairs
Limited

木内信胤 1967 9 27 1通 タイプ

4188 ON SOUND MONEY-and how to
bring it about-

木内信胤 1967 11
同一
93点

活字

4189
MONETARY AND FISCAL
POLICIES FOR ECONOMIC
GROWTH

木内信胤 1967 1点 タイプ

4190

The Case for Abolishing
Gold-A Prposal for a Sound
Domestic and International
Monetary System-

｢The ORIENTAL
ECONOMIST
January, 1968｣抜
刷

木内信胤 1968 1
同一
120点

活字

4191 INTEREST RATES WILL TEND
UPWARD

東京新聞掲載文の
英訳。作成者は推
定。

木内信胤 7 2
同様2
点

タイプ

4192 ｢A Wish Repeated｣記事切抜 アメリカとEEC問題
Japan
Times

木内信胤 7 25 1点 活字

4193 Japan at the Threshold of
a New Era

木内信胤 * 1点 活字
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4194 英文版｢経済断想 日本に政府
はない｣

資料番号3928の英
訳版(草稿)

木内信胤 5枚 ペン

4195 英文版｢経済断想 日本に政府
はない｣

資料番号3928の英
訳版

3枚 タイプ

4196 ｢Rambouillet Conference
Useful｣記事切抜

世界経済、ガット・
IMF

木内信胤 *
同一3
点

活字

4197
SURVEY－　FACTORS IN
JAPAN’S ECONOMIC
EXPANSION

新聞掲載の論説
資料4296-0(ファ
イル)に混入して
いたもの

木内信胤 4枚 活字

4198 FALSE ASSUMPTIONS ABOUT
THE JAPANESE ECONOMY

Foreign
Affairs

木内信胤 1点 活字

4199
RECENT SPECTACULAR
DEVELOPMENT OF JAPANESE
ECONOMY AND ITS CAUSES

｢FALSE ASSUMPTIONS
ABOUT THE JAPANESE
ECONOMY｣を敷衍させ
た論文

木内信胤 1点 タイプ

4200
FREEDOM AND ORDER IN THE
UNDERDEVELOPED COUNTRIES
AND THE PROBLEM OF AID

校正原稿 木内信胤 1点 タイプ

4201
FREEDOM AND ORDER IN THE
UNDERDEVELOPED COUNTRIES
AND THE PROBLEM OF AID

浄書版 木内信胤 1点 タイプ

4202 ｢Some Pointers On
Semantics｣記事切抜

木内論説に対する批
評

1枚 活字

4203 0 書簡・書類収納封筒 1枚

4203 1 John R. Van de Water書簡
デービッド･ルーの英
訳送付につき

John R.
Van de
Water

木内信胤 1985 7 2 1通 ペン

4203 2
STEPS TOWARD A DESIRABLE
NEW WORLD ORDER
Elimination of Friction

木内論文をルーが英
訳したもの

執筆者名は木内 木内信胤 * 1点 タイプ
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2．講演関係

4204 産調パンフレツト第五号 イ
ンフレのない経済拡大

木内講演速記
年代不明だが1955
年前後にまとめら
れたものか

産業再建調
査会

1 27
同一
23冊

活字

4205 太平洋協会における木内顧問
講演抜書

木内信胤 1955 4 22 1綴 謄写

4206 経済倶楽部講演 第127集
木内｢欧州の新情勢と
貿易自由化の必要性｣
収録

東洋経済新報社発
行

木内･沢村
正鹿･稲葉
秀三

1959 10 20 1冊 活字

4207 木内講演｢これからの日本経
済はどうなるか｣記事紙面

岡山県政経懇話会 (2
月11日) における講
演記事

夕刊新
聞

夕刊新聞社 1965 2 12 1点 活字

4208 木内講演要旨｢物価安定で乗
り切る｣記事紙面

岡山県政経懇話会 (2
月11日) における講
演の要旨

夕刊新
聞

夕刊新聞社 1965 2 14 1点 活字

4209 木内講演｢これからの日本経
済｣記事紙面

｢時局経済大講演会｣
における講演

日本証
券新聞

日本証券新
聞社

1966 12 24
同一2
点

活字

4210 0 木内理事長招請　延世大学校
関係資料の収納フォ
ルダ

1点

4210 1 THE NEED FOR UNIVERSITY
REFORM IN JAPAN

木内信胤 1点 タイプ

4210 2 日本における大学改革の必要 日本語による草稿 木内信胤 1点 鉛筆

4210 3 Tae Sun Park書簡
International
Symposium　案内状

Tae Sun
Park

延世大学
President

木内信胤 1972 5 15 1通 タイプ

4210 4 Tae Sun Park書簡

International
Symposium on
"Innovation in
Higher Education"

Tae Sun
Park

延世大学
President

木内信胤 1972 8 2 1通 タイプ

4210 5 Tae Sun Park書簡
INTERNATIONAL
SYMPOSIUM

Tae Sun
Park

延世大学
President

木内信胤 1972 9 13 1通 タイプ
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4210 6 Tae Sun Park書簡
INTERNATIONAL
SYMPOSIUM

Tae Sun
Park

延世大学
President

木内信胤 1972 10 4 1通 タイプ

4210 7 Tae Sun Park書簡
シンポジウム参加費
用の件

Tae Sun
Park

延世大学
President

木内信胤 1972 10 4 1通 タイプ

4211 シンポジウム｢日本の長期進
路を模索する｣

木内信胤の講演録か 後欠 1974 11 27 1点 ペン

4212 講師御依頼状
演題｢これからの日本
をどうする｣

1983年2月11日に
米沢入り、12日に
講演

竹島泰浩

プレジデン
ト社経営教
育センター
取締役事業
部長

木内信胤 1982 12 20 1通 タイプ

4213 名刺
日付は名刺取得日
か

須藤滝蔵
ホテル羽黒
荘代表取締
役

1983 2 11 1枚 活字

4214 名刺
日付は名刺取得日
か

梅津伊兵衛
米鶴酒造代
表取締役

1983 2 11 1枚 活字

4215 米沢講演旅程表
列車時刻表と米沢・
福島会員名簿

作成年月日は米沢
への出発日

1983 2 11 2枚 ペン

4216 簽名簿
木内講演会の出席者
署名録

亜洲問題研究会会
員大会曁 木内信
胤先生講演会

1984 3 1 1点 ペン 函、袋

4217 木内信胤公開講演会ご案内
日米経済摩擦、改憲
問題

86年3月10日、日
本工業倶楽部

木内信胤 1986 3 1 1枚
ワープ

ロ

4218 三月十四日の公開講演レジュ
メ

アメリカ、改憲問題
など

木内信胤 1986 3 7 1点 ペン

4219 七月十七日のファコムファミ
リー会での講演レジュメ

木内信胤 1986 7 8 1点 鉛筆

4220 二つの九州講演のためのレ
ジュメ

演題：｢｢今度の本｣で
私は何を語ったか｣

｢今度の本｣とは
『国の個性』を指
す

木内信胤 1987 1 18 1点 ペン
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4221 九月十二日 米沢講演レジュ
メ

国と地域、その個性
的な生き方

木内信胤 1987 9 6 1点 ペン

4222 地方行革と地域の活性化
岐阜研修会 (10月30
日) のための講演レ
ジュメ

木内信胤 1987 10 27 6枚 ペン

4223 日本はいよいよ｢新出発｣をす
るらしい

北九州・福岡講演レ
ジュメ

木内信胤 1988 1 23 * 1点 ペン

4224 ｢新出発｣の出発点
二月二十九日の公開
講演のレジュメ

木内信胤 1988 2 25 7枚 ペン

4225 ｢変り行く『深部の情勢』を
どうみるか｣

世界経済調査会会
合での講話

木内信胤 1988 3 23 2枚 ペン

4226 日本がいま進むべき道
九月一日の清話会の
話

木内信胤 1988 8 31 3枚 ペン

4227 これからの日本の在り方につ
いて

十月二十六日の講演
のレジュメ

木内信胤 1988 9 16 * 7枚 ペン

4228 九月十九日の京都講演のテー
マ

“いま我々は何を考
へるべきか”

木内信胤 1988 9 18 2枚 ペン

4229
この政治と世界情勢とで、経
済はどうなるか―｢絶好調｣は
いつまで続くか

大阪講演 (十月十八
日) のためのレジュ
メ

木内信胤 1988 10 15 3枚 ペン

4230 いま我々は、何を、どう考へ
ればいいのか

12月15日好文クラブ
での講演レジュメ

木内信胤 1988 12 14 3枚 ペン

4231 今年はいやでも｢政治改革｣の
年になる

平成元年一月の九州
講演レジュメ

木内信胤 1989 1 15 1点 ペン

4232 今日のお話のポイント
モンペルラン、中曽
根会見、大喪の礼な
ど

講話レジュメか 木内信胤 1989 2 28 3枚 ペン

4233 変革期の景気見通し
三月二十二日の大阪
での講演会レジュメ

木内信胤 1989 3 17 4枚 ペン
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4234 いまの政治をどう見るか
四月十八、十九、二
十日の時局講演レ
ジュメ

木内信胤 1989 4 18 3枚 ペン

4235 六月一日の公開講演のレジュ
メ

政党政治関連 木内信胤 1989 6 1 3枚 ペン

4236 今日私がお話し申上げたいこ
と

軽井沢森林組合、軽
井沢林業株式会社に
ついて

木内信胤 1989 8 7 1点 ペン

4237 これでいいのか、日本の政治
改革

｢米沢の話レジュ
メ｣とあり

木内信胤 1989 9 5 1点 ペン

4238 今日お話すべきこと 消費税・自民党など 木内信胤 1989 10 17 2枚 ペン

4239 今、日本の何が問題なのか
十一月二日の｢清
話会｣講演のため
のレジュメ

木内信胤 1989 10 27 1点 ペン

4240 ｢これからの政治、経済動向｣
－歴史の流れにのせて－

講演レジュメ
｢同根会｣との書込
みあり

木内信胤 1990 1 17 1点 ペン

4241 ｢選挙後の政局について｣その
要点を目次風に書いてみる

三月十六日の浜松
の講演をまとめた
もの

木内信胤 1990 3 15 3枚 ペン

4242 四月十七日、十八日大阪で話
すことの筋道

今後の日本経済に
ついて。新型為替
相場固定制度の主
張など。

木内信胤 1990 4 16 4枚 ペン

4243 ｢新思考｣の必要性について 講演レジュメ 木内信胤 1990 9 15 1点 ペン

4244 六月十五日の講演会の時の質
問

6月15日の講演会
質問

木内信胤 1991 6 6 1綴 ペン

4245 講演会レジュメ
九月四日の公開講演
のレジュメ

この大きな節目を
どう理解するか

木内信胤 1991 9 2 1綴 ペン
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4246 講演会レジュメ
十月一日名古屋での
お話のレジュメ

これで世界はどう
なるか

木内信胤 1991 9 30 1綴 ペン

4247 講演会レジュメ
復興協会の五月一日
の講演レジュメ

木内信胤 1992 4 28 1綴 ペン

4248 講演会レジュメ
六月五日からの名古
屋講演会について

木内信胤 1992 6 1 1綴 ペン

4249 講演会レジュメ
関西講演会のレジュ
メ

木内信胤 1992 6 16 1綴 ペン

4250 講演会レジュメ
北九州講演のレジュ
メ

木内信胤 1992 6 29 1綴 ペン
講演題
目メモ

4251 講演会レジュメ 九月四日の米沢講演 木内信胤 1992 9 3 1綴 ペン

4252 講演レジュメ 二月十日名古屋 木内信胤 1993 2 8 1綴 ペン

4253 講演の要旨と狙ひ
｢大きな節目｣とは何
か､など

木内信胤 1綴 ペン

4254 講演レジュメ
｢近代西欧文明｣を､遠
慮を抜きにして､批判
しよう

京都での講演 木内信胤 1綴 ペン

4255 講演演題 ｢総合経済対策｣
10月1日講演会
(於工業クラブ)

木内信胤 1枚 ペン

4256

｢政治はどうなるか｣－よくな
るとすれば、なぜ? どう?－
悪くなるとすれば、なぜ? ど
う?

十月二日の公開講演
のレジュメ

木内信胤 3枚 ペン

4257 九〇年代 保守党政治家の見
識 世界のなかの日本

資料4519(書簡)と
関連か

木内信胤 * 1点 ペン

4258 もの事は急変しつつある―そ
の速さと方向とについて

浜松と名古屋での講
演レジュメ

｢｢ベルリンの壁｣
(平成元年11月)以
来｣などの記述あ
り

木内信胤 3枚 ペン
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4259 会合のお知らせ草稿
木内、西山の講演内
容について

木内テーマは、政
治の｢非常時｣につ
いて

木内信胤 1点 ペン

4260 公開講演の要点－｢2つの決
断｣を中心に－

国内の政治、対外問
題、世界情勢

木内信胤 1点 ペン

4261 メモ 講演の内容について 木内信胤 2枚 ペン

4262 演題に関する説明 ｢心構えの話｣ 木内信胤 2枚 ペン

4263 篠田さんのお話について
アメリカ農業に関し
て

講演する篠田の紹
介原稿か

木内信胤 2枚 ペン

4264 人物紹介 八城、田村の紹介
世界経済調査会の
講演用メモか

木内信胤 2枚 ペン

4265 講演会紹介原稿
フィリピンについ
て(椎名)

木内信胤 1枚 ペン

4266 講演会紹介原稿
カンボジアについ
て(藤田)

木内信胤 1枚 ペン

4267 いま一番重要だと思う問題点
日米経済摩擦につい
て

講演会用メモか 木内信胤 1枚 ペン

4268 メモ
いまの｢絶好調｣とは
一体何か

講演用メモか 木内信胤 1枚 ペン

4269 講演用メモ 税制改革について 木内信胤 1枚 ペン

4270 講演会用メモ 政治の見通し 木内信胤 1枚 ペン

4271 題目は税金の現状 あるべき
姿との対比において

庭山の紹介 講演会用メモか 木内信胤 1枚 ペン

4272 プレジデント・レジュメ
木内と宮崎義一との
交流について

講演原稿と推定 木内信胤 1綴 ペン

4273 プレジデント
クリントン政権の政
治課題について

木内信胤 1綴 ペン

4274 プレジデント 技術革新について 木内信胤 1綴 ペン
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4275 プレジデント
ロシアの行く末につ
いて

木内信胤 1綴 ペン

4276 1 SONG OF INTERNATIONAL
FRIENDSHIP

Butterfly World
Report刊

1993年5月28日、
木内に謹呈された
もの

田舛彦介 1993 1冊 活字

4276 2 名刺
山田は理事・ブ
レーン特別懇談会
の参加者

山田和江
東京顕微鏡
院理事長

1点 活字

4276 3 名刺
田舛は理事・ブ
レーン特別懇談会
の参加者

田舛彦介
タマス代表
取締役会長

1点 活字

4276 4 理事・ブレーン特別懇談会
木内信胤講演｢時局認
識と意見｣参加者名簿

参加者は田舛、山
田ら財界関係者

1993 5 28 * 1枚 ペン
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Ⅶ．書簡
1．書簡集

4277 0 木内発信書簡集 資料収納ファイル
以下目次に従い裏
表紙方向から採録

1点

4277 1 木内信胤書簡
来信への返信、
Cherne発行の刊行物
について

日本経済復興協会
の住所あり

木内信胤 Cherne 1948 4 28 1通 タイプ

4277 2 木内信胤書簡
Stacey・Keswickとの
会談について

日本経済復興協会
罫紙

木内信胤 Pollok 1948 5 14 1通 ペン

4277 3 木内信胤書簡 追放解除の件
日本経済復興協会
罫紙

木内信胤 Pollok 1948 5 31 1通 ペン

4277 4 木内信胤書簡
書簡持参。震災被害
状況について。

木内信胤 吉岡太十郎
大洋産業株
式会社

7 6 1通
カーボ

ン

4277 5 書簡草稿 木内信胤 Bogdan 7 26 1枚 鉛筆

4277 6 木内信胤書簡
タバコ事業につい
て、テレル氏への伝
言

堀果は在ロサンゼ
ルス

木内信胤 堀果 1948 9 28 1通
カーボ

ン

4277 7 木内信胤書簡 協会会費未納の件 木内信胤 大矢敏次郎 1948 9 29 1通
カーボ

ン

4277 8 木内信胤書簡
『The Price
Structure for
Japan』送付

木内信胤 Cherne 1948 10 1 1通 タイプ

4277 9 木内信胤書簡 安本副長官就任の件 木内信胤 瓜生春雄 12 14 1通
カーボ

ン

4277 10 木内信胤書簡 安本副長官就任の件 木内信胤 西原貢 12 14 1通
カーボ

ン

4277 11 木内信胤書簡 安本副長官就任の件 木内信胤 中村翰護 12 14 1通
カーボ

ン

4277 12 木内信胤書簡 安本副長官就任の件 木内信胤 近藤璋敏 12 14 1通
カーボ

ン
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4277 13 木内信胤書簡 原稿送付 木内信胤 篠原尭照 12 22 1通
カーボ

ン

4277 14 木内信胤書簡
著書寄贈に対する礼
状

木内信胤 山口茂 1 10 1通
カーボ

ン

4277 15 木内信胤書簡
著書送付の礼状と感
想

木内信胤 渡辺長雄 1 10 1通
カーボ

ン

4277 16 木内信胤書簡
｢東京だより｣の執筆
について

木内信胤 篠原尭照 1 10 1通
カーボ

ン

4277 17 木内信胤書簡
木内論文へのコメン
トに対する礼状

木内信胤 高垣寅次郎 1 10 1通
カーボ

ン

4277 18 木内信胤書簡
来信への返信、物価
体系再編論について

木内信胤 中野京一 1通
カーボ

ン

4277 19 木内信胤書簡 原稿の件 木内信胤 小寺 1 10 1通
カーボ

ン

4277 20 木内信胤書簡
来信への礼状、協会
活動について

木内信胤 三矢宮松 1 10 1通
カーボ

ン

4277 21 木内信胤書簡 面会の日時の件 木内信胤 武井 1 31 1通
カーボ

ン

4277 22 木内信胤書簡 宿泊依頼 木内信胤 黒田 1 31 1通
カーボ

ン

4277 23 木内信胤書簡 宿泊依頼 木内信胤 市川恒雄 1 31 1通
カーボ

ン

4277 24 木内信胤書簡 原稿送付 木内信胤 篠原尭照 2 1 1通
カーボ

ン

4277 25 木内信胤書簡
帰京報告、協会加入
の勧誘

木内信胤 吉永龍次郎 2 10 1通
カーボ

ン

4277 26 木内信胤書簡
帰京報告、協会加入
の勧誘

木内信胤 石田久郎 2 10 1通
カーボ

ン
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4277 27 木内信胤書簡
帰京報告、｢外国為替
の話｣送付

木内信胤 今儀謹次郎 2 10 1通
カーボ

ン

4277 28 木内信胤書簡
帰京報告、｢外国為替
の話｣送付

木内信胤 黒田康彦 2 10 1通
カーボ

ン

4277 29 木内信胤書簡
経済同友会に対する
意見

木内信胤 甲斐実丸 西田組 2 12 1通
カーボ

ン

4277 30 木内信胤書簡 株式配当請求書返却 木内信胤
大日本セル
ロイド株式
会社

1通
カーボ

ン

4277 31 木内信胤書簡
東京便りの第一報の
件

木内信胤 篠原尭照 2 21 1通
カーボ

ン

4277 32 木内信胤書簡
来信への返信、外為
委員長就任報告

木内信胤 栗本寅治 1949 2 25 1通 鉛筆

4277 33 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤 三好正 1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 34 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤 三木与吉郎 1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 35 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤 佐藤喜男 1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 36 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤
松川藤右衛
門

1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 37 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤 牛尾健治 1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 38 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤 玉井好登 1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 39 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤 山田三良 1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 40 木内信胤書簡
PHP出版社への投稿の
件

木内信胤 中村建城 3 21 1通
カーボ

ン
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4277 41 木内信胤書簡
外為委員長就任祝辞
に対する返礼

木内信胤 武井修 1949 3 21 1通
カーボ

ン

4277 42 木内信胤書簡
中国への繊維輸出に
ついて

木内信胤 Keswick 1948 12 21 1通 タイプ

4277 43

A Short－Term Credit
Contract Rayon Cloth in
Exchange for Auxiliary Raw
materials

資料538のコピー
Railton,an
d Yoshioka

1枚 タイプ

4277 44 木内信胤書簡
来信への返事、外為
委の近況報告

木内信胤
Tristan
E.Beplat

Manufacture
rs Trust
Company

1949 3 29 1通 タイプ

4277 45 木内信胤書簡 外為委員長就任報告 木内信胤 Bogdan 1949 5 2 1通 タイプ

4277 46 木内信胤書簡 礼状
ファイルに挟み込
み

木内信胤

Chairman of
the Foreign
Exchange
Control
Board

W.B.Christ
ian

Yee Tsoong
Tobacco
Company
Ltd.

1949 6 21 1通 タイプ

4278 0 受信書簡集 資料収納ファイル 1点

4278 1 R. A. ROLE書簡
外国為替管理委員会
廃止通知に対する礼
状

代理M. HENNENTON R. A. ROLE
Banque de
Buruxelles

木内信胤 1952 8 11 1通 タイプ

4278 2 W. Fowees書簡
外国為替管理委員会
廃止通知に対する礼
状

W. Fowees

BARCLAYS
BANK
LIMITED
MANAGER

木内信胤

Chairman,Fo
reign
Exchange
Control
Board

1952 8 7 1通 タイプ

4278 3 作成者不明書簡
外国為替管理委員会
廃止通知に対する礼
状

Banca
Commerciale
Italiana

木内信胤 1952 8 6 1通 タイプ

4278 4 Roberto Couture de
Troismonts書簡

外国為替管理委員会
廃止通知に対する礼
状

Roberto
Couture de
Troismonts

Banco
Central de
la
Republica
Argentina

木内信胤 1952 7 2 1通 タイプ
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